
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
法 

　

―
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
と
制
裁
復
活
の
問
題
を
中
心
に

―

浅

田

正

彦

は
じ
め
に

第
一
章　

イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
歴
史
と
核
不
拡
散
体
制
強
化
の
動
き

　

第
一
節　

イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
歴
史

　

第
二
節　

保
障
措
置
の
強
化

　

第
三
節　

濃
縮
・
再
処
理
技
術
の
移
転
制
限

第
二
章　

テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
と
パ
リ
合
意
か
ら
濃
縮
関
連
活
動
の
再
開
へ

　

第
一
節　

テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
と
パ
リ
合
意

　

第
二
節　

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
の
登
場
と
濃
縮
関
連
活
動
の
再
開

第
三
章　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
制
裁 

　

第
一
節　

規
範
的
措
置

　

第
二
節　

経
済
制
裁
措
置

第
四
章　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）

　

第
一
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
合
意
へ
の
経
緯

　

第
二
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
法
的
性
格

　

第
三
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
内
容

　

第
四
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
評
価

第
五
章　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
包
括
的
共
同
作
業
計
画
か
ら
の
脱
退
と
諸
国
の
反
応

第
六
章　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
国
連
制
裁
復
活
（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
）
の
試
み
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第
一
節　

武
器
禁
輸
決
議
の
不
発
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
の
援
用

　

第
二
節　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
法
的
正
当
化

　

第
三
節　

ア
メ
リ
カ
の
行
動
へ
の
疑
問

　

第
四
節　

ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
失
敗
の
効
果

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

核
兵
器
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
一
九
四
五
年
に
ア
メ
リ
カ
が
史
上
初
め
て
の
核
爆
発
実
験
を
実
施
し
て
か
ら
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
国

際
社
会
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
核
拡
散
問
題
、
そ
れ
も
今
世
紀
に
な
っ
て
国
際
的
に
注
目
を
集
め
て

い
る
核
拡
散
問
題
は
、
北
朝
鮮
と
イ
ラ
ン
の
そ
れ
に
集
中
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う（

１
）。

そ
の
う
ち
の
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
つ
い
て

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
政
権
発
足
後
ほ
ど
な
く
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
と
し
て
の
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
の
「
米
朝

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
声
明（

２
）」

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
ま
っ
た
く
進
展
を
見
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日
の
歴
史
的
な
「
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（Joint 

Com
prehensive Plan of A

ction

）」（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ（

３
））

の
合
意
、
そ
れ
を
受
け
た
同
年
七
月
二
〇
日
の
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
採

択
を
始
め
、
二
〇
一
八
年
五
月
八
日
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
と
そ
の
後
の
制
裁
の
復
活
、
同
年
七
月
一
六
日
の

イ
ラ
ン
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
し
た
制
裁
復
活
問
題
に
関
連
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
へ
の
提
訴（

４
）、

二
〇
二
〇
年
八
月

二
〇
日
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
国
連
制
裁
復
活
手
続
の
援
用
と
他
の
関
係
国
に
よ
る
そ
の
拒
否
な
ど
、
法
的
に
も
興
味
深
い
様
々
な
展
開

が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
内
容
そ
の
も
の
の
複
雑
さ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の
展
開
の
難
解
さ
に
至
る
ま
で
、
必

ず
し
も
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
イ
ラ
ン
の
核
問
題
を
め
ぐ
る
最
近
の
展
開
に
焦
点
を
当
て
、
複
雑
で
難
解
な
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
意
内
容
と
そ
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の
後
の
様
々
な
展
開
を
国
際
法
の
側
面
を
中
心
に
解
明
で
き
れ
ば
と
思
う
。
た
だ
し
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
提
訴
の
問
題
は
な
お
審

理
中
で
あ
る
の
で（

５
）、

本
稿
の
検
討
対
象
か
ら
は
外
す
こ
と
と
し
た
い
。
検
討
に
先
立
っ
て
、
前
提
的
な
問
題
と
し
て
、
イ
ラ
ン
に
よ
る

核
開
発
の
歴
史
と
関
連
す
る
核
不
拡
散
に
か
か
る
法
制
度
の
概
略
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章　

イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
歴
史
と
核
不
拡
散
体
制
強
化
の
動
き

第
一
節　

イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
歴
史

　

イ
ラ
ン
の
原
子
力
へ
の
関
心
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
存
在
し
た
。
そ
の
動
機
は
、
同
国
に
お
け
る
豊
富
な
石
油
資
源
の
埋
蔵
と
い

う
同
じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
事
情
も
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
国
に
は
自
国
の
石
油
資
源
が
欧
米
列
強
に

よ
る
搾
取
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
被
害
者
意
識
が
強
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会
社
に
よ
る
イ
ラ
ン
石

油
の
独
占
、
そ
の
後
の
同
石
油
会
社
の
イ
ラ
ン
に
よ
る
国
有
化
、
そ
し
て
背
後
で
ア
メ
リ
カ
が
関
与
す
る
形
で
行
わ
れ
た
一
九
五
三
年

の
モ
サ
デ
ク
首
相
失
脚
の
ク
ー
デ
タ
な
ど
の
歴
史
か
ら
決
別
し
て
、
真
に
独
立
し
た
強
国
と
な
る
た
め
に
は
原
子
力
技
術
の
開
発
が
重

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る（

６
）。ま

た
、将
来
、石
油
・
ガ
ス
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
の
た
め
の
保
険
と
し
て
の
原
子
力
や
、
さ
ら
に
は
地
域
的
な
安
全
保
障
な
ど
を
考
慮
し
て
、
核
兵
器
オ
プ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
も

原
子
力
を
考
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る（

７
）。

　

イ
ラ
ン
は
、
一
九
五
六
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
に
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
現
テ
ヘ
ラ
ン
原
子
力
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
設
立
し
、
翌
年
、
ア

メ
リ
カ
と
の
間
で
二
国
間
の
原
子
力
平
和
利
用
協
定
を
締
結
し
た
。
一
九
六
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
研
究
炉
と
燃
料
の
濃
縮
ウ
ラ

ン
の
提
供
を
受
け
た
。
イ
ラ
ン
は
、
自
ら
の
原
子
力
計
画
が
平
和
利
用
目
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
べ
く
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
が
署
名
に
開
放
さ
れ
た
そ
の
日
（
一
九
六
八
年
七
月
一
日
）
に
同
条
約
に
署
名
し
、
一
九
七
〇
年
二
月
に
批
准
し
て
、
そ
の
発
効

（
一
九
七
〇
年
三
月
五
日
）
と
同
時
に
原
当
事
国
と
な
っ
て
い
る（

８
）。

さ
ら
に
一
九
七
三
年
六
月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
三
条
に
従
い
、
国
際

イランの核問題と国際法389
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原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
の
間
の
包
括
的
保
障
措
置
協
定
に
署
名
し
た
（
一
九
七
四
年
五
月
に
発
効（

９
））。

　

一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
、
各
国
が
石
油
か
ら
原
子
力
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
を
移
行
さ
せ
る
方
向
と
な

り
、
イ
ラ
ン
も
本
格
的
に
原
子
力
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
の
企
業
と
契
約
を
結
び
、
一
九
七
六
年
に
ブ
シ
ェ
ー

ル
で
二
基
の
軽
水
炉
の
建
設
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
九
年
の
イ
ス
ラ
ム
革
命
後
の
欧
米
諸
国
と
の
関
係
悪
化
の
な
か
、
西
ド

イ
ツ
の
企
業
も
撤
退
し
、
ブ
シ
ェ
ー
ル
の
軽
水
炉
の
建
設
は
中
止
さ
れ
る
に
至
っ
た）

（1
（

。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
か
ら
八
八
年
ま
で
続
い

た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
原
子
炉
が
空
爆
さ
れ
る
な
ど
イ
ラ
ン
の
原
子
力
開
発
を
停
滞
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
イ

ラ
ン
に
核
兵
器
開
発
を
決
断
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ラ
ン
は
イ
ラ
ク
に
よ
る
軍
事
侵
攻
を
受
け
た
後
、
化
学
兵
器

使
用
の
犠
牲
と
も
な
っ
た
が
、
国
際
社
会
は
イ
ラ
ン
の
期
待
し
た
よ
う
に
は
イ
ラ
ク
に
対
し
て
厳
し
い
対
応
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
イ
ラ
ン
は
安
全
保
障
に
関
す
る
自
助
努
力
の
必
要
を
強
く
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る）

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
加

え
て
、
核
兵
器
の
保
有
が
公
然
の
秘
密
と
な
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
や
、
誇
り
高
い
イ
ラ
ン
人
の
持
つ
国
家
と
し
て
の
威
信
の

問
題
が
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

第
二
節　

保
障
措
置
の
強
化

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
世
界
の
国
を
核
兵
器
の
保
有
を
認
め
ら
れ
る
国
（
核
兵
器
国
）
と
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
国
（
非
核
兵
器
国
）
と
に
分

け
、
前
者
に
対
し
て
、
核
兵
器
を
い
か
な
る
者
に
も
移
譲
し
な
い
と
い
う
義
務
を
課
し
、
後
者
に
対
し
て
、
核
兵
器
を
い
か
な
る
者
か

ら
も
受
領
せ
ず
、
ま
た
核
兵
器
を
自
ら
製
造
し
な
い
と
い
う
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
る
。
非
核
兵
器
国
に
課
さ
れ
る
後
者
の
義
務
は
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
証
（「
保
障
措
置
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
当
事
国
と
非
当
事
国
を

含
め
、
非
核
兵
器
国
の
締
結
す
る
保
障
措
置
協
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
文
書
を
二
種
類
作
成
し
て
き
た
が）

（1
（

、
そ
の
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
当
事

国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
を
対
象
と
す
る
も
の
は
、Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
発
効
を
受
け
て
一
九
七
一
年
三
月
に
作
成
さ
れ
たIN

FCIRC/153
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文
書
で
あ
り
、
非
核
兵
器
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
間
に
締
結
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
包
括
的
保
障
措
置
協
定
の
内
容
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
が
一
九
七
三
年
に
署
名
し
た
協
定
も
、
こ
の
文
書
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

　

包
括
的
保
障
措
置
協
定
は
、
当
該
国
に
核
物
質
に
関
す
る
報
告
（
申
告
）
を
求
め
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
そ
の
正
確
さ
を
確
認
す
る
た
め
に

査
察
を
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
申
告
を
基
礎
と
し
た
検
証
の
不
十
分
さ
は
イ
ラ
ク
に
よ
る
核
開
発
の
発
覚
で
表
面
化
し
た
。
す

な
わ
ち
、
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
後
に
、
安
保
理
決
議
六
八
七
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
あ
る
種
の
強
制
査
察
の
結
果
と
し
て
、
か

つ
て
イ
ラ
ク
が
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
申
告
し
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
通
常
査
察
を
行
っ
て
い
た
施
設
の
近
傍
に
あ
る
未
申
告
の
施
設
に
お
い
て
核
開
発

を
行
っ
て
い
た
「
決
定
的
証
拠
」
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

こ
の
事
実
を
受
け
て
、Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
検
証
制
度
に
根
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、「
九
三
＋
二
計
画（Program

m
e 

93

＋2

）」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
は
二
部
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
第
一
部
は
、
現
行
の
包
括
的
保

障
措
置
協
定
に
基
づ
く
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
権
限
の
範
囲
内
で
実
施
可
能
な
措
置
、
第
二
部
は
そ
の
実
施
の
た
め
に
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
追
加
的
な

法
的
権
限
が
付
与
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
措
置
か
ら
な
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　

第
一
部
に
属
す
る
も
の
の
一
つ
が
、
設
計
情
報
の
早
期
提
出
で
あ
る
。
包
括
的
保
障
措
置
協
定
で
は
、「
新
た
な
施
設
」
の
設
計
情
報

の
提
出
期
限
は
協
定
の
補
助
取
極
に
規
定
さ
れ
、
モ
デ
ル
補
助
取
極
に
よ
れ
ば
、「
通
常
、
当
該
施
設
が
初
め
て
核
物
質
の
搬
入
を
受
け

る
予
定
の
日
の
一
八
〇
日
以
上
前
」
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
施
設
の
設
計
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
核
物

質
の
搬
入
予
定
日
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
か
、
搬
入
予
定
が
決
ま
れ
ば
提
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
抗
弁
を
許
す
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
、
イ
ラ
ク
に
よ
る
そ
う
し
た
主
張
を
可
能
に
し
た
と
さ
れ
る）

（1
（

。
そ
こ
で
そ
の
点
を
改
め
、
新
た
な
施
設
の
予

備
的
な
設
計
情
報
は
、「
建
設
ま
た
は
建
設
の
許
可
の
決
定
（
い
ず
れ
か
早
い
方
）
が
行
わ
れ
次
第
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
」
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
旨
の
補
助
取
極
の
改
正
が
順
次
な
さ
れ
た
（「
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
」
と
呼
ば
れ
る
）。

　

第
二
部
は
、
第
一
部
の
完
了
後
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
の
作
成
し
た
草
案
を
基
礎
に
起
草
委
員
会
を
中
心
に
審
議
が
な
さ
れ
、
一
九
九
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七
年
五
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
特
別
理
事
会
に
お
い
て
、
保
障
措
置
協
定
に
対
す
る
モ
デ
ル
追
加
議
定
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
追
加
議
定
書

に
お
い
て
は
、
包
括
的
保
障
措
置
協
定
で
は
求
め
ら
れ
な
い
範
囲
の
情
報
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
（
拡
大
申
告
）
と
共
に
、
査
察
の
範

囲
も
拡
大
さ
れ
た
（
拡
大
ア
ク
セ
ス）

（1
（

）。

　

拡
大
ア
ク
セ
ス
は
、
正
式
に
は
「
補
完
的
な
ア
ク
セ
ス
（com

plem
entary access

）」
と
呼
ば
れ
、
追
加
議
定
書
で
新
た
に
申
告

対
象
と
な
っ
た
場
所
を
中
心
に
、
未
申
告
の
核
物
質
・
原
子
力
活
動
の
不
存
在
の
確
認
、
申
告
内
容
の
正
確
性
・
完
全
性
に
関
す
る
疑

義
の
解
消
、
申
告
情
報
の
整
合
性
に
関
す
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。
な
か
で
も
モ
デ
ル
追
加
議
定
書
第
五
条
ｃ
の
規
定

す
る
補
完
的
ア
ク
セ
ス
で
は
、「
特
定
の
場
所
に
お
け
る
環
境
試
料
の
採
取
を
行
う
た
め
に
［
国
際
原
子
力
］
機
関
が
指
定
す
る
場
所
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
未
申
告
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
内
容
を
含
む
モ
デ
ル
追
加
議
定
書
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
当
事
国
に
追
加
議
定
書
を
締
結
す
る
義
務
が
あ
る
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い）

（1
（

。
実
際
、
累
次
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
採
択
さ
れ
た
最
終
文
書
に
お
い
て
も
、
そ

れ
を
前
提
と
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

第
三
節　

濃
縮
・
再
処
理
技
術
の
移
転
制
限

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
も
う
一
つ
の
弱
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
が
、
機
微
技
術
（
濃
縮
・
再
処
理
）
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
核
物
質
の

利
用
に
は
、
原
子
力
発
電
に
お
け
る
よ
う
な
平
和
利
用
が
あ
る
一
方
で
、
核
兵
器
開
発
に
お
け
る
よ
う
な
軍
事
利
用
も
あ
る
が
、
そ
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
技
術
（
濃
縮
・
再
処
理
）
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
が
軍
事
的
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
そ
れ
ら
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
の
イ
ラ
ン
の
反
体
制
組
織
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
未
申
告
核
関
連
活
動
の
告
発
の
後
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｔ
に
か
か
る
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
事
務
局
長
が
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
に
寄
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稿
し
た
記
事
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
危
機
感
を
も
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
下
で
は
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
も
使
用

済
核
燃
料
の
再
処
理
（
＝
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
抽
出
）
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
行
の
制
度
の
下
で
は
、
非
核
兵
器
国
が
濃
縮
や

再
処
理
の
技
術
を
保
持
す
る
こ
と
も
、
兵
器
級
の
核
物
質
を
保
有
す
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
違
法
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
種
類
の

核
兵
器
製
造
技
術
は
公
開
の
文
書
に
お
い
て
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
完
全
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
濃
縮
か
ら

再
処
理
ま
で
）
能
力
を
有
す
る
国
で
あ
れ
ば
、
数
か
月
以
内
に
核
兵
器
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
五
～
四

〇
の
国
が
核
兵
器
取
得
の
知
識
を
有
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
懸
念
か
ら
同
事
務
局
長
は
、
民
生
用
の
原
子

力
計
画
に
お
け
る
兵
器
に
利
用
可
能
な
核
物
質
（
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
）
の
加
工
お
よ
び
濃
縮
や
再
処
理
を
通
じ
た
新
た

な
核
物
質
の
生
産
を
制
限
し
、
濃
縮
・
再
処
理
の
活
動
を
多
数
国
間
の
管
理
の
下
に
あ
る
施
設
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
に
合
意
す
べ
き

こ
と
を
含
む
、
一
連
の
提
案
を
行
っ
た）

（1
（

（
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
構
想
）。

　

そ
れ
か
ら
や
や
遅
れ
て
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
、
同
様
な
懸
念
か
ら
、
原
子
力
供
給
国
グ

ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）（
後
述
）
の
参
加
四
〇
か
国
は
「
本
格
的
な
規
模
の
稼
働
し
て
い
る
既
存
の
濃
縮
・
再
処
理
工
場
を
持
た
な
い
国
に

対
し
て
濃
縮
・
再
処
理
の
設
備
・
技
術
の
売
却
を
拒
否
す
べ
き
こ
と
」
を
提
案
し
て
い
る）

（1
（

（
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
）。
こ
う
し
て
、
核
拡
散
を

め
ぐ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
関
連
の
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
濃
縮
・
再
処
理
技
術
の
拡
散
防
止
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
核
関
連
資
機
材
の
協
調
的
な
輸
出
管
理
を
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ｇ

の
枠
内
で
主
要
な
取
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｇ
は
、
一
九
七
四
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
非
当
事
国
で
あ
る
イ
ン
ド
に
よ
る
「
平
和

的
核
爆
発
」
を
受
け
て
、
翌
七
五
年
四
月
に
平
和
利
用
に
よ
る
原
子
力
資
機
材
の
移
転
が
核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
に
転
用
さ
れ

る
の
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、原
子
力
資
機
材
の
移
転
の
た
め
の
条
件
を
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、

参
加
国
が
そ
の
国
内
法
等
を
通
じ
て
輸
出
管
理
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）

11
（

。

　

Ｎ
Ｓ
Ｇ
で
は
二
〇
〇
四
年
二
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
を
受
け
て
、
同
年
五
月
の
総
会
で
本
件
の
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
特
定
の
原
子
力
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技
術
の
提
供
を
一
律
に
拒
否
す
る
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
四
条
（
原
子
力
の
平
和
利
用
の
権
利
を
規
定
）
と
両
立
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問

も
提
起
さ
れ
、
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た）

1（
（

。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
容
易
に
は
解
決
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
方
針
転
換
な

ど
を
受
け
て
二
〇
一
一
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
機
微
な
施
設
・
設
備
・
技
術
・
物
質
の
輸
出
に
関
す
る
条
項
の
改

正
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
当
事
国
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
完
全
に
遵
守
し
て
い
る
こ
と
、
②
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会

が
審
議
中
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
に
よ
る
報
告
書
に
お
い
て
、
保
障
措
置
協
定
の
違
反
を
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、

そ
れ
ら
六
つ
の
条
件
の
す
べ
て

4

4

4

を
満
た
さ
な
い
限
り
、
機
微
な
施
設
・
設
備
・
技
術
・
物
質
の
移
転
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
た

ほ
か
、
受
領
国
が
包
括
的
保
障
措
置
協
定
を
発
効
さ
せ
て
お
り
、
か
つ
、
追
加
議
定
書
を
発
効
さ
せ
て
い
る
（
ま
た
は
そ
れ
ま
で
の
間

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
協
力
し
て
適
切
な
保
障
措
置
協
定
を
実
施
し
て
い
る
）
場
合
に
の
み
、
そ
れ
ら
の
移
転
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ

た
）
11
（

。

　

こ
う
し
て
、
保
障
措
置
の
強
化
（
追
加
議
定
書
）
と
機
微
技
術
の
移
転
制
限
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
）
の
両
側
面
に
お
い

て
、
核
不
拡
散
の
取
組
み
が
一
般
的
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
般
的
な
取
組
み
で
あ
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
よ

う
な
特
定
の
懸
念
国
と
の
関
係
で
は
、
別
途
の
テ
イ
ラ
ー
・
メ
イ
ド
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
っ
た）

11
（

。

第
二
章　

テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
と
パ
リ
合
意
か
ら
濃
縮
関
連
活
動
の
再
開
へ

第
一
節　

テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
と
パ
リ
合
意

　

前
述
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
疑
惑
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
イ
ラ
ン
の
反
体
制
組
織
が
イ
ラ
ン
に
お
け
る
二
つ
の
秘
密
核
施

設
（
ナ
タ
ン
ズ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
、
ア
ラ
ク
の
重
水
生
産
工
場
）
の
建
設
に
つ
い
て
告
発
し
た
の
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た）

11
（

。
同
年

九
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
総
会
の
折
に
、
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
事
務
局
長
が
イ
ラ
ン
の
副
大
統
領
に
対
し
て
、
八
月
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
真
偽
を
尋

ね
た
の
に
対
し
て
、
副
大
統
領
は
若
干
の
関
連
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に
、
事
務
局
長
に
よ
る
イ
ラ
ン
訪
問
に
同
意
し
た）

11
（

。
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二
〇
〇
三
年
二
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
に
よ
る
イ
ラ
ン
訪
問
に
際
し
て
、
イ
ラ
ン
は
、
ナ
タ
ン
ズ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
に
つ
い
て

初
め
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
申
告
す
る
と
共
に
、
ア
ラ
ク
に
お
け
る
重
水
生
産
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
も
確
認
し
た）

11
（

。
こ
う
し
て
、
関
連
施
設

に
対
し
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
認
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
は
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
議
長
声
明
を
発
し
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
保
障
措
置
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
直
ち
に

是
正
す
る
よ
う
要
請
す
る
と
共
に
、
濃
縮
プ
ラ
ン
ト
に
核
物
質
を
入
れ
な
い
よ
う
奨
励
し
た）

11
（

。
し
か
し
、
八
月
の
事
務
局
長
報
告
書
に

お
い
て
、
議
長
声
明
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後
イ
ラ
ン
が
濃
縮
プ
ラ
ン
ト
に
核
物
質
を
注
入
し
た
こ
と
、（
イ
ラ
ン
は
濃
縮
活
動
を
一
切

行
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
き
た
に
も
拘
ら
ず
）
ナ
タ
ン
ズ
の
濃
縮
プ
ラ
ン
ト
で
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
が
検
出
さ
れ
た
（
核
物
質
注
入
前
の

環
境
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
結
果
）
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
は
、
九
月
一
二
日
、
次
の
よ
う
な
内
容
を

含
む
本
件
に
関
す
る
最
初
の
決
議
を
採
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、
理
事
会
は
イ
ラ
ン
に
対
し
て
、
①
す
べ
て
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
関
連
活
動
の

停
止
を
要
請
し
、
②
す
べ
て
の
（
報
告
の
）
履
行
不
備
（failures

）
を
是
正
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
完
全
に
協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
か
つ

緊
急
で
あ
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
共
に
、
③
即
時
無
条
件
に
追
加
議
定
書
に
署
名
・
批
准
し
、
そ
れ
を
完
全
に
実
施
し
、
今
後
は
追
加

議
定
書
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ
う
要
請
し
た）

11
（

。

　

こ
の
よ
う
な
理
事
会
の
行
動
に
対
し
て
イ
ラ
ン
は
理
事
会
の
決
議
採
択
の
場
か
ら
退
席
し
た
が
、
英
仏
独
三
国
（「
Ｅ
３
」
と
呼
ば
れ

る
）
の
外
相
が
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
た
結
果
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
一
日
に
、
上
記
決
議
の
内
容
を
実
質
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
な
内

容
の
「
テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
（T

ehran A
greed Statem

ent
）
11
（

）」
が
発
せ
ら
れ
た）

11
（

。
同
声
明
に
お
い
て
イ
ラ
ン
政
府
は
、
①
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

と
の
完
全
な
協
力
を
決
定
し
た
こ
と
、
②
追
加
議
定
書
に
署
名
し
批
准
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
、
批
准
ま
で
の
間
追

加
議
定
書
に
従
っ
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
協
力
を
継
続
す
る
こ
と
、
③
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
定
め
る
す
べ
て
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
活
動
と
再
処
理
活
動

（all uranium
 enrichm

ent and reprocessing activities as defined by the IA
EA

）」
の
自
発
的
停
止
を
決
定
し
た
こ
と
、
を

三
国
外
相
に
通
報
し
た
と
し
て
い
る
。
実
際
イ
ラ
ン
は
、
同
年
一
二
月
一
八
日
、
追
加
議
定
書
に
署
名
し
、
発
効
ま
で
の
間
追
加
議
定
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書
の
規
定
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

し
か
し
、
リ
ビ
ア
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
放
棄
の
動
き
に
関
連
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ン
博
士
を
中
心
と
す
る
「
核
の
闇
市
場
」

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
イ
ラ
ン
に
も
遠
心
分
離
機
が
提
供
さ
れ
て
い
た
旨
の
証
言
が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
は
、
そ
の
点

が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た）

1（
（

。
ま
た
、
テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
の
解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
（「
濃
縮
活
動
」
に
遠
心
分
離
機
の
組
立
て

や
部
品
生
産
、
ウ
ラ
ン
転
換
活
動
を
含
む
か
）
を
背
景
に
、
イ
ラ
ン
は
二
〇
〇
四
年
六
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
決
議）

11
（

に
反
発
す
る
な
ど

し
て
、
上
記
の
解
釈
が
争
わ
れ
て
い
た
諸
活
動
を
再
開
な
い
し
継
続
し
た）

11
（

。

　

そ
こ
で
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ）

11
（

は
再
度
イ
ラ
ン
と
交
渉
し
、
同
年
一
一
月
一
五
日
、
ソ
ラ
ナ
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
の
協
力
も

得
て
、
新
た
な
合
意
と
し
て
の
「
パ
リ
合
意）

11
（

（Paris A
greem

ent

）」
を
結
ん
だ
。
こ
の
パ
リ
合
意
に
お
い
て
イ
ラ
ン
は
、
①
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
と
の
間
の
完
全
な
協
力
と
透
明
性
を
約
束
し
、
②
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
お
よ
び
再
処
理
活
動
（all enrichm

ent related and 

reprocessing activities

）
の
自
発
的
な
停
止
（
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
が
自
発
的
な
信
頼
醸
成
措
置
で
あ
り
法
的
義
務
で
は
な
い
こ
と
を
承
認
）

の
継
続
を
決
定
し
、
③
各
種
協
力
を
含
む
長
期
的
な
取
決
め）

11
（

の
交
渉
期
間
中
そ
の
停
止
を
維
持
す
る
、
と
し
た
。
②
は
同
年
九
月
の
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
決
議
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、「
濃
縮
関
連
活
動
」
に
つ
い
て
は
上
記
の
争
わ
れ
て
い
た
諸
活
動
を
列
挙
し
て）

11
（

、
そ
れ

ら
が
停
止
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
パ
リ
合
意
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
②
が
法
的
義
務
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
②
が
法
的
義
務
で
な
い
こ
と
を
特
に
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
そ

れ
以
外
に
つ
い
て
は
異
な
る
法
的
性
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
等
か
ら
し
て
、
法
的
義
務
を
創

設
す
る
条
約
で
あ
る
と
は
考
え
が
た
く）

11
（

、
②
は
単
な
る
確
認
な
い
し
強
調
で
あ
ろ
う
。

第
二
節　

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
の
登
場
と
濃
縮
関
連
活
動
の
再
開

　

Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
五
日
に
、
パ
リ
合
意
の
③
に
い
う
長
期
的
な
取
決
め
に
関
す
る
包
括
的
提
案
（「
長
期
的
な
合
意
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の
た
め
の
枠
組
み
」）
を
提
出
し
た
が）

11
（

、
同
じ
八
月
に
就
任
し
た
イ
ラ
ン
の
急
進
派
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
新
大
統
領
は
、
直
ち
に
拒
否

回
答
を
行
う
と
共
に
、
八
月
八
日
、
パ
リ
合
意
に
基
づ
い
て
停
止
し
て
い
た
ウ
ラ
ン
転
換
活
動
を
再
開
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
動

き
の
背
景
に
は
、
自
発
的
に
濃
縮
活
動
を
停
止
し
て
二
年
近
く
が
経
過
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
渉
が
進
ま
ず
、
何
も
見
返
り
が
得

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た）

11
（

。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
八
月
一
一
日
に
特
別
理
事
会
を
開
き
、
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
を
再
度
完
全

停
止
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
が
、
こ
れ
に
イ
ラ
ン
が
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
九
月
二
四
日
の
理
事
会
に
お
い
て
決
議
を
採

択
し
、「GO

V
/2003/75

に
詳
述
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
保
障
措
置
協
定
を
遵
守
す
る
義
務
の
イ
ラ
ン
に
よ
る
多
数
の
履
行
不
備
お
よ
び
違
反

（failures and breaches
）
1（
（

）
が
［
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
］
憲
章
第
一
二
条
Ｃ
の
文
脈
に
お
け
る
違
反
（non com

pliance

）
を
構
成
す
る
」
こ
と

を
認
定
し
た）

11
（

。
も
っ
と
も
こ
の
時
は
、
中
露
両
国
が
反
対
し
た
た
め
、「［
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
憲
章
］
第
一
二
条
Ｃ
の
下
で
必
要
と
さ
れ
る
安
保

理
へ
の
報
告
お
よ
び
第
三
条
Ｂ
４
の
下
で
必
要
と
さ
れ
る
通
告
の
時
期
と
内
容
は
い
ず
れ
検
討
す
る
」
と
し
て
、
即
時
の
安
保
理
へ
の

報
告
・
通
告
（
以
下
、「
安
保
理
へ
の
付
託
」
と
総
称
す
る
）
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
に
な
っ
て
、

イ
ラ
ン
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
員
立
会
い
の
下
に
封
印
を
撤
去
し
、
ナ
タ
ン
ズ
に
お
け
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
関
連
の
「
研
究
開
発
」
活
動
を
再
開

し
た
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
は
二
月
四
日
、
特
別
理
事
会
に
お
い
て
決
議
を
採
択
し
、
安
保
理
へ
の
報
告
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た）

11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
は
、
翌
日
、
今
後
は
包
括
的
保
障
措
置
協
定
の
み
を
履
行
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
自
発
的
か
つ
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
行
っ
て
き
た
す
べ
て
の
措
置
を
停
止
す
る
こ
と
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
通
報
し）

11
（

、
二
月
一
三
日
に
は
約
二
年
ぶ
り
に

ウ
ラ
ン
濃
縮
を
再
開
し
た
こ
と
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
う
し
て
、
問
題
は
基
本
的
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
安
保
理
に

移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
降
は
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
に
米
中
露
の
安
保
理
三
常
任
理
事
国
を
加
え
た
六
か
国
（
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
ま

た
は
Ｐ
５
＋
１
）
が
中
心
と
な
っ
て
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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第
三
章　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
制
裁）

11
（

第
一
節　

規
範
的
措
置

　

イ
ラ
ン
の
核
問
題
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
安
保
理
に
報
告
さ
れ
た
が
、
早
く
も
同
年
三
月
二
九
日
に
は
安
保
理
議

長
声
明
が
発
出
さ
れ
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
未
申
告
の
核
物
質
・
原
子
力
活
動
の
不
存
在
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
事
務
局
長
の
報
告
に
重
大
な
懸
念
を
示
す
と
共
に
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
と
再
処
理
活
動
を
完
全
か
つ
継

続
的
に
停
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た）

11
（

。
し
か
し
、
議
長
声
明
に
は
一
般
に
法
的
拘
束
力
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
遵
守
し
な
い

場
合
の
対
応
も
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ン
は
こ
の
議
長
声
明
を
無
視
し
、
四
月
一
一
日
に
は
三
．
五
％
の
濃
縮
に
成
功
し
た
と

発
表
し
た
。
そ
こ
で
五
月
に
な
っ
て
英
仏
両
国
は
、
国
連
憲
章
第
七
章
に
基
づ
く
制
裁
決
議
案
を
提
示
し
た
が
、
中
露
両
国
が
反
対
し

た
た
め
、
六
月
六
日
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
（
英
仏
独
／
Ｅ
Ｕ
＋
米
中
露
）
は
、
イ
ラ
ン
に
濃
縮
活
動
を
停
止
さ
せ
る
た
め
に
新
た
な
包

括
的
長
期
取
決
め
の
提
案
を
行
っ
た）

11
（

。
こ
の
提
案
は
、
前
述
の
二
〇
〇
五
年
八
月
の
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
提
案
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
よ
り
イ

ラ
ン
に
配
慮
し
た
内
容
を
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
が
八
月
二
二
日
に
回
答
す
る
と
応
じ
る
な
ど
時
間
稼
ぎ
を
し

て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
も
制
裁
決
議
に
向
け
て
の
安
保
理
の
協
議
再
開
に
合
意
し
た）

11
（

。
七
月
一
五
日
の
北
朝
鮮

ミ
サ
イ
ル
発
射
非
難
決
議
の
全
会
一
致
の
採
択
の
勢
い
も
あ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
七
月
三
一
日
、
安
保
理
は
、
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
関

す
る
初
め
て
の
決
議
と
な
る
決
議
一
六
九
六）

1（
（

（
英
仏
独
共
同
提
案
）
を
一
四
対
一
（
カ
タ
ー
ル）

11
（

）
で
採
択
し
た
。

　

こ
の
決
議
は
、
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
「
研
究
お
よ
び
開
発
を
含
む
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
お
よ
び
再
処

理
活
動
を
停
止
し
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
認
を
受
け
る
」
よ
う
「
要
求
（D

em
ands

）」
し
た
（
第
二
項
）。
こ
れ
は
、
憲
章
第
七
章
の

下
の
「
要
求
（dem

and

）」
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
安
保
理
決
議
の
定
型
で
あ
る
憲
章
第
七
章
の
下
の
「
決
定
（decide

）」
で

は
な
い
。
し
か
し
、
決
議
の
前
文
は
、「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
要
求
す
る
停
止
を
義
務
的
な
（m

andatory

）
も
の
と
す
る
た
め
、
国
際
連
合
憲

章
第
七
章
第
四
〇
条
の
下
で
行
動
し
て
」
と
述
べ
、
こ
れ
が
義
務
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
イ
ラ
ン
は
、
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濃
縮
関
連
活
動
と
再
処
理
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
法
的
拘
束
力
の
あ
る
安
保
理
決
議
は
、
憲
章
第
一

〇
三
条
を
通
じ
て
、
他
の
国
際
協
定
上
の
権
利
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
四
条
を
含
む
）
に
優
先
す
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り）

11
（

、

そ
の
結
果
イ
ラ
ン
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
認
め
ら
れ
た
平
和
利
用
の
権
利
を
部
分
的
に
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
イ
ラ
ン

に
一
定
の
不
作
為
を
義
務
づ
け
る
規
範
的
な
措
置
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
決
議
一
七
三
七
に
お
い
て
、
濃
縮
関
連
活
動
・
再
処
理

活
動
に
加
え
て
重
水
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
む
形
で
拡
大
さ
れ
（
第
二
項
）、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
六
月
の
決
議
一
九
二
九
に
お
い

て
、
核
兵
器
を
運
搬
可
能
な
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
の
活
動
を
含
む
形
で
（
第
九
項
）
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

経
済
制
裁
措
置

⑴　

決
議
一
六
九
六

　

安
保
理
決
議
一
六
九
六
は
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
規
範
的
な
義
務
づ
け
を
行
う
と
同
時
に
、
同
国
に
対
し
て
あ
る
種
の
経
済
制
裁
を
実

施
し
て
い
る）

11
（

。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
の
濃
縮
関
連
活
動
、
再
処
理
活
動
お
よ
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
寄
与

す
る
可
能
性
の
あ
る
品
目
等
の
移
転
を
監
視
し
、
防
止
す
る
よ
う
「
要
請
（Calls upon

）」
し
た
（
第
五
項
）。

　

こ
れ
が
経
済
制
裁
措
置
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
決
議
一
六
九
六
は
前
文
末
尾
に
お
い
て
国
連

憲
章
「
第
四
〇
条
［
暫
定
措
置
の
規
定
］
の
下
で
行
動
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
そ
の
第
八
項
で
憲
章
第
四
一
条
（
経
済
制
裁
な
ど

の
非
軍
事
的
措
置
の
規
定
）
に
基
づ
く
措
置
を
将
来
の
こ
と
と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
同
決
議
に
よ
れ
ば
、
同
決
議
に
お

い
て
経
済
制
裁
措
置
は
取
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
一
定
の
品
目
の
移
転

を
防
止
す
る
よ
う
「
要
請
」
す
る
こ
と
も
、
あ
る
種
の
経
済
制
裁
措
置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
安
保
理
は
、
同
様
の
内
容
の
措
置
で
あ
っ

て
も
法
的
拘
束
力
の
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と
を
区
別
し
、
前
者
の
み
を
憲
章
第
四
一
条
に
基
づ
く
措
置
（
経
済
制
裁
）
と
し
て
扱
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
法
的
拘
束
力
の
有
無
は
当
該
措
置
の
対
象
国
以
外
の
国
連
加
盟
国
に
と
っ
て
の
み
意
味
が
あ
る
こ
と
を
想
起
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す
れ
ば
、
そ
う
し
た
区
別
に
は
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
後
述
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て
も
、
決
議
一
六
九
六
は
そ
れ
以

降
の
制
裁
決
議
と
並
べ
て
「
制
裁
」
の
タ
イ
ト
ル
の
下
で
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

11
（

。
さ
ら
に
い
え
ば
、
憲
章
第
四
一
条
の

非
軍
事
的
措
置
を
一
般
に
経
済
制
裁
と
別
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
上
記
の
規
範
的
措
置
さ
え
経
済
制
裁
の
一
種
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
上
記
の
措
置
は
、
イ
ラ
ン
の
濃
縮
関
連
活
動
、
再
処
理
活
動
お
よ
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
「
寄
与
す
る
可
能
性
の

あ
る
」
品
目
等
の
移
転
を
防
止
す
る
よ
う
「
要
請
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
品
目
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
寄
与
す
る
可
能
性
の

あ
る
（could contribute
）」
と
い
う
一
般
的
な
表
現
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ど
れ
だ
け
の
実
効
性
（
こ
こ
で
は
実
際
に
移
転
防

止
の
措
置
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
）
が
あ
る
か
、
疑
問
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
措
置
が
「
要
請
」
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
般
に
法
的
拘
束
力
の
な
い
定
式
の
下
で
は
、
さ
ら
に
実
効
性
は
期
待
し
が
た
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
規
定
が
お
よ
そ
無
意
味
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を

と
る
意
欲
の
あ
る
国
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
重
要
な
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
国
に
と
っ
て
は
、
こ
の
規
定
が
あ
る
こ
と
で
、
た
と
え

そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
と
の
間
の
既
存
の
協
定
に
形
式
的
に
は
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、そ
の「
違

法
性
」
は
、
こ
の
規
定
の
存
在
に
よ
っ
て
阻
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
（
も
ち
ろ
ん
当
該
品
目
が
イ
ラ
ン
の
濃
縮
関
連
活
動
等

に
「
寄
与
す
る
可
能
性
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
そ
の
法
的
意
味
は
大
き
い
。
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が
、
国
連
の
経
済
制
裁
決
議
一
般

に
通
底
す
る
最
も
重
要
な
機
能
で
あ
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、法
的
拘
束
力
の
な
い
制
裁
措
置
と
比
べ
て
法
的
拘
束
力
の
あ
る
制
裁
措
置
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
決
議
一
六
九
六
の
第
八
項
は
、
イ
ラ
ン
に
一
か
月
の
猶
予
を
与
え
て
、
二
〇
〇
六
年
八
月
三
一
日
ま
で
に
同
決
議
を

遵
守
し
な
い
場
合
に
は
、
国
連
憲
章
第
四
一
条
に
基
づ
く
適
切
な
措
置
（
非
軍
事
的
措
置
）
を
と
る
（
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
な
る
決
定

（decisions

）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
）
意
図
を
表
明
し
て
い
た
。
イ
ラ
ン
は
同
決
議
を
遵
守
し
な
か
っ
た
が
、
安
保
理
が
直
ち
に

岡　法（70―３・４） 400

一
一
六



そ
う
し
た
経
済
制
裁
に
移
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
格
的
な
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
へ
の
作
業
は
、
一
〇
月
一
四
日
の
対
北
朝
鮮
制
裁
決

議
（
決
議
一
七
一
八
）
後
に
本
格
化
し
た
よ
う
に
思
え
る）

11
（

。

⑵　

決
議
一
七
三
七

　

イ
ラ
ン
に
対
し
て
拘
束
力
あ
る
制
裁
を
課
す
決
議
一
七
三
七）

11
（

（
英
仏
独
共
同
提
案
）
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
三
日
に
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
は
、「
国
際
連
合
憲
章
第
七
章
第
四
一
条
の
下
で
行
動
し
て
」、
①
イ
ラ
ン
が
、
研
究
お
よ
び
開
発
を
含
む
す

べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
お
よ
び
再
処
理
活
動
な
ら
び
に
す
べ
て
の
重
水
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
重
水
研
究
炉
の
建
設
を
含
む
）
の
作
業

を
停
止
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
認
を
受
け
る
こ
と
を
「
決
定
（D

ecides

）」
し
（
第
二
項
）、
②
す
べ
て
の
国
が
、
イ
ラ
ン
の
濃
縮

関
連
活
動
、
再
処
理
活
動
、
重
水
関
連
活
動
、
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
に
寄
与
し
う
る
品
目
等
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
を
「
決
定
」
し
た
（
第
三
項
、
第
四
項
）。

　

②
の
品
目
等
に
つ
い
て
は
、
北
朝
鮮
に
制
裁
を
課
す
決
議
一
七
一
八
が
使
用
し
た
安
保
理
文
書
の
リ
ス
ト
（
各
種
輸
出
管
理
レ
ジ
ー

ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
リ
ス
ト
）
を
利
用
し
て
い
る）

11
（

。
す
な
わ
ち
、
濃
縮
関
連
活
動
、
再
処
理
活
動
お
よ
び
重
水
関
連
活
動
に
つ
い
て

は
、
核
関
連
の
輸
出
管
理
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
Ｎ
Ｓ
Ｇ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
パ
ー
ト
１
の
品
目
（
原
子
力
専
用
品
）
の

ほ
と
ん
ど
が
移
転
防
止
措
置
の
対
象
と
さ
れ
た
（
第
三
項
⒜
⒝
）。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
の
主
張
を
反
映
し
て
、
軽
水
炉
用
の
機
材
と
軽
水

炉
用
燃
料
要
素
に
組
み
込
ま
れ
た
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
は
例
外
と
さ
れ
（
第
三
項
⒝
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
ブ
シ
ェ
ー

ル
軽
水
炉
の
完
成
と
同
炉
へ
の
燃
料
供
給
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る）

11
（

。
他
方
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
パ
ー
ト
２
の
品
目
（
原

子
力
汎
用
品
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
が
濃
縮
関
連
活
動
、
再
処
理
活
動
、
重
水
関
連
活
動
に
「
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
（w

ould 

contribute

）
と
決
定
す
る
場
合
に
」
イ
ラ
ン
へ
の
移
転
を
防
止
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
に
留
ま
っ
た
（
第
四
項

⒜
。
前
述
の
決
議
一
六
九
六
第
五
項
の
場
合
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
こ
の
措
置
の
実
効
性
（
こ
こ
で
は
実
際
に
移
転
防
止
の
措
置
が
実
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施
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
）
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

運
搬
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
技
術
管
理
レ
ジ
ー
ム
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
リ
ス
ト
に
定
め
る
ほ
ぼ
す
べ

て
の
品
目
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
の
品
目
19
Ａ
３
を
除
く
）
が
対
象
と
さ
れ
た
（
第
三
項
⒞
）。
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
の
リ
ス
ト
の
中
で
唯
一
除
外
さ
れ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
の
品
目
19
Ａ
３
と
は
、
ⅰ
自
動
操
縦
航
法
能
力
ま
た
は
直
接
視
認
不
能
距
離
か
ら
の
人
の
操
作
に
よ
る
管
制
飛
行
能

力
を
有
し
、
か
つ
、
ⅱ
二
〇
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
容
量
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
（
噴
霧
）
噴
射
シ
ス
テ
ム
／
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
で
い
る

か
組
み
込
む
よ
う
に
設
計
な
い
し
改
良
さ
れ
た
完
成
無
人
航
空
機
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
生
物
兵
器
の
散
布
を
念
頭

に
置
い
た
規
定
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ）

11
（

、
決
議
一
七
三
七
で
は
イ
ラ
ン
の
核
兵
器

4

4

4

運
搬
手
段
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
寄
与
し
う
る
品
目
等

の
イ
ラ
ン
へ
の
移
転
防
止
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
第
三
項
柱
書
き
）、
直
接
関
係
し
な
い
と
し
て
除
外
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

③
イ
ラ
ン
か
ら
の
「
調
達
」
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
パ
ー
ト
１
と
パ
ー
ト
２
の
双
方
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
す
べ

て
の
品
目
お
よ
び
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
品
目
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
が「
決
定
」さ
れ
て
い
る（
第

七
項
）。

　

④
個
人
の
出
入
国
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
（
上
記
①
で
停
止
を
決
定
し
た
活

動
）・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
の
従
事
者
や
支
援
者
の
入
国･

通
過
を
「
監
視
」
す
る
よ
う
「
要
請
（Calls upon

）」
す
る
と
共

に
、
そ
の
よ
う
な
従
事
者
・
支
援
者
と
し
て
決
議
の
附
属
書
に
掲
げ
ら
れ
る
個
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
国･

通
過
を
一
七
三
七
委
員

会
（
対
イ
ラ
ン
制
裁
の
履
行
監
視
に
当
た
る
安
保
理
の
補
助
機
関
と
し
て
決
議
一
七
三
七
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会）

1（
（

）
に
通
報
す

る
こ
と
を
「
決
定
」
し
た
（
第
一
〇
項
）。

　

⑤
資
産
凍
結
に
関
し
て
も
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
の
従
事
者
や
支
援
者
と
し
て
決
議
の

附
属
書
に
掲
げ
ら
れ
る
団
体
と
個
人
の
所
有･

管
理
す
る
資
金
・
金
融
資
産
・
経
済
資
源
（
以
下
、
ま
と
め
て
「
資
産
」
と
い
う
）
を
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凍
結
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
し
た
（
第
一
二
項
）。

⑶　

決
議
一
七
四
七

　

イ
ラ
ン
は
、
決
議
一
七
三
七
の
採
択
後
も
濃
縮
活
動
を
続
け
た
た
め
、
安
保
理
は
二
〇
〇
七
年
三
月
二
四
日
に
決
議
一
七
四
七）

11
（

（
英

仏
独
共
同
提
案
）
を
全
会
一
致
で
採
択
し
て
制
裁
の
範
囲
を
拡
大
し
、
①
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
戦
車
等
の
大
型
通
常
兵
器
（
国
連

通
常
兵
器
登
録
制
度
の
対
象
と
同
じ
品
目）

11
（

）
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
を
「
監
視
し
抑
制
」
す
る
よ
う
「
要
請
」
す
る
（
第
六
項
）
と

共
に
、
②
す
べ
て
の
国
が
「
あ
ら
ゆ
る
武
器
」
お
よ
び
関
連
物
資
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
「
調
達
」
を
禁
止
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
し
た
（
第

五
項
）。
ま
た
、
③
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
の
従
事
者
や
支
援
者
の

入
国
・
通
過
を
「
監
視
し
抑
制
」
す
る
よ
う
「
要
請
」
す
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
従
事
者
・
支
援
者
と
し
て
決
議
一
七
三
七
の
附
属

書
と
本
決
議
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
ら
れ
る
個
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
国･

通
過
を
一
七
三
七
委
員
会
に
通
報
す
る
こ
と
を
「
決
定
」し

た
（
第
二
項
）。
さ
ら
に
、
④
資
産
凍
結
の
対
象
と
な
る
団
体
・
個
人
を
拡
大
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
す
る
（
第
四
項
）
と
共
に
、
す
べ

て
の
国
お
よ
び
国
際
金
融
機
関
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
へ
の
新
規
の
財
政
支
援
等
の
約
束
を
行
わ
な
い
よ
う
「
要
請
」
し
た
（
第
七
項
）。

⑷　

決
議
一
八
〇
三

　

そ
の
後
も
イ
ラ
ン
は
安
保
理
決
議
に
従
わ
ず
に
濃
縮
活
動
を
続
け
た
の
に
対
し
て
、
安
保
理
は
二
〇
〇
八
年
三
月
三
日
に
決
議
一
八

〇
三）

11
（

（
英
仏
独
共
同
提
案
）
を
一
四
対
ゼ
ロ
棄
権
一
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア）

11
（

）
で
採
択
し
て
、
①
す
べ
て
の
国
が
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

パ
ー
ト
２
の
す
べ
て
の
品
目
（
原
子
力
汎
用
品
。
た
だ
し
、
軽
水
炉
関
連
の
例
外
あ
り
）
お
よ
び
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
例
外
と

さ
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
の
品
目
19
Ａ
３
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
「
決
定
」
し

た
（
第
八
項
）。
ま
た
、
②
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
自
国
の
法
的
権
限
お
よ
び
国
内
法
令
に
従
い
か
つ
国
際
法
に
適
合
す
る
範
囲
内
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で
、
イ
ラ
ン
に
出
入
国
す
る
「
イ
ラ
ン
航
空
貨
物
」
お
よ
び
「
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
シ
ッ
ピ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
」
が
所
有
し
ま
た

は
運
航
す
る
航
空
機
お
よ
び
船
舶
が
禁
輸
品
目
（
決
議
一
七
三
七
お
よ
び
一
七
四
七
に
よ
る
）
を
輸
送
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
貨
物
を
空
港
・
海
港
に
お
い
て
「
検
査
」
す
る
こ
と
を
「
要
請
」
し
た
（
第
一
一
項
）。
さ
ら
に
、
③
す
べ
て
の
国
が
イ
ラ
ン

の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
の
従
事
者
・
支
援
者
と
し
て
附
属
書
Ⅱ
に
掲
げ
ら
れ
る
個
人
に
つ
い
て
、
そ

の
入
国
・
通
過
を
「
防
止
」
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
「
決
定
」
し
（
第
五
項
）、
④
資
産
凍
結
の
対
象
と
な
る
団
体
・

個
人
を
拡
大
す
る
こ
と
も
「
決
定
」
し
た
（
第
七
項
）。

⑸　

決
議
一
九
二
九

　

イ
ラ
ン
は
そ
の
後
も
濃
縮
活
動
を
続
け
、二
〇
一
〇
年
二
月
一
一
日
ま
で
に
二
〇
％
ま
で
の
濃
縮
に
成
功
し
た
旨
を
明
ら
か
に
し
た）

11
（

。

安
保
理
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
九
日
に
決
議
一
九
二
九）

11
（

（
米
英
仏
独
共
同
提
案
）
を
一
二
対
二
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ）

11
（

）
棄
権
一
（
レ

バ
ノ
ン
）
で
採
択
し
て
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
一
層
強
化
し
、
①
イ
ラ
ン
が
核
兵
器
を
運
搬
可
能
な
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」
に

関
連
す
る
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
を
「
決
定
」
す
る
（
第
九
項
）
と
共
に
、
②
す
べ
て
の
国
が
戦
車
等
の
大
型
通
常
兵
器
お
よ
び
関
連

物
資
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
を
防
止
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
し
た
（
第
八
項
）。
決
議
一
八
〇
三
で
は
一
部
の
貨
物
に
限
定
さ
れ
て
い

た
検
査
の
制
度
も
拡
大
さ
れ
、
③
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
、
自
国
の
法
的
権
限
お
よ
び
国
内
法
令
に
従
い
か
つ
国
際
法
に
適
合
す
る
範

囲
内
で
、
イ
ラ
ン
に
出
入
国
す
る
す
べ
て
の
貨
物
で
禁
輸
品
目
（
決
議
一
七
三
七
、
一
七
四
七
、
一
八
〇
三
お
よ
び
一
九
二
九
に
よ
る
）

を
輸
送
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
領
域
内
（
海
港
・
空
港
を
含
む
）
に
お
い
て
検
査
を
行
う
よ
う
「
要
請
」
し
（
第
一

四
項
）、
公
海
上
で
は
旗
国
の
同
意
を
得
て
船
舶
の
検
査
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
「
留
意
」
し
て
、
す
べ
て
の
国
に
協
力

を
「
要
請
」
し
（
第
一
五
項
）、
検
査
で
発
見
し
た
禁
輸
品
目
を
押
収
し
か
つ
処
分
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
し
た
（
第
一
六
項
）。
さ
ら

に
、
④
資
産
凍
結
の
対
象
を
イ
ス
ラ
ム
革
命
防
衛
隊
（
Ｉ
Ｒ
Ｇ
Ｃ
）
関
連
の
特
定
の
団
体
・
個
人
に
拡
大
す
る
こ
と
を
「
決
定
」
す
る
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（
第
一
二
項
）
と
共
に
、
諸
国
に
対
し
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
に
寄
与
し
う
る
と
の
情
報
が

あ
る
場
合
に
は
、
イ
ラ
ン
の
銀
行
が
自
国
領
域
内
で
新
た
な
支
店
や
コ
ル
レ
ス
関
係）

11
（

を
開
設
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
自
国
の
金
融
機
関

が
イ
ラ
ン
に
お
い
て
代
表
事
務
所
や
銀
行
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
る
よ
う
「
要
請
」
し
た
（
第
二
三
項
、
第
二

四
項
）。

⑹　

ま
と
め

　

以
上
の
五
つ
の
決
議
に
よ
っ
て
課
さ
れ
て
き
た
安
保
理
の
対
イ
ラ
ン
制
裁
は
、
イ
ラ
ン
の
極
め
て
多
様
な
活
動
に
関
係
し
つ
つ
、
次

第
に
拡
大
・
強
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
部
分
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
（
表
１
参
照
）。

　

ま
ず
、
核
関
連
品
目
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
パ
ー
ト
１
の
品
目
（
原
子
力
専
用
品
。
た
だ
し
、
軽
水
炉

関
連
の
一
部
品
目
を
除
く
）
は
、
決
議
一
七
三
七
に
お
い
て
、
そ
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
が
禁
止
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
イ
ラ
ン
か

ら
の
「
調
達
」
も
禁
止
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｇ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
パ
ー
ト
２
の
品
目
（
原
子
力
汎
用
品
。
た
だ
し
、
軽
水
炉
関
連
の
例
外
あ

り
）
は
、
決
議
一
八
〇
三
に
お
い
て
、
そ
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
が
禁
止
さ
れ
、
決
議
一
七
三
七
で
そ
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
「
調
達
」が

禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
ミ
サ
イ
ル
等
関
連
品
目
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
の
品
目
が
、
決
議
一
七
三
七
と
一
八
〇
三
に
お
い
て
、
そ
の

イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
が
禁
止
さ
れ
る
と
共
に
、
決
議
一
七
三
七
に
お
い
て
、
そ
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
「
調
達
」
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

通
常
兵
器
に
つ
い
て
は
、
決
議
一
九
二
九
に
お
い
て
、
戦
車
等
の
大
型
通
常
兵
器
の
イ
ラ
ン
へ
の
「
移
転
」
が
禁
止
さ
れ
、
決
議
一

七
四
七
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

4

4

4

4

武
器
お
よ
び
関
連
物
資
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
「
調
達
」
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
禁
止
品
目
の
輸
送
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
貨
物
の
検
査
が
「
要
請
」
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、
決
議
一
八
〇
三
で

は
、
イ
ラ
ン
航
空
貨
物
お
よ
び
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
シ
ッ
ピ
ン
グ･
ラ
イ
ン
の
所
有
・
運
行
す
る
航
空
機
・
船
舶
の
み
が
対
象

と
さ
れ
て
い
た
が
、
決
議
一
九
二
九
で
は
そ
の
よ
う
な
限
定
は
外
さ
れ
て
す
べ
て
の
航
空
機
・
船
舶
が
対
象
と
な
り
、
た
だ
し
公
海
上
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表１　対イラン経済制裁措置の変遷
決議1737（2006） 決議1747（2007） 決議1803（2008） 決議1929（2010）

NSG
Part１

イランへの 
移転禁止 
［3⒜⒝］

イランからの 
調達禁止 

［7］

NSG
Part２

（イランへの 
移転禁止） 

［4⒜］

イランへの 
移転禁止 

［8］
イランからの 

調達禁止 
［7］

MTCR

イランへの 
移転禁止 

（一部除外） 
［3⒞］

イランへの 
移転禁止 

（全面的） 
［8］

イランからの 
調達禁止 

［7］

通常兵器

イランへの 
移転禁止 

（大型武器のみ） 
［8］

イランからの 
調達禁止 

（すべての武器） 
［5］

貨物検査
貨物検査の要請 

（特定） 
［11］

貨物検査の要請 
（全面的） 
［14~16］

渡航禁止
入国・通過の通報 

（指定個人） 
［10］

入国 ･ 通過の防止 
（指定個人） 

［5］

金融制裁
資産凍結 

（指定団体・個人） 
［12］

金融活動の 
制限の要請 
［23、24］

注：［　］内の数字はパラグラフを示している。
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で
は
旗
国
の
同
意
が
条
件
と
さ
れ
た
。

　

個
人
の
出
入
国
（
渡
航
禁
止
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
決
議
一
七
三
七
に
お
い
て
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬

シ
ス
テ
ム
開
発
の
従
事
者
や
支
援
者
の
入
国
・
通
過
を
「
監
視
」
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
、
ま
た
附
属
書
に
掲
げ
る
個
人
の
入
国
・
通
過

を
一
七
三
七
委
員
会
に
「
通
報
」
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
決
議
一
八
〇
三
に
お
い
て
は
、
附
属
書
に
掲

げ
る
個
人
の
入
国
・
通
過
を
「
防
止
」
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

金
融
制
裁
に
つ
い
て
は
、
決
議
一
七
三
七
に
お
い
て
、
附
属
書
に
掲
げ
る
団
体
・
個
人
の
資
産
の
凍
結
が
「
決
定
」
さ
れ
た
が
、
そ

の
対
象
は
そ
の
後
の
決
議
に
お
い
て
拡
大
さ
れ
、
決
議
一
九
二
九
で
は
、
革
命
防
衛
隊
関
連
の
団
体
・
個
人
が
対
象
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
決
議
一
九
二
九
は
ま
た
、
イ
ラ
ン
の
核
拡
散
関
連
機
微
活
動
・
核
兵
器
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
に
寄
与
し
う
る
場
合
に
は
、
イ
ラ
ン

の
銀
行
が
自
国
領
域
内
で
新
た
な
支
店
や
コ
ル
レ
ス
関
係
を
開
設
し
た
り
、
自
国
の
金
融
機
関
が
イ
ラ
ン
で
代
表
事
務
所
や
銀
行
口
座

を
開
設
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
よ
う
「
要
請
」
し
て
い
る
。

　

上
記
の
う
ち
、
貿
易
関
連
措
置
（
輸
出
入
の
禁
止
）
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
核
関
連
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
、
通
常
兵
器
関
連
の
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
、
概
ね
、
ま
ず
イ
ラ
ン
か
ら
の
輸
入
（
調
達
）
が
禁
止
さ
れ
、
そ
の
後
イ
ラ
ン
へ
の
輸
出
（
移
転
）
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
し
、
ま
た
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
輸
入
に
つ
い
て
は
直
ち
に
全
面
的
な
禁
止
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
へ
の
輸
出
に
関
し
て
は

一
部
例
外
を
設
け
た
り
段
階
的
に
禁
止
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
が
核
兵
器
お
よ
び
そ
の
運
搬
手
段
に

関
連
す
る
品
目
を
入
手
（
輸
入
）
す
る
の
を
防
止
す
る
と
い
う
制
裁
の
目
的
と
も
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ラ
ン
に
対
し
て
武
器
そ
の
他
の
関
連
物
資
や
汎
用
品
を
輸
出
し
た
い
と
い
う
、
一
部
の
理
事
国
の
思
惑
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。

　

最
後
の
二
種
類
の
措
置
（
渡
航
禁
止
・
資
産
凍
結
）
は
、
対
象
と
な
る
団
体
・
個
人
を
特
定
し
て
指
定
す
る
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
・

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
対
象
と
な
る
団
体
・
個
人
の
数
は
新
た
な
決
議
の
採
択
の
た
び
に
増
加
し
、
決
議
一
九
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二
九
の
時
点
で
、
七
五
団
体
・
四
一
個
人
に
及
ん
で
い
る）

11
（

。
同
じ
く
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
関
連
の
制
裁
と
し
て
、
同
様
に
渡
航
禁
止
・

資
産
凍
結
が
行
わ
れ
て
い
る
対
北
朝
鮮
制
裁
に
お
け
る
指
定
が
同
時
期
に
八
団
体
・
五
個
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）

1（
（

こ
と
か
ら
、
国
の
経

済
規
模
・
国
際
化
の
相
違
や
と
ら
れ
て
い
る
措
置
の
内
容
の
若
干
の
相
違
を
勘
案
し
た
上
で
も
な
お
、
対
イ
ラ
ン
制
裁
に
お
い
て
は
、

比
較
的
多
く
の
団
体
・
個
人
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）

第
一
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
合
意
へ
の
経
緯

　

以
上
の
国
連
に
よ
る
経
済
制
裁
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
に
よ
っ
て
国
連
の
枠
外
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る

独
自
制
裁
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
一
九
九
六
年
の
「
対
イ
ラ
ン
制
裁
法
（Iran Sanctions A

ct

）」
や
そ
れ

を
改
正
し
た
二
〇
一
〇
年
七
月
の
「
包
括
的
対
イ
ラ
ン
制
裁
・
説
明
責
任
・
出
資
引
揚
法）

11
（

（Com
prehensive 

Iran 
Sanctions, 

A
ccountability, and D

ivestm
ent A

ct
）」（
以
下
、「
対
イ
ラ
ン
包
括
制
裁
法
」
と
い
う
）、
二
〇
一
二
年
国
防
授
権
法
な
ど
に
基
づ

い
て
独
自
制
裁
が
実
施
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
強
力
で
あ
っ
た
の
が
二
次
制
裁
で
あ
る）

11
（

。「
二
次
制
裁
（secondary sanctions

）」
と

は
、
ア
メ
リ
カ
を
例
に
と
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
一
次
制
裁
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
企
業
等（
例
え
ば
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
）

と
の
間
に
取
引
を
行
っ
た
第
三
国
（
非
ア
メ
リ
カ
）
の
企
業
等
（
例
え
ば
日
本
の
企
業
）
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
る
な
ど
の
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）

11
（

。
国
際
通
貨
で
あ
る
ド
ル
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
ア
メ
リ
カ

の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
当
該
企
業
の
取
引
一
般
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て

多
く
の
企
業
が
一
次
制
裁
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
企
業
等
と
の
取
引
を
控
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
二
次
制
裁
の
効

果
は
多
く
の
国
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
実
上
国
連
の
義
務
的
制
裁
に
近
い
効
果
が
期
待
で
き
る
と
さ
え
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
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Ｅ
Ｕ
の
独
自
制
裁
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ラ
ン
包
括
制
裁
法
制
定
と
同
じ
二
〇
一
〇
年
七
月
に
理
事
会

決
定
二
〇
一
〇
／
四
一
三
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
を
採
択
し
、
イ
ラ
ン
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
主
要
部
門
に
対
す
る
重
要
な
設
備
・
技
術
の
移
転

を
禁
止
す
る
と
共
に
、
イ
ラ
ン
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
部
門
の
企
業
に
対
し
て
融
資
や
信
用
供
与
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
た）

11
（

。
さ
ら
に
、

二
〇
一
二
年
三
月
の
Ｅ
Ｕ
理
事
会
規
則
二
六
七
／
二
〇
一
二
は
石
油
関
連
の
禁
輸
措
置
を
定
め
、
イ
ラ
ン
が
原
産
で
あ
る
か
イ
ラ
ン
か

ら
輸
出
さ
れ
る
原
油
・
石
油
製
品
・
石
油
化
学
製
品
の
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
入
を
禁
止
し
た）

11
（

。
同
じ
く
二
〇
一
二
年
に
ア
メ
リ
カ
が
二
〇
一
二

年
国
防
授
権
法
に
基
づ
い
て
二
次
制
裁
が
ら
み
で
諸
国
に
要
求
し
た
イ
ラ
ン
石
油
の
輸
入
逓
減
措
置
と
も
相
ま
っ
て
、
石
油
関
連
の
制

裁
は
イ
ラ
ン
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
ラ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
二
〇
一
一
年
の
プ
ラ
ス
三
％
か
ら
二
〇
一

二
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
六
．
六
％
へ
と
急
落
し
た
と
さ
れ
る）

11
（

。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
制
裁
を
背
景
に
、
二
〇
一
三
年
六
月
に
行
わ
れ
た
イ
ラ
ン
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
経
済
改
革
と
核
問
題

を
含
む
外
交
を
旗
印
に
選
挙
戦
を
戦
っ
た
穏
健
派
の
ロ
ウ
ハ
ニ
が
当
選
し
た）

11
（

。
早
く
も
同
年
九
月
の
国
連
総
会
の
折
に
、
政
権
発
足
後

初
の
Ｅ
３
＋
３
と
の
閣
僚
級
協
議
が
開
催
さ
れ
、
同
年
一
一
月
二
四
日
に
は
イ
ラ
ン
お
よ
び
Ｅ
３
＋
３
の
外
相
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
が
参
加
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
議
に
お
い
て
、
第
一
段
階
の
措
置
と
し
て
「
共
同
作
業
計

画
（Joint Plan of A

ction

）
11
（

）」（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
と
題
す
る
合
意
が
成
立
し
た）

11
（

。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
よ
り
イ
ラ
ン
は
、
濃
縮
度
二
〇
％
の
濃
縮

ウ
ラ
ン
の
生
産
を
止
め
、
既
存
の
二
〇
％
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
五
％
ま
で
希
釈
す
る
こ
と
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
は
五
％
以
下
と
す
る
こ
と
、
遠

心
分
離
機
の
数
を
凍
結
す
る
こ
と
、
ア
ラ
ク
重
水
炉
に
主
要
機
器
や
燃
料
・
重
水
を
搬
入
せ
ず
、
再
処
理
活
動
に
従
事
し
な
い
こ
と
な

ど
を
約
束
し
た
。
こ
れ
と
引
き
換
え
に
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
は
、
石
油
関
連
の
禁
輸
措
置
を
含
む
制
裁
の
緩
和
や
、
核
関
連
の
新
た
な

制
裁
を
実
施
し
な
い
こ
と
な
ど
を
約
束
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
と
併
行
し
て
、
最
終
的
な
合
意
を
目
指
し
た
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
何

度
か
交
渉
期
限
を
延
長
し
な
が
ら
交
渉
を
継
続
し
た
結
果）

1（
（

、
二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日
に
イ
ラ
ン
と
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
と
の
間
で
、
イ

ラ
ン
の
核
問
題
を
包
括
的
か
つ
長
期
に
亙
っ
て
適
切
に
解
決
す
る
も
の
と
し
て）

11
（

、「
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（Joint Com

prehensive 
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Plan of A
ction

）」（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
が
最
終
合
意
さ
れ
る
に

至
っ
た）

11
（

。

第
二
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
法
的
性
格

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
極
め
て
大
部
の
文
書
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
本
体
が
一
八
頁
、
五
部
か
ら
な
る
附
属
書
が
一
四

一
頁
、
総
計
一
五
九
頁
に
も
及
ぶ
（
こ
れ
は
原
本
の
数
字
で
あ

り
、
安
保
理
文
書
で
は
九
〇
頁
と
な
っ
て
い
る）

11
（

）。
そ
の
全
体
構

造
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
本
体
は
、
序
文

（Preface

）、前
文
お
よ
び
一
般
規
定（Pream

ble and General 

Provisions

）
に
続
い
て
、
本
文
三
七
項
が
、
核
（
Ａ
濃
縮
、

濃
縮
研
究
開
発
、
貯
蔵
、
Ｂ
ア
ラ
ク
、
重
水
、
再
処
理
、
Ｃ
透

明
性
お
よ
び
信
頼
醸
成
措
置
）、
制
裁
、
履
行
計
画
、
紛
争
解
決

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
本
文
に
続

い
て
附
属
書
Ｉ
（
核
関
連
措
置
）、
附
属
書
Ⅱ
（
制
裁
関
連
の
約

束
）、
附
属
書
Ⅲ
（
民
生
用
原
子
力
協
力
）、
附
属
書
Ⅳ
（
合
同

委
員
会
）、
附
属
書
Ⅴ
（
履
行
計
画
）
と
い
う
五
つ
の
附
属
書
が

添
付
さ
れ
て
、
本
文
の
規
定
に
係
る
詳
細
が
定
め
ら
れ
て
い
る

（
表
２
参
照
）。

表２　決議2231（JCPOAを含む）の構造
決議前文 （全14項）
決議本文 （全30項）
附属書Ａ（JCPOA） 序文

前文および一般規定（全16項）

本文（全37項）

・核
　　Ａ　濃縮、濃縮研究開発、貯蔵
　　Ｂ　アラク、重水、再処理
　　Ｃ　透明性および信頼醸成措置
・制裁
・履行計画
・紛争解決メカニズム

附属書Ⅰ（全82項） 核関連措置
附属書Ⅱ
（全７項＋添付リスト４） 制裁関連の約束

附属書Ⅲ（全16項） 民生用原子力協力
附属書Ⅳ（全７項） 合同委員会
附属書Ⅴ（全26項） 履行計画

附属書Ｂ（声明） （全７項）
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Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
関
し
て
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
は
、
そ
の
法
的
性
格
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
結
論
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
「
前
文
お
よ
び
一
般
規
定
」
の
直
後
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
イ
ラ
ン
と
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
は
、こ
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
お
よ
び
そ
の
附
属
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
時
間
枠
内
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
自

発
的
措
置
を
と
る
（w

ill take the follow
ing voluntary m

easures

）」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
書
全
体
と
し
て
、
条
約
に
お

い
て
義
務
づ
け
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「shall

」
で
は
な
く
、「w

ill

」
と
い
う
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
法
的

拘
束
力
の
な
い
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る）

11
（

。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
す
で
に
文
書
の
法

的
性
格
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
国
務
省
報
道
官
が
そ
の
政
治
的
な
性
格
を
繰
り
返
し
て
確
認
し
て
い
る
し）

11
（

、
イ
ラ
ン
と
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

交
渉
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ケ
リ
ー
国
務
長
官
も
、上
院
外
交
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、「
我
々
は
当

初
の
段
階
か
ら
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
計
画
を
交
渉
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
い
ず
れ

も
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
法
的
な
性
格
を
有
し
な
い
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
文
書
の
法
的
拘
束
力
に
は
直

結
し
な
い
も
の
の
、
こ
の
文
書
に
は
署
名
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
合
意
は
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
と
い
う
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
際
安
全
保
障
上
の
重
大
な
難
問
で
あ
り
続
け
て
き
た
問
題
に

一
応
の
終
止
符
を
打
と
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
後
に
見
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
も
極
め
て
重
要
な
権
利
義
務
関
係
を
定
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
う

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
内
容
は
政
治
的
に
も
極
め
て
機
微
で
あ
る
た
め
、
国
内
手
続

に
お
い
て
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
条
約
の
形
を
と
り
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
特
に
安
全
保
障
上
の
利

害
が
直
接
に
関
係
す
る
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
よ
う
な
広
範
で
詳
細
な
内
容
を
持

つ
文
書
を
条
約
の
形
で
合
意
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
る）

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
よ
り
重
要
な
の
が
前
者
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
広
範
な
内
容
を
扱
い
、
詳
細
な
規
定
を
含
む
文
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書
を
条
約
の
形
で
合
意
す
る
の
が
容
易
で
な
い
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
う
し
た
文
書
を
条
約
と

し
て
合
意
す
る
の
が
不
可
能
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
同
じ
く
軍
縮
不
拡
散
分
野
の
条
約
で
あ
る
化
学
兵
器
禁
止
条
約
が
Ｊ

Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
二
倍
の
分
量
を
含
む
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
第
一
の
理
由
は
よ
り
本
質
的
で
あ
る
。
例
え
ば
ア

メ
リ
カ
の
場
合
、
条
約
の
締
結
に
は
憲
法
上
、
上
院
の
三
分
の
二
に
よ
る
助
言
と
承
認
が
必
要
で
あ
る
が）

11
（

、
共
和
党
優
位
の
当
時
の
上

院
の
構
成
を
考
え
る
と
、
条
約
の
形
で
合
意
し
た
場
合
に
そ
の
承
認
を
得
ら
れ
る
保
証
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）

1（
（

。
ア
メ
リ
カ
の
政
府

関
係
者
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
文
書
で
は
な
い
こ
と
を
当
時
、
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
た）

11
（

。

　

国
連
安
保
理
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
意
の
六
日
後
の
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日
に
決
議
二
二
三
一
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た）

11
（

。
こ
の

決
議
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
自
体
が
予
定
し
、
そ
の
「
発
効
（com

e into effect

）
11
（

）」
の
た
め
に
選
択
的
に
必
要
と
し
て
い
た
（
後
述
）
も
の

で
あ
る）

11
（

。
決
議
二
二
三
一
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
「
承
認
（Endorses

）」
し
、
す
べ
て
の
加
盟
国
、
地
域
的
機
関
お
よ
び
国
際
機
関
に

対
し
て
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
を
支
持
す
る
た
め
に
適
当
な
行
動
を
と
る
よ
う
要
請
」
し
て
い
る
が）

11
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が

全
体
と
し
て
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
文
書
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い）

11
（

。Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
定
め
る
措
置
の
一
部
（
国
連
制
裁
に
関
す
る
部
分
）

に
つ
い
て
は
、
こ
の
決
議
に
よ
っ
て
法
的
義
務
と
さ
れ
た
（
後
述
）
の
で
あ
る
か
ら
、
文
書
全
体
を
法
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
も
技
術

的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
が）

11
（

、
そ
う
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
法

的
な
性
格
を
与
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
、
同
決
議
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
全
体
と
し
て
法
的
拘
束
力
あ
る

も
の
と
は
し
な
い
と
い
う
意
図
が
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
、
決
議
二
二
三
一
に
よ
っ
て
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
非
法
的
な

文
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
法
的
拘
束
力
あ
る
安
保
理
決
議
を
利
用
し
て
全
体
と
し
て
「
法
化
」
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
辿
ら
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
こ
と
に
、
国
際
法
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
訳
で
は
な
い
し
、
正
当
性
の
観
点
か
ら
も
、
条
約
を
迂
回
し
て

安
保
理
決
議
で
国
家
一
般
に
義
務
づ
け
を
行
う
安
保
理
に
よ
る
「
国
際
立
法
」
の
場
合
ほ
ど
問
題
は
な
か
ろ
う）

11
（

。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
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る
イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動
へ
の
制
限
は
、
安
保
理
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
対
イ
ラ
ン
制
裁
に
近
い
趣
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
い

え
る
。

　

他
方
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
こ
と
は
、
関
係
国
の
国
内
に
お
け
る
条
約
締
結
過
程
の
「
民
主
的
統
制
」
の
観
点
か
ら
は

問
題
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
条
約
の
形
で
は
作
成
し
な
か
っ
た
理
由
と
も
関
係
す
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
政
治
的
文

書
と
し
て
作
成
し
て
条
約
と
し
て
の
議
会
の
承
認
を
回
避
し
、
し
か
る
後
に
安
保
理
決
議
を
利
用
し
て
そ
れ
に
条
約
と
同
様
の
法
的
拘

束
力
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
議
会
承
認
の
プ
ロ
セ
ス
の
迂
回
と
し
て
問
題
と
な
り
得
る）

（11
（

。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
る
国
連

制
裁
の
終
了
と
復
活
の
部
分
に
つ
い
て
は
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
当
初
の
国
連
制
裁
の
終

了
か
ら
し
て
法
的
拘
束
力
あ
る
安
保
理
決
議
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
同
様
の
国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
も
法
的
拘

束
力
あ
る
安
保
理
決
議
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
必
然
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
ロ
シ
ア
は
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
と
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
法
的
性
格
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
前

文
で
国
連
憲
章
第
二
五
条
（
安
保
理
の
決
定
の
拘
束
力
を
規
定
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
同
決
議
で
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
無
条
件
で

承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
同
決
議
に
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
三
点
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
の
累
積
的
効
果
と
し
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
（
そ
の
以
前
に
お
け
る
法
的
性
格
の
問
題
を
害
す
る
こ
と
な
く
）「
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
」
も
の
と
な
っ
た
、
と
主
張

す
る）

（1（
（

。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
疑
わ
し
い
。
①
は
決
議
二
二
三
一
の
別
の
規
定
（
第
七
項
～
第
九
項
、
第
一
一
項
、
第
一
二
項
な
ど
に

お
け
る
「
決
定
」）
と
の
関
係
で
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
②
無
条
件
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、「
承
認
（endorse

）」
に
そ
の
よ
う
な

効
果
は
な
い
。
ま
た
安
保
理
に
は
、
③
決
議
に
添
付
さ
れ
た
だ
け
で
法
的
拘
束
力
を
生
ず
る
と
い
う
規
則
も
慣
行
も
な
い
。
添
付
の
み

で
法
的
拘
束
力
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
決
議
二
二
三
一
の
附
属
書
Ｂ
の
「
声
明
」（
後
述
）
に
も
全
体
と
し
て
法
的
拘
束
力

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
附
属
書
Ｂ
の
一
部
に
の
み
法
的
拘
束
力
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
同
決
議
第
七

項
⒝
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う）

（10
（

。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
た
と
え
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
累
積
し
て
も
、
決
議
二
二
三
一
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に
よ
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
全
体
と
し
て
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
ウ
ェ
ラ
ー
教
授
は
、こ
の
点
に
つ
い
て
、こ
の
政
治
的
約
束
は
信
義
誠
実
と
禁
反
言
の
原
則
に
よ
っ
て
法
的
性
質（legal quality

）

を
獲
得
し
た
と
主
張
し
う
る
（
イ
ラ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
約
束
を
信
頼
し
た
た
め
、
そ
の
違
反
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
た
）
と
す
る）

（10
（

。

し
か
し
、
禁
反
言
の
原
則）

（10
（

の
安
易
な
適
用
は
、
関
係
国
が
法
的
な
義
務
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
約
束
（
例
え
ば
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
）
を
そ
の
意
に
反
し
て
「
法
的
」
な
義
務
と
す
る
結
果
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
当
事
者
が
主
観
的
に
は
法
的

な
義
務
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
「
法
的
」
な
義
務
の
軽
視
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る）

（10
（

。

も
ち
ろ
ん
、
明
ら
か
に
法
的
な
義
務
が
存
在
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
禁
反
言
を
援
用
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
禁
反
言
が
独
自

の
機
能
を
果
た
す
の
は
、
法
的
な
義
務
の
存
否
が
不
明
確
な
場
合
や
そ
れ
が
否
定
さ
れ
う
る
場
合
（
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
）
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
が）

（10
（

、
と
り
わ
け
法
的
な
義
務
を
引
き
受
け
る
意
思
が
当
事
者
に
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
本
件
）
に
は
、

そ
れ
を
法
的
な
義
務
に
転
化
さ
せ
る
た
め
に
禁
反
言
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
禁
反
言
の

実
体
的
権
利
創
設
効
果
を
認
め
た
と
い
わ
れ
る
チ
ャ
ゴ
ス
仲
裁
判
断
で
さ
え
、「
た
と
え
国
が
明
確
な
不
利
益
を
被
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
信
頼
（reliance

）
が
禁
反
言
の
根
拠
と
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
明
示
的
に
非
拘
束
的
で
あ
る
合

意
（expressly non-binding agreem

ent

）
を
信
頼
す
る
こ
と
で
不
利
益
を
被
っ
た
国
は
、
禁
反
言
に
よ
っ
て
拘
束
力
の
あ
る
約
束

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て）

（10
（

、
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
イ
ラ
ン
は
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ
て
い
る

訳
で
も
、禁
反
言
を
援
用
し
た
主
張
を
行
っ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、そ
も
そ
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
法
的
な
性
格
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
行
っ

て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
は
、
附
属
書
Ａ
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
添
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
と

は
別
に
附
属
書
Ｂ
と
し
て
「
声
明
（Statem

ent

）」
と
題
す
る
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る）

（10
（

。
後
者
は
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
が
発
出
し
た

声
明
で
あ
り
、「
透
明
性
を
改
善
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
完
全
な
履
行
に
資
す
る
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
」
と
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
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は
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
の
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ
の
参
加
」
は
、
①
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
の
終
了
、
②
本
声
明
の
規
定
の
遵
守
の
要
求
、
③

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
設
置
す
る
合
同
委
員
会
と
協
力
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
の
促
進
の
三
つ
を
定
め
る
新
安
保
理
決
議
の
採
択
を
条
件
と

す
る
（contingent on

）
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る）

（10
（

。
そ
こ
に
い
う
新
決
議
が
決
議
二
二
三
一
で
あ
る
。
こ
の
声
明
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
の
内
容
に
つ
い
て
の
明
確
化
や
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
な
い
措
置
（
例
え
ば
、
核
兵
器
運
搬
能
力
を
有
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
活
動
を
八
年
間

行
わ
な
い
よ
う
イ
ラ
ン
に
要
請
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
完
全
な
履
行
を
促
進
す
る
た
め
イ
ラ
ン
を
仕
出
地
・
仕
向
地
と
す
る
す
べ
て
の
貨
物

の
検
査
を
自
国
の
領
域
内
で
実
施
す
る
よ
う
す
べ
て
の
国
に
要
請
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
多
く
の
規
定
に
は
決
議
二
二
三

一
に
よ
っ
て
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
上
記
括
弧
内
の
二
つ
の
要
請
に
だ
け
は
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い）

（（1
（

）。

第
三
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
内
容

⑴　

主
な
内
容

　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
内
容
は
、
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動

の
制
限
、
②
イ
ラ
ン
の
義
務
履
行
の
監
視
、
③
国
連
制
裁
お
よ
び
独
自
制
裁
の
解
除
、
④
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
な
ら
び
に
⑤
国
連

制
裁
の
復
活
手
続
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
敷
衍
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
表
２
お
よ
び
表
３
参
照
）。
な
お
、

⑤
で
は
関
連
す
る
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

⒜　

イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動
の
制
限
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
一
項
～
第
一
二
項
、
第
一
七
項
、
附
属
書
Ⅰ
、
Ⅳ
）

　

ま
ず
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
関
連
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
大
原
則
と
し
て
、Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
前
文
お
よ
び
一
般
規
定
に
お
い
て
、「
イ
ラ
ン

は
い
か
な
る
場
合
に
も
決
し
て
い
か
な
る
核
兵
器
も
追
求
せ
ず
、
開
発
せ
ず
、
取
得
し
な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る）

（（（
（

」
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
決
議
二
二
三
一
の
前
文
に
お
い
て
も
「
歓
迎
」
さ
れ
て
い
る）

（（0
（

。
併
せ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
本
文
に
お
い
て
も
、「
イ
ラ
ン
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は
、
研
究
・
開
発
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
ウ
ラ
ン

ま
た
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
冶
金
活
動
を
含
め
核
爆
発

装
置
の
開
発
に
寄
与
し
う
る
活
動
に
従
事
し
な
い）

（（0
（

」

こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
個
々
の
活
動

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動
の
制
限
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
述
の
よ
う
に
核
兵
器
開
発
に
は
濃
縮
ウ
ラ

ン
の
利
用
と
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
を
よ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
利
用
と
が
あ
り
う
る
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で

は
ウ
ラ
ン
濃
縮
に
関
し
て
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
ウ
ラ
ン

濃
縮
の
濃
縮
度
の
上
限
は
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
度
に

し
て
（
以
下
同
様
）
三
．
六
七
％
と
さ
れ
、
そ
の
貯

蔵
量
も
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
に
し
て
最
大
三
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
（
ウ
ラ
ン
換
算
で
二
〇
二
．
八
キ
ロ
グ
ラ
ム）

（（0
（

）

と
さ
れ
（
以
下
、
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
場
合

は
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
、
二
〇
二
．
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
場
合
は
ウ
ラ
ン
換
算
で
あ
る
）、こ
の
制
限
は
一

五
年
間
維
持
さ
れ
る）

（（0
（

。

表３　JCPOAの概要

内　　容 期間＊

ウラン濃縮

・濃縮度の上限：3.67％
・濃縮ウラン貯蔵量の上限：300㎏（202.8㎏）＊＊

・濃縮はナタンズのみ（フォルドウの地下施設は不可）
15年

・遠心分離機の設置の上限：6104基
・遠心分離機の稼働の上限：5060基 10年

再処理

・アラクの重水炉の改造と使用済燃料の国外搬出 無期限
・追加の重水炉建設不可 15年
・すべての使用済燃料の国外搬出 無期限
・再処理の放棄 15年（無期限）

検証
・追加議定書の暫定的適用 発効まで
・JCPOA 違反疑惑に24日以内のアクセス提供 15年

紛争解決 ・合同委員会による紛争解決
・未解決かつ重大な不履行の場合の安保理通報 25年＋

制裁解除

・国連制裁＊＊＊、米国制裁、EU 制裁の解除 復活まで
・安保理通報後、国連制裁解除継続の決議案を表決
・決議案が提出されない場合、安保理議長が提出
・制裁解除継続の決議案の否決で国連制裁復活

10年＊＊＊＊

＊ 基本的に履行日（2016.１.16）に開始。
＊＊ 六フッ化ウランで300㎏、ウランにして202.8㎏に相当。
＊＊＊ 武器禁輸は採択日（2015.10.18）から５年後に解除。
＊＊＊＊ 採択日から10年。E３/EU＋３は制裁復活の制度を５年間延長する意図あり。
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ま
た
、
濃
縮
に
使
用
さ
れ
る
遠
心
分
離
機
に
つ
い
て
も
、
旧
式
遠
心
分
離
機
を
一
〇
年
間
で
縮
小
し
て
い
く
が
、
こ
の
間
、
そ
の
設

置
総
数
は
五
〇
六
〇
基
ま
で
に
制
限
し
、
ナ
タ
ン
ズ
に
設
置
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た）

（（0
（

。
地
下
施
設
で
あ
る
フ
ォ
ル
ド
ウ
の
施
設
は
核
物

理
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
改
変
さ
れ
、
旧
式
遠
心
分
離
機
一
〇
四
四
基
が
残
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
一
五
年
間
ウ
ラ
ン
濃
縮
も
ウ
ラ
ン

濃
縮
関
連
研
究
開
発
も
行
わ
れ
な
い）

（（0
（

。
し
た
が
っ
て
遠
心
分
離
機
の
「
設
置
」
は
総
計
六
一
〇
四
基
と
な
る
が
、
実
際
に
ウ
ラ
ン
濃
縮

用
に
「
稼
働
」
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
は
ナ
タ
ン
ズ
に
お
け
る
五
〇
六
〇
基
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
当
時
の
イ
ラ
ン

に
お
い
て
稼
働
し
て
い
た
約
一
万
基
の
遠
心
分
離
機
が
半
減
す
る
こ
と
を
意
味
す
る）

（（0
（

。
余
剰
の
遠
心
分
離
機
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
継
続
監

視
の
下
で
ナ
タ
ン
ズ
に
お
い
て
保
管
さ
れ
る）

（（0
（

。

　

遠
心
分
離
機
の
研
究
開
発
も
制
限
さ
れ
、
ナ
タ
ン
ズ
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
期
、
種
類
、
態
様
、
総
数

な
ど
に
お
い
て
様
々
な
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る）

（01
（

。

　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
核
兵
器
開
発
と
の
関
係
で
は
、
ま
ず
兵
器
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
生
産
に
適
し
た
原
子
炉
で
あ
る
ア
ラ
ク
の
重

水
炉
に
つ
い
て
、
兵
器
級
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
せ
ず
、
医
療
・
工
業
用
の
放
射
性
同
位
体
を
生
産
す
る
よ
う
に
新
た
な
設
計
さ
れ

た
近
代
的
重
水
炉
（
三
．
六
七
％
の
ウ
ラ
ン
燃
料
使
用
）
に
改
造
し
、
そ
の
す
べ
て
の
使
用
済
燃
料
を
将
来
に
わ
た
り
国
外
搬
出
す
る

こ
と
と
さ
れ
た）

（0（
（

。
使
用
済
燃
料
の
国
外
搬
出
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
は
、
将
来
の
も
の
を
含
め
す
べ
て
の
原
子
炉
（
動
力
炉
お
よ
び
研

究
炉
）
の
使
用
済
燃
料
を
国
外
に
搬
出
す
る
意
図
を
表
明
し
て
い
る）

（00
（

。
ま
た
イ
ラ
ン
は
、
国
際
的
な
「
軽
水
炉
」
依
存
の
傾
向
に
合
わ

せ
る
と
共
に
、
一
五
年
間
は
追
加
の
重
水
炉
を
建
設
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た）

（00
（

。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ク
重
水
炉
を
離
れ
て
再
処
理
一
般
に
つ

い
て
も
、
イ
ラ
ン
は
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
（
研
究
開
発
を
含
む
）
を
一
五
年
間
行
わ
ず
、
そ
の
後
も
行
う
意
図
を
有
し
な
い
（For 

15 years Iran w
ill not, and does not intend to thereafter, engage in any spent fuel reprocessing

）
し
、
再
処
理
能
力

を
有
す
る
施
設
の
開
発
や
建
設
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
、
と
し
て
い
る）

（00
（

。
し
た
が
っ
て
イ
ラ
ン
は
、
事
実
上
、
無
期
限
に
再
処
理
を

し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
に
な
る）

（00
（

。
な
お
、
重
水
炉
に
関
連
し
て
イ
ラ
ン
は
、
一
五
年
間
に
わ
た
り
、
ア
ラ
ク
の
新
重
水
炉
等
に

イランの核問題と国際法417

一
三
三



お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
量
（
新
重
水
炉
の
試
運
転
（com

m
issioning

）
前
の
段
階
に
お
い
て
一
三
〇
ト
ン
と
さ
れ
る
）
を
超
え
る
余

剰
の
重
水
を
国
外
輸
出
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
約
束
し
た）

（00
（

。

　

イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動
は
制
限
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
核
関
連
資
機
材
の

調
達
も
完
全
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
自
由
で
あ
る
訳
で
も
な
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
附
属
書
Ⅳ
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
掲
げ
る
資
機
材
な
ど
の
イ
ラ
ン
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
合
同
委
員
会
（
調
達
作

業
部
会
）
が
検
討
し
て
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る）

（00
（

。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
設
置
す
る
「
合
同
委
員
会
（Joint Com

m
ission

）」
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
参
加
の
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
と
イ
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
、
本
件
に
か
か
る
決
定
は
、
Ｅ
Ｕ
を
除
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
行
わ
れ
る）

（00
（

。
さ
ら

に
、
そ
の
決
定
は
安
保
理
に
伝
達
さ
れ
、
安
保
理
の
承
認
（
五
日
以
内
に
拒
否
し
な
い
限
り
承
認
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る）

（00
（

）
が
な
け

れ
ば
移
転
は
認
め
ら
れ
な
い）

（01
（

。
こ
の
手
続
は
、
採
択
日
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
＝
後
述
）
か
ら
一
〇
年
後
の
日
ま
で
適
用
さ
れ

る
）
（0（
（

。
⒝　

イ
ラ
ン
の
義
務
履
行
の
監
視
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
一
三
項
、
第
一
五
項
、
附
属
書
Ⅰ
第
Ｑ
節
）

　

イ
ラ
ン
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
当
事
国
と
し
て
包
括
的
保
障
措
置
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
の
義
務
と
は
い
え
な
い
追
加
議
定
書
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
署
名
し
た
も
の
の
批
准
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ン
は
、
追
加
議
定
書
の
署
名
時
か
ら
そ

の
自
発
的
実
施
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
イ
ラ
ン
の
核
問
題
の
安
保
理
へ
の
付
託
を
受
け
て
二
〇
〇
六
年
二
月
に
終
了
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
は
、
イ
ラ
ン
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
「
履
行
日
」（
二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
＝
後
述
）
に
追
加
議
定
書
の
暫
定
的
適
用
を
開

始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
通
告
す
る
こ
と
を
約
束
し
た）

（00
（

。「
大
統
領
と
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
従
っ
て
」と
い
う
留
保
付

き
で
あ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
は
実
際
、
追
加
議
定
書
の
暫
定
的
適
用
に
関
す
る
通
告
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
し
て
行
い
、
履
行
日
に
暫
定
的
適

用
を
開
始
し
た）

（00
（

。

岡　法（70―３・４） 418
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暫
定
的
適
用
は
、
追
加
議
定
書
第
一
七
条
ｂ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る）

（00
（

。
そ
の
適
用
は
、
発
効
ま
で
の
間
の
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
当
事
国
と
な
ら
な
い
意
図
を
通
告
す
れ
ば
終
了
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が）

（00
（

、
そ
れ
ら
の
点
を
除
け
ば
、
追
加
議
定
書
が
実
際
に
発

効
し
た
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
の
な
い
法
的
な
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る）

（00
（

。
イ
ラ
ン
は
、
追
加
議
定
書
第
二
条
に
基
づ
く
冒
頭

申
告
を
行
い）

（00
（

、
追
加
議
定
書
第
五
条
ｃ
に
基
づ
く
補
完
的
ア
ク
セ
ス
も
受
け
入
れ
て
い
る）

（00
（

。
な
お
、
仮
に
イ
ラ
ン
が
上
記
の
手
続
を
踏

ん
で
暫
定
的
適
用
を
終
了
さ
せ
た
場
合
（
本
稿
の
「
お
わ
り
に
」
の
注（
311
）参
照
）、
そ
れ
が
違
法
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
暫

定
的
適
用
は
、
法
的
文
書
で
は
な
い
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て
約
束
し
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

包
括
的
保
障
措
置
と
の
関
係
で
は
、
イ
ラ
ン
は
履
行
日
に
包
括
的
保
障
措
置
協
定
の
補
助
取
極
の
「
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
」
を
完
全

に
履
行
す
る
も
の
と
さ
れ
る）

（00
（

。
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
は
、
新
た
な
施
設
等
の
設
計
情
報
の
早
期
提
出
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な

施
設
の
予
備
的
な
設
計
情
報
は
、「
建
設
ま
た
は
建
設
の
許
可
の
決
定
（
い
ず
れ
か
早
い
方
）
が
行
わ
れ
次
第
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
」

提
供
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
自
国
の
補
助
取
極
に
つ
き
こ
の
改
正
を
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
七

年
三
月
の
安
保
理
決
議
一
七
四
七
の
採
択
を
受
け
て
そ
の
履
行
を
「
停
止
」
し
て
い
た
も
の
で
あ
る）

（01
（

。
し
か
し
、
安
保
理
は
二
〇
一
〇

年
の
決
議
一
九
二
九
に
お
い
て
、
憲
章
第
七
章
の
下
で
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
の
適
用
を
イ
ラ
ン
に
義
務
づ
け
て
お
り
、
上
記
の
完
全
履

行
は
法
的
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る）

（0（
（

。

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
は
、
以
上
の
追
加
議
定
書
お
よ
び
包
括
的
保
障
措
置
協
定
に
か
か
る
も
の
と
は
別
に
、
独
自
の
履
行
監
視
の
手
続
を

設
け
て
い
る）

（00
（

。
附
属
書
Ｉ
（
核
関
連
措
置
）
の
第
Ｑ
節
（
ア
ク
セ
ス
）
に
規
定
さ
れ
る
こ
の
手
続
は
、
そ
の
場
所
お
よ
び
名
称
か
ら
し

て
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行

4

4

4

4

4

4

4

4

の
監
視
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
旨
は
明
記
さ
れ
て
も

い
る）

（00
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
、
申
告
場
所
（
包
括
的
保
障
措
置
協
定
や
追
加
議
定
書
に
基
づ
く
）
以
外
の
場
所
に
お
け
る
未

申
告
の
核
物
質
・
原
子
力
活
動
ま
た
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
矛
盾
す
る
活
動
に
つ
い
て
懸
念
を
有
す
る
場
合
に
は
、
イ
ラ
ン
に
説
明
を
要
請

す
る
も
の
と
さ
れ
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
説
明
で
懸
念
が
解
消
し
な
い
場
合
に
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
理
由
を
示
し
て
ア
ク
セ
ス
を
要
請
で
き
る

イランの核問題と国際法419
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も
の
と
さ
れ
る）

（00
（

。
イ
ラ
ン
は
代
替
的
な
措
置
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
疑
惑
が
解
消
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
参
加
す
る
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
お
よ
び
イ
ラ
ン
か
ら
な
る
「
合
同
委
員
会
」
と
の
協
議
な
ど
を
経
た
の
ち
、
最

終
的
に
イ
ラ
ン
は
、
当
初
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
要
請
か
ら
二
四
日
以
内
に）

（00
（

、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
懸
念
を
解
消
す
る
た
め
、
合
同
委

員
会
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
か
五
票
以
上
の
多
数
決
で）

（00
（

提
示
す
る
「
必
要
な
措
置）

（00
（

」
を
と
る
も
の
と
さ
れ
る）

（00
（

。
こ
の
手
続
は
一
五
年
間
続
く）

（00
（

。

⒞　

国
連
制
裁
お
よ
び
独
自
制
裁
の
解
除
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
一
八
項
～
第
三
三
項
、
附
属
書
Ⅱ
）

　

イ
ラ
ン
が
核
関
連
活
動
に
対
す
る
制
限
を
受
け
入
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
対
価
と
し
て
イ
ラ
ン
に
与
え
ら
れ
る
の
が
制
裁
の
解
除

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
意
が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、
基
本
的
に
は
イ
ラ
ン
が
強
力
な
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
経

済
か
ら
立
ち
直
り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、こ
の
点
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
大
き
な
柱
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
国
連
の
制
裁
に
つ
い
て
は
、「
履
行
日
」（
二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
＝
後
述
）
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

を
承
認
す
る
安
保
理
決
議
（
す
な
わ
ち
後
の
決
議
二
二
三
一
）
が
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
イ
ラ
ン
核
問
題
関
連
安
保
理
決
議
（
決
議
一

六
九
六
、
一
七
三
七
、
一
七
四
七
、
一
八
〇
三
、
一
八
三
五
、
一
九
二
九
お
よ
び
二
二
二
四
）
を
終
了
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
る）

（01
（

。
た
だ

し
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
国
連
制
裁
が
復
活
す
る
可
能
性
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
手
続
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
合
意
の
六
日
後
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
二
二
三
一
は
、
国
連
憲
章
第
四
一
条
の
下
で
行
動
し
、「
履
行
日
」
に
当

た
る
日
に
上
記
の
安
保
理
七
決
議
の
す
べ
て
の
規
定
を
終
了
さ
せ
る
（shall be term

inated

）
こ
と
を
決
定
（D

ecides

）
し
て
い
る）

（0（
（

。

　

独
自
制
裁
と
の
関
連
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
独
自
制
裁
に
つ
き
、
同
じ
く
履
行
日
に
お
い
て
、
核
関
連
の
経
済
制
裁
お
よ
び
金
融
制
裁
を
実

施
す
る
Ｅ
Ｕ
規
則
の
す
べ
て
の
規
定
を
終
了
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
た）

（00
（

。
そ
う
し
た
終
了
の
対
象
に
は
、
Ｅ
Ｕ
の
個
人
・
団
体
と
イ
ラ
ン

の
個
人
・
団
体
と
の
間
の
資
金
移
転
、
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
を
含
む
個
人
・
団
体
に
対
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
等
の
特
別
金
融
通
信
文
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
イ
ラ
ン
の
石
油
、
石
油
製
品
、
ガ
ス
お
よ
び
石
油
化
学
製
品
の
輸
入
・
輸
送
、
石
油
、
ガ
ス
お
よ
び
石
油
化
学
部
門
の
重
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要
機
材
・
技
術
の
輸
出）

（00
（

、
イ
ラ
ン
の
貨
物
飛
行
の
Ｅ
Ｕ
の
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
資
産
凍
結
お
よ
び
渡
航
禁
止
に
関
す
る
個
人
・
団
体

の
指
定
（
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
を
含
む）

（00
（

）
な
ど
各
種
分
野
に
お
け
る
す
べ
て
の
制
裁
・
制
限
措
置
が
含
ま
れ
る）

（00
（

。
ま
た
Ｅ
Ｕ
は
、「
採
択

日
」（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
＝
後
述
）
か
ら
八
年
後
の
日
ま
た
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
拡
大
結
論
（
当
該
国
の
す
べ
て

の
核
物
質
が
平
和
的
原
子
力
活
動
の
下
に
あ
る
と
い
う
結
論）

（00
（

）
を
出
す
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日
（「
移
行
日
」
と
い
う
）
に
、
Ｅ
Ｕ

の
拡
散
関
連
の
す
べ
て
の
制
裁
の
実
施
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
規
則
の
す
べ
て
の
規
定
を
終
了
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
た）

（00
（

。

　

ア
メ
リ
カ
の
独
自
制
裁
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
履
行
日
に
お
い
て
、
附
属
書
Ⅱ
に
定
め
る
制
裁
の
適
用
を
停
止
し
、
そ
の
停
止
を
継

続
す
る
も
の
と
さ
れ
た）

（00
（

。
そ
う
し
た
停
止
の
対
象
に
は
、
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
を
含
む
イ
ラ
ン
の
銀
行
・
金
融
機
関
と
の
金
融
・
銀
行
取

引
、
イ
ラ
ン
通
貨
リ
ア
ル
で
の
取
引
、
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
券
の
イ
ラ
ン
政
府
へ
の
提
供
、
イ
ラ
ン
原
油
の
販
売
の
縮
小
努
力
、
イ
ラ
ン

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
と
の
取
引
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
す
べ
て
の
核
関
連
の
制
裁
が
含
ま
れ
て
い
る）

（00
（

。
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
、
そ
れ
ら
の

制
裁
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
立
法
を
「
追
求
す
る
（seek

）」
こ
と
も
約
束
し
た）

（01
（

。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
の
場
合
と
は
異
な
り
、
対
象
と
な
る

制
裁
は
非
ア
メ
リ
カ
人）

（0（
（

に
対
す
る
制
裁
（
い
わ
ゆ
る
二
次
制
裁
）
に
限
定
さ
れ
て
お
り）

（00
（

、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
制
裁
の
す
べ
て
の
適
用
が
停
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
点
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
の
制
裁
と
ア
メ
リ
カ
の
制
裁
と
で
そ
の
処
理
に
か
か
る
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
場
合
に
は

制
裁
実
施
Ｅ
Ｕ
規
則
の
「
終
了
（term

inate

）」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
制
裁
の
「
適
用
の
終
了

（cease the application

）」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
の
相
違
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
内
に
お
け
る
法
制
度
お
よ
び
政
治
状

況
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
は
加
盟
国
の
す
べ
て
が
終
了
を
支
持
す
る
の
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
「
終

了
」
と
い
う
表
現
に
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
議
会
が
制
裁
法
の
終
了
に
賛
成
し
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
上
記
の
よ

う
な
表
現
と
な
っ
た
と
さ
れ
る）

（00
（

。
お
そ
ら
く
同
じ
理
由
か
ら
、
制
裁
の
再
導
入
と
新
規
制
裁
の
実
施
を
禁
止
す
る
規
定
で
も
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
で
の
み
「
大
統
領
と
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
従
っ
て
行
動
し
て
」
と
い
う
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る）

（00
（

。
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イ
ラ
ン
は
、
制
裁
の
解
除
に
関
し
て
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
い
か
な
る
規
定
も
ア
メ
リ
カ
の
制
裁
に
関
す
る
イ
ラ
ン
の
立
場
の
変
更
を
反

映
す
る
も
の
で
は
な
い）

（00
（

」
と
し
て
お
り
、
独
自
制
裁
の
部
分
的
・
段
階
的
解
除
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
独
自
制
裁
の
合
法
性
を
認

め
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

（00
（

。

⒟　

紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
三
六
項
、
附
属
書
Ⅳ
）

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
イ
ラ
ン
の
核
関
連
活
動
の
制
限
で
あ
れ
、
対
イ
ラ
ン
制
裁
の
解
除
で
あ
れ
、
一
定
の
約
束
を
す
る
以
上
、
そ

の
履
行
に
関
し
て
紛
争
が
生
ず
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
は
そ
う
し
た
紛
争
を
い
か
に
解
決
す
る
か
に
つ
い
て
の

手
続
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
扱
う
問
題
の
政
治
的
な
重
大
性
、
そ
の
安
全
保
障
上
の
機
微
な
性
格
を
反
映
し
て
複
雑
な
手
続
と

な
っ
て
い
る
。

　

紛
争
の
解
決
に
当
た
る
の
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
を
全
体
と
し
て
調
整
・
監
視
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
合
同
委
員
会
」
で
あ

り
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
の
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
お
よ
び
イ
ラ
ン
（
全
体
と
し
て
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
（JCPO

A
 participants

）」
と

い
う
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
合
同
委
員
会
の
任
務
に
は
前
述
の
ア
ク
セ
ス
提
供
に
関
す
る
も
の
を
含
め
様
々
な
も
の
が
あ
る
が）

（00
（

、
紛
争

解
決
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
も
イ
ラ
ン
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
約
束
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
問
題
を
合
同
委
員
会
に
付
託

す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
よ
う
な
手
続
に
従
う）

（00
（

。

　

ま
ず
合
同
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
一
五
日
間
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
延
長
可
）
の
解
決
努
力
を
行
う
。
解
決
し
な
い

場
合
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
は
一
五
日
間
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
延
長
可
）
の
外
相
レ
ベ
ル
の
解
決
努
力
に
付
託
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
違
反
疑
惑
の
原
告
も
被
告
も
、
外
相
レ
ベ
ル
の
解
決
努
力
と
同
時
に
ま
た
は
そ
れ
に
代
え
て
、
三
者
（
紛
争
当
事
者
＋
第
三
者
）

か
ら
な
る
諮
問
委
員
会
（A

dvisory Board

）
に
一
五
日
以
内
に
非
拘
束
的
な
意
見
を
出
す
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
合
同
委
員
会

は
そ
の
意
見
を
五
日
以
内
に
検
討
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
原
告
の
満
足
の
い
く
解
決
が
得
ら
れ
ず
、
か
つ
原
告
が
そ
の
問
題
を
「
重
大
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な
不
履
行
（significant non-perform

ance

）」
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
原
告
は
そ
の
問
題
を
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
約
束
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
履
行
を
終
了
す
る
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
／
ま
た
は
、
国
連
安
保
理
に
そ
の
問
題
を
重
大
な
不
履
行
と

し
て
「
通
報
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒠　

国
連
制
裁
の
復
活
（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
）
手
続
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
三
七
項
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
）

　

右
に
述
べ
た
紛
争
解
決
手
続
を
経
て
も
、
原
告
の
満
足
の
い
く
解
決
が
得
ら
れ
ず
、
か
つ
原
告
が
そ
の
問
題
を
重
大
な
不
履
行
で
あ

る
と
考
え
た
結
果
、
そ
の
問
題
を
安
保
理
に
「
通
報
」
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
後
の
手
続
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

次
の
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　

「［
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
］
参
加
国
等
」
か
ら
の
「
通
報
」
を
受
領
し
た
安
保
理
は
、「［
国
連
］
制
裁
の
解
除
を
継
続
す
る
」
旨
の
決
議
に
関

し
て
投
票
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、通
報
か
ら
三
〇
日
以
内
に
上
記
決
議
が
採
択
さ
れ
な
い

4

4

4

4

4

4

場
合
に
は
、（
安
保
理
が
別
段
の
決
定
を
行
わ

な
い
限
り
）
解
除
さ
れ
て
い
た
旧
安
保
理
決
議
が
再
度
適
用
さ
れ
る
（「
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
（snapback

）」
と
称
さ
れ
る
）。
た
だ
し
、

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
お
よ
び
安
保
理
決
議
と
両
立
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
イ
ラ
ン
ま
た
は
イ
ラ
ン
人
個
人
が
そ
れ
ら
の
再
適
用
前
に
締
結
し
た

契
約
に
遡
及
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）

（00
（

。

　

制
裁
の
「
解
除
を
継
続
す
る
」
旨
の
決
議
を
提
案
し
て
そ
れ
が
採
択
さ
れ
な
い
限
り
制
裁
を
再
開
す
る
と
い
う
手
続
は
、
そ
の
趣
旨

が
必
ず
し
も
理
解
し
易
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
目
的
と
効
果
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
決
議
を
提
案
す
る
目
的
は
、

背
景
に
重
大
な
不
履
行
の
疑
惑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
通
常
の
方
法
は
、
新
た
に
同
内
容
の
制
裁
決
議
を
採
択
す
る
か
、
単
に
か
つ
て
の
決

議
を
復
活
さ
せ
る
旨
の
決
議
を
採
択
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
表
決
に
は
安
保
理
の
手
続
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
常

任
理
事
国
の
拒
否
権
の
対
象
と
な
る
。
例
え
ば
イ
ラ
ン
と
良
好
な
関
係
に
あ
る
ロ
シ
ア
が
拒
否
権
を
行
使
す
れ
ば
制
裁
の
復
活
は
不
可
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能
と
な
る
し
、
そ
う
で
な
く
と
も
拒
否
権
の
行
使
を
ち
ら
つ
か
せ
れ
ば
、
制
裁
内
容
を
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

上
記
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
定
め
る
方
式
で
あ
れ
ば
、
制
裁
解
除
を
継
続
す
る
旨
の
決
議
案
が
否
決
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
制
裁
決

議
が
自
動
的
に
復
活
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
常
任
理
事
国
の
一
国
（
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
）
が
拒
否
権
を
行
使
し
さ
え
す
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
上
記
の
手
続
は
、
ア
メ
リ
カ
が
一
国
で
い
つ
で
も
こ
れ
ま
で
の
国
連
制
裁
の
す
べ
て
を
容
易
に
復
活
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
と
し
て
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
に
よ
る
重
大
な
不
履
行
を
抑
止
す
る
手
段
と
し
て
設
定
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
規
定
を
受
け
た
形
で
決
議
二
二
三
一
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
第
一
一
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
国
連
憲
章
第
四
一
条
の
下
で
行
動
し
て
、「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
」
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
重
大
な
不
履
行
で
あ
る
と
信
じ
る
問
題
の

「
通
報
」
を
受
け
た
場
合
に
は
、「［
制
裁
の
］
終
了
の
効
果
を
継
続
さ
せ
る
」
旨
の
決
議
案
を
表
決
に
付
す
こ
と
を
決
定
し
（D

ecides

）、

通
報
か
ら
一
〇
日
以
内
に
そ
う
し
た
決
議
案
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
安
保
理
議
長
が
決
議
案
を
提
出
し
て
表
決
に
付
す
こ
と
を

決
定
し
た
（decides

）
（01
（

）。
そ
の
上
で
第
一
二
項
に
お
い
て
、
同
じ
く
国
連
憲
章
第
四
一
条
の
下
で
行
動
し
て
、
第
一
一
項
に
い
う
決
議

が
採
択
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
第
一
一
項
に
い
う
通
報
か
ら
三
〇
日
後
に
、
終
了
し
て
い
た
制
裁
決
議）

（0（
（

が
終
了
前
と
同
様
の
態
様
で
適

用
さ
れ
る
こ
と）

（00
（

を
決
定
し
た
（D

ecides

）。

　

こ
う
し
て
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
関
連
規
定
を
受
け
て
、
基
本
的
に
そ
れ
を
国
連
憲
章
第
四
一
条
の
下
で
法

的
拘
束
力
あ
る
形
に
し
て
再
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
仔
細
に
見
る
と
、
両
者
は
完
全
に
同
一
の
制
度
を
規
定
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

4

4

4

4

4

の
関
連
規
定
で
は
安
保
理
へ
の
重
大
な
不
履
行
の
通
報
を
行
う
権
限
を

有
す
る
も
の
が
「［
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
］
参
加
国
等
（[JCPO

A
] participant

）」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
決
議
二
二
三
一

4

4

4

4

4

4

の
関
連
規

定
（
第
一
一
項
）
で
同
様
の
通
報
を
行
う
権
限
を
有
す
る
も
の
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
（JCPO

A
 participant State

）」
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
の
相
違
の
唯
一
の
直
接
の
帰
結
は
、
Ｅ
Ｕ
が
前
者
で
は
権
限
を
有
す
る
が
後
者
で
は
権
限
を
有
さ
な
い
と
さ
れ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
単
純
な
技
術
的
な
ミ
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
意
図
さ
れ
た
相
違
な
の
か
。
き
わ
め
て
重
要
な
内
容
を
有
す
る
安
保
理

決
議
に
つ
い
て
軽
々
に
ミ
ス
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
か
ろ
う）

（00
（

。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
を
外
す
だ
け
の
た
め
に
表
現
を
変
え

た
と
は
考
え
難
い
。
英
仏
独
の
三
国
が
通
報
を
希
望
し
な
い
の
に
、
Ｅ
Ｕ
の
み
が
通
報
を
希
望
す
る
と
い
っ
た
事
態
は
考
え
難
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
決
議
二
二
三
一
の
手
続
に
独
自
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
決
議
の
関
連
規
定
と
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の

関
連
規
定
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
は
、
決
議
の
下
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
安
保
理

に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
重
大
な
不
履
行
疑
惑
を
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
異
論
は
あ
り
え
る
。
第
一
に
、
決
議
二
二
三
一
の
規
定
は
経
緯
的
に
も
内
容
的
に
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

の
関
連
規
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
別
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
第
二
に
、
決
議
二
二
三
一
で
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
「
参
加

国
」
と
さ
れ
た
の
は
、
安
保
理
に
通
報
で
き
る
の
は
国
連
加
盟
国
で
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
に
は
当
然
に
そ
の
よ
う
な
権
利
が
あ
る
訳
で
は
な

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
仮
に
安
保
理
二
二
三
一
の
手
続
が
援
用
で
き
る
の
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
「
国
」
の
み
で
あ
る
と
し
て
も
、

参
加
国
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
安
保
理
決
議
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
離
れ
た
別
途
の
手
続
を
創
設
す
る

意
義
は
見
出
し
が
た
い
。
こ
う
し
た
異
論
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
第
一
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
イ
ラ
ン
を
含
め
て
合
意
さ
れ
た
枠
組
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
決
議
二
二
三
一
が
採
択
さ
れ
た
安

保
理
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
の
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
と
イ
ラ
ン
の
う
ち
安
保
理
常
任
理
事
国
で
あ
る
五
か
国
の
み
が
参
加
し
て
い
た
（
イ

ラ
ン
も
ド
イ
ツ
も
理
事
国
で
は
な
か
っ
た
）
の
で
あ
り）

（00
（

、
安
保
理
で
別
途
の
枠
組
み
が
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
決
議
二
二
三
一
に
は
イ
ラ
ン
以
外
の

4

4

4

4

4

4

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
の
み
に
よ
る
「
声
明
」
が
附
属
書
Ｂ
と
し
て
添
付

さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
決
議
本
文
に
お
い
て
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
て
も
い
る）

（00
（

。
そ
の
意
味
で
、
決
議
二
二
三
一
に
は
、

明
ら
か
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
は
異
な
る
重
要
な
規
定
が
現
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
二
に
、
た
し
か
に
国
連
憲
章
は
、
国
連
「
加
盟
国
」
に
対
し
て
安
保
理
の
注
意
を
促
す
権
限
を
与
え
て
い
る
（
第
三
五
条
）
が
、

こ
れ
は
国
連
憲
章
が
国
家
間
の
条
約
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
安
保
理
自
体
が
認
め
れ
ば
国
家
以
外
の
機
関
に
よ
る
同
様
の
行
為
が
不

可
能
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
憲
章
の
関
連
規
定
も
そ
れ
を
排
除
す
る
規
定
ぶ
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
実
際
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
関
連
規

定
で
は
、
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
て
も
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｕ
も
安
保
理
に
問
題
を
付
託
で
き
る
こ
と
が
前
提
の

規
定
ぶ
り
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
決
議
二
二
三
一
で
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
は
付
託
主
体
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
異
な
る
手
続
が

意
図
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
わ
ず
か
六
日
後
に
同
一
の
問
題
に
つ
い
て
同
一
の
手
続
を
規
定
す
る
は
ず
で
あ
っ

た
安
保
理
決
議
で
技
術
的
な
ミ
ス
が
起
こ
っ
た
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
に
相
違
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
（
部
分

的
に
）
異
な
る
手
続
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
第
三
六
項
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
違
反
の
疑
惑
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
合
同
委
員
会
に
付
託
し
て

解
決
の
努
力
を
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
で
も
原
告
の
満
足
の
い
く
解
決
が
得
ら
れ
ず
、
か
つ
原
告
が
そ
の
問
題
を
重
大
な
不
履
行
で

あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
問
題
を
国
連
安
保
理
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
安
保
理
へ
の
通
報
の
前
提
と
し

4

4

4

4

て4

合
同
委
員
会
に
よ
る
紛
争
解
決
努
力
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
決
議
二
二
三
一
で
は
、
安
保
理
へ
の
付
託
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
る
こ
と
が
要
件
と
し
て

4

4

4

4

4

規
定
さ
れ
て
い
な
い

4

4

4

だ
け
で
な
く
、
そ
の
第
一
〇
項
で
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｏ
Ａ
の
参
加
国
等
（
こ
こ
は
「
参
加
国
」
で
は
な
い）

（00
（

）
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
に
関
し
て
生
ず
る
問
題
を
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
手
続
を
通

じ
て
解
決
す
る
こ
と
を
「
奨
励
（Encourages

）」
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い）

（00
（

（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
手
続
を
規
定
す
る
第
一
一
項
と
第

一
二
項
が
国
連
憲
章
第
四
一
条
に
言
及
し
た
上
で
「
決
定
（D

ecides
）」
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
）。
そ
の
意
味
で
は
、
決
議

二
二
三
一
に
お
い
て
は
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
試
み
た
後
に
の
み
援
用
可
能
で
あ
る
と
す
る

の
は）

（00
（

正
し
く
な
い
。
少
な
く
と
も
、
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
す
こ
と
が
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
手
続
開
始
の
た
め
の
法
的
な
要
件

と
さ
れ
て
い
る
、
と
は
断
言
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
決
議
二
二
三
一
と
の
間
の
さ
ら
な
る
手
続
上
の
相
違
と
し
て
、
前
者
で
は
安
保
理
へ
の
「
通
報
」
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
を
尽
く
す
た
め
に
行
っ
た
誠
実
な
努
力
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る）

（00
（

（
そ
れ
は
紛
争
解

決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
す
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
意
す
る
）
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
規
定
は
含
ま

れ
て
い
な
い
（
そ
れ
は
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
す
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
）。
逆
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
含
ま
れ
て
い
る
手
続
上
の
相
違
と
し
て
、
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
は
、「
通

報
」
が
行
わ
れ
た
後
一
〇
日
以
内
に
制
裁
解
除
継
続
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
安
保
理
議
長
に
そ
の
提
出
を
義
務
づ
け
る

規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
も
、
根
拠
と
し
て
の
説
得
力
に
は
程
度
差
が
あ
る
も
の
の
、
上
記
の
結
論
（
決
議
二
二
三
一
は

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
制
度
を
全
く
変
更
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
た
の
で
は
な
い
）
を
支
持
す
る
相
違
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

第
三
に
、
で
は
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
は
異
な
る
手
続
を
規
定
し
た
と
し
て
、
そ
れ
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の

か
。
一
つ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
が
複
雑
で
長
期
に
わ
た
る
可
能
性
が
あ
る
（
三
〇
日
～
三
五
日
ほ
ど
）
こ
と
か

ら
、
迅
速
な
対
応
を
要
す
る
重
大
な
不
履
行
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
迂
回
し
て
直
ち
に

安
保
理
に
制
裁
の
復
活
を
求
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
い
と
考
え
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
核
兵
器
の
開
発
と
い
う
対
象

と
な
る
べ
き
事
態
の
重
大
性
を
考
え
れ
ば
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
実
際
、
後
述
の
よ
う
に
、
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
遅
ら
せ
る
目
的
で
利
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
ま
た
別
の
理
由
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
何
ら
か
の
理
由
で
機
能
し
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
制
裁
の
復
活
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
、
と
い
う
事
態
は
回
避
し
た
い
と
考

え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
決
議
二
二
三
一
の
関
連
規
定
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
ず
し
て
安
保
理
で
制
裁
復
活
の

手
続
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
な
規
定
ぶ
り
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
し
、
後
述
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
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Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
脱
退
後
の
決
議
二
二
三
一
に
基
づ
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

制
裁
復
活
手
続
援
用
の
際
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
由
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
な
い
の
で
違
法
無
効
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
の
批
判
は
関
係
国
か
ら
ほ
と
ん
ど
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た）

（01
（

の
も
事
実
で
あ
る）

（0（
（

。

　

な
お
、
こ
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
制
度
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
場
合
も
決
議
二
二
三
一
の
場
合
も
、
採
択
日
か
ら
一
〇
年
間
（
二
〇
二

五
年
一
〇
月
一
八
日
ま
で
）
適
用
さ
れ
る
が）

（00
（

、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
は
、
一
〇
年
の
経
過
の
後
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
制
度
を
五
年
間
延

長
す
る
決
議
を
提
案
す
る
と
の
意
図
を
表
明
し
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
延
長
に
は
改
め
て
そ
の
旨
の
決
議
の
採
択
が
必
要）

（00
（

）。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
手
続
の
最
終
的
な
目
的
と
効
果
が
制
裁
の
再
開
に
あ
る
以
上
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
専
ら

イ
ラ
ン
に
よ
る

4

4

4

4

4

4

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
重
大
な
不
履
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
イ
ラ
ン
は
、
制
裁
が
全
部
で
あ
れ
一
部
で

あ
れ
復
活
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
自
国
の
約
束
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
履
行
を
終
了
す
る
根
拠
と
し
て
扱
う
旨

を
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
自
体
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る）

（00
（

。

　

以
上
は
、
国
連
制
裁

4

4

4

4

の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
に
か
か
る
制
度
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
は
、
独
自
制
裁

4

4

4

4

の
再
導
入
や
制
裁
（
国
連
制

裁
と
独
自
制
裁
）
の
新
規
導
入
を
扱
う
規
定
も
あ
る）

（00
（

。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
い
て
履
行
を
終
了
し
た
制
裁
を
再

導
入
」
し
な
い
と
し
て
、
制
裁
の
再
導
入
を
禁
止
す
る
規
定
が
あ
る
ほ
か）

（00
（

、「
核
関
連
の
新
た
な
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
制
裁
も
、
核

関
連
の
新
た
な
Ｅ
Ｕ
の
制
裁
も
制
限
措
置
も
な
い
」
と
し
て
、
国
連
制
裁
と
独
自
制
裁
に
つ
き
、
今
後
核
関
連
の
新
た
な
制
裁
を
実
施

し
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
立
場
に
配
慮
し
た
文
言
が
加
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の）

（00
（

、
ア
メ

リ
カ
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
、「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
い
て
適
用
を
終
了
し
た
附
属
書
Ⅱ
に
定
め
る
制
裁
を
再
導
入
」
し
た
り）

（00
（

、「
核

関
連
の
新
た
な
制
裁
を
課
」
し
た
り
し
な
い
と
し
て
、
制
裁
の
再
導
入
と
核
関
連
の
新
た
な
制
裁
を
実
施
し
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
上
記
に
お
い
て
は
、
反
対
解
釈
の
結
果
と
し
て
、
核
関
連
以
外

4

4

4

4

4

で
あ
れ
ば
新
た
な
制
裁
の
導
入
も
排
除
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
文
脈
で
も
イ
ラ
ン
は
、
制
裁
の
復
活
や
核
関
連
の
新
た
な
制
裁
の
導
入
が
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
自
国
の
約
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束
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
履
行
を
終
了
す
る
根
拠
と
し
て
扱
う
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

（00
（

。

⑵　

関
連
す
る
期
日
と
時
間
枠

　

以
上
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
主
要
規
定
と
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
関
連
規
定
を
詳
細
に
見
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
用
い
ら
れ
て
い

る
時
間
枠
が
や
や
複
雑
か
つ
特
殊
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
簡
単
に
そ
の
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
は
、
附
属
書
Ⅴ
（
履

行
計
画
）
が
、
特
定
の
措
置
等
の
開
始
・
終
了
に
関
し
て
五
つ
の
日
を
特
別
な
名
称
を
付
し
て
定
め
て
い
る）

（01
（

。
そ
れ
ら
は
、
完
成
日
、

採
択
日
、
履
行
日
、
移
行
日
お
よ
び
国
連
安
保
理
決
議
終
了
日
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
完
成
日
（Finalisation D

ay

）」
と
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
交
渉
が
完
了
し
た
日
の
こ
と
で
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日
で
あ
る
。

　

次
に
「
採
択
日
（A

doption D
ay

）」
と
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
安
保
理
決
議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
か
ら
九
〇
日
が
経
過
し
た
日
か
、

ま
た
は
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
日
と
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
の
間
で
合
意
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
日
（
合
意
は
な

さ
れ
な
か
っ
た
）
と
さ
れ
る）

（0（
（

。
具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
承
認
す
る
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
採
択
が
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日

で
あ
る
の
で
、
採
択
日
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
、
採
択
日
に
効
力
を
生
ず
る
（com

e 

into effect

）
と
さ
れ
る）

（00
（

。
こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
合
意
さ
れ
た
後
に
そ
れ
が
発
効
す
る
ま
で
一
定
の
期
間
を
置
い
た
の
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｏ
Ａ
は
条
約
で
は
な
い
に
し
て
も
、
極
め
て
重
要
な
文
書
で
あ
り
、
関
係
国
の
議
会
の
支
持
な
く
し
て
は
効
果
的
な
実
施
が
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
特
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
骨
子

が
合
意
さ
れ
た
後
の
二
〇
一
五
年
五
月
に
「
イ
ラ
ン
核
合
意
検
討
法
（Iran N

uclear A
greem

ent Review
 A

ct

）
（00
（

）」
を
制
定
し
、
議

会
が
六
〇
日
間
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
検
討
の
期
間
を
持
つ
こ
と
を
定
め
た）

（00
（

。
イ
ラ
ン
議
会
も
同
様
に
、
八
〇
日
間
の
検
討
期
間
を
設
け
る
こ

と
に
議
会
が
合
意
し
た）

（00
（

。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
議
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
五
年
九
月
一
七
日
と
一
〇
月
一
三
日
に

承
認
が
得
ら
れ
た）

（00
（

。
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「
履
行
日
（Im

plem
entation D

ay

）」
と
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
関
連
措
置
の
履
行
を
検
認
す
る
報
告
書
を
提
出
す

る
日
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
で
あ
っ
た）

（00
（

。
こ
の
日
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
事
務
局
長
は
、「
イ
ラ
ン
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の

附
属
書
Ｖ
の
第
一
五
．
一
項
な
い
し
第
一
五
．
一
一
項
に
定
め
る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
検
認
し
た
こ
と
を
確
認
」
し
た）

（00
（

。

同
日
に
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
は
、
制
裁
解
除
の
措
置
を
と
る
も
の
と
さ
れ
る
。
国
連
制
裁
に
つ
い
て
は
、
安
保
理
決
議
に
従
っ
て
措
置
が

と
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
国
連
制
裁
の
終
了
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
こ
の
日

に
追
加
議
定
書
の
暫
定
的
適
用
を
開
始
し
、
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
を
完
全
に
履
行
す
る
も
の
と
さ
れ
る）

（00
（

。

　

な
お
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
「
履
行
日
」
と
は
直
接
の
リ
ン
ク
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
合
意
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日
に
、
イ

ラ
ン
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ）

011
（

」に
合
意
し
て
い
る
。こ
れ
は「
軍
事
的
な
側
面
の
可
能
性（Possible M

ilitary D
im

ensions

）
01（
（

）」

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
）
と
呼
ば
れ
て
き
た
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
疑
惑
に
関
す
る
問
題
を
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

最
終
的
に
解
決
す
る
た
め
の
工
程
表

で
あ
る
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
た
イ
ラ
ン
に
よ
る
説
明
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
照
会
、
技
術
専
門
家
会
合
、
討
議
な
ど
を
経
て
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
日
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
最
終
報
告
に
よ
れ
ば
、「
イ
ラ
ン
に
お
い
て
核

爆
発
装
置
の
開
発
に
関
連
し
た
一
連
の
活
動
は
二
〇
〇
三
年
末
よ
り
前
に
行
わ
れ
」、
若
干
の
活
動
は
二
〇
〇
三
年
後
に
も
行
わ
れ
た

が
、「
二
〇
〇
九
年
後
に
イ
ラ
ン
に
お
け
る
核
爆
発
装
置
の
開
発
に
関
連
し
た
活
動
の
確
実
な
兆
候
（credible 

indications

）
は
な

い
」
と
評
価
さ
れ
た）

010
（

。
こ
れ
を
受
け
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
は
、
一
二
月
一
五
日
に
こ
の
問
題
の
検
討
は
完
了
し
た
と
す
る
決
議
を
採
択

し
た）

010
（

。
以
上
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
規
定）

010
（

に
概
ね
沿
っ
た
日
程
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
無
事
に
履
行
日
を

迎
え
る
上
で
良
好
な
雰
囲
気
を
醸
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

「
移
行
日
（T

ransition D
ay

）」
と
は
、
採
択
日
か
ら
八
年
後
の
日
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
八
日
）
ま
た
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
イ
ラ
ン

に
つ
い
て
拡
大
結
論
を
出
す
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日
を
い
う
。
こ
の
日
に
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
は
、
履
行
日
に
解
除
さ
れ
な
か
っ
た

制
裁
の
う
ち
特
定
の
も
の
に
つ
い
て
解
除
を
行
い
（
Ｅ
Ｕ
）、
ま
た
は
、
適
用
が
停
止
さ
れ
て
い
た
制
定
法
に
基
づ
く
制
裁
を
終
了
さ
せ
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る
た
め
の
立
法
措
置
を
追
求
し
（
ア
メ
リ
カ
）、
イ
ラ
ン
は
、
大
統
領
お
よ
び
議
会
の
憲
法
上
の
役
割
に
従
っ
て
追
加
議
定
書
の
批
准
を

追
求
す
る
も
の
と
さ
れ
る）

010
（

。

　

「
国
連
安
保
理
決
議
終
了
日
（U

N
SCR T

erm
ination D

ay

）」
と
は
、（
以
前
の
安
保
理
決
議
が
復
活
し
な
い
限
り
）
採
択
日
か
ら

一
〇
年
後
の
日
（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
一
八
日
）
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
所
定
の
理
事
会
規
則
・
理
事
会
決
定
の
残
り
の
規
定
を
す
べ
て
終

了
さ
せ
る
。
こ
の
日
を
も
っ
て
決
議
二
二
三
一
の
規
定
と
措
置
は
終
了
し
、
そ
の
後
安
保
理
は
そ
れ
以
上
イ
ラ
ン
核
問
題
に
は
関
与
し

な
く
な
る）

010
（

。
た
だ
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
そ
の
後
も
存
続
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
約
束
は
別
で
あ
る）

010
（

（
表
３
参
照
）。

第
四
節　

包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
評
価

　

以
上
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
主
要
規
定
の
整
理
で
あ
る
。
極
め
て
複
雑
で
は
あ
る
が
、
詳
細
か
つ
入
念
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
疑
惑
と
の
関
係
で
い
か
な
る
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ン
は
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
利
用
の
た
め
の
再
処
理
は
実
用
化
し
て
い
な
い
の
で
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
へ
の
制
限
の
中
心
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
能
力
と
濃
縮
ウ
ラ
ン

の
貯
蔵
量
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

イ
ラ
ン
に
お
け
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
は
、
そ
れ
ま
で
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
度
に
し
て
二
〇
％
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が）

010
（

、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

に
お
い
て
は
三
．
六
七
％
ま
で
に
制
限
さ
れ
た
。
ウ
ラ
ン
濃
縮
は
天
然
ウ
ラ
ン
に
〇
．
七
％
含
ま
れ
る
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
度
を
高
め

て
い
く
作
業
で
あ
る
が
、
通
常
、
大
き
く
三
段
階
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
第
一
段
階
は
原
発
の
燃
料
に
利
用
さ
れ
る
濃
縮
度
三
～
五

％
、
第
二
段
階
は
医
療
用
に
利
用
さ
れ
る
濃
縮
度
二
〇
％
、
そ
し
て
第
三
段
階
が
核
兵
器
に
利
用
さ
れ
る
濃
縮
度
九
〇
％
以
上
で
あ
る
。

こ
の
濃
縮
度
の
上
昇
の
数
字
か
ら
は
想
像
し
難
い
が
、
天
然
ウ
ラ
ン
か
ら
第
一
段
階
ま
で
の
濃
縮
で
核
兵
器
用
の
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
製
造

の
全
作
業
量
の
七
割
が
完
了
し
、
第
二
段
階
で
九
割
が
完
了
す
る
と
い
わ
れ
る）

010
（

。
し
た
が
っ
て
低
濃
縮
度
で
あ
れ
、
濃
縮
の
制
限
は
核

兵
器
開
発
の
抑
制
に
は
重
要
な
の
で
あ
る
。
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濃
縮
ウ
ラ
ン
の
貯
蔵
量
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
は
、
上
記
濃
縮
度
上
限
の
範
囲
内
で
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
に
し
て
三
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
（
ウ
ラ
ン
で
二
〇
二
．
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
相
当
）
ま
で
に
制
限
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
前
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
濃
縮
ウ

ラ
ン
の
貯
蔵
量
（
約
一
二
ト
ン
）
の
わ
ず
か
二
．
五
％
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
貯
蔵
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
九
七
％
を
売
却

す
る
か
国
外
で
貯
蔵
す
る
た
め
に
国
外
に
搬
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る）

0（1
（

。
ま
た
、
核
兵
器
一
発
に
必

要
な
兵
器
級
核
物
質
の
製
造
に
は
、
濃
縮
度
三
．
六
七
％
の
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
で
一
〇
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
）
0（（
（

、
上
記
貯
蔵
量
の
制
限
は
、
核
兵
器
一
発
の
製
造
に
必
要
な
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
製
造
に
必
要
と
さ
れ
る
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
約
四
分
の

一
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る）

0（0
（

。

　

濃
縮
に
使
用
さ
れ
る
遠
心
分
離
機
の
「
設
置
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
約
二
万
基
か
ら
六
一
〇
四
基
へ
と
三
分
の
一
に
制
限
さ

れ
、
そ
の
う
ち
「
稼
働
」
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
約
一
万
基
か
ら
五
〇
六
〇
基
へ
と
半
減
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

後
者
の
数
の
遠
心
分
離
機
（
旧
型
に
限
定
さ
れ
る
）
を
稼
働
し
続
け
れ
ば
、
一
か
月
に
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
．
六
七
％
の
低
濃
縮

ウ
ラ
ン
（
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
）
を
生
産
で
き
る
と
さ
れ）

0（0
（

、
上
限
の
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
、
核
兵
器
の
製
造
に
必
要

な
一
ト
ン
余
り
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
に
す
る
に
は
七
～
八
か
月
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
九
〇
％
以
上
に
濃
縮
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
全
体
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
る
制
限
を
前
提
と
す
る
場
合
に
は
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
兵
器
一
発
の
製
造
に
必
要
な

濃
縮
度
と
量
の
ウ
ラ
ン
取
得
ま
で
の
期
間
（「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
タ
イ
ム
（breakout tim

e

）」
と
い
う
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
二
～
三

か
月
か
ら
少
な
く
と
も
一
年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る）

0（0
（

。

　

な
お
、
イ
ラ
ン
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
の
核
兵
器
の
製
造
に
利
用
さ
れ
る
再
処
理
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て
事
実
上
無
期

限
の
放
棄
を
約
束
し
て
お
り
、
こ
の
側
面
に
お
い
て
は
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
兵
器
保
有
へ
の
道
に
大
き
な
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
実
体
規
定
に
加
え
て
、
手
続
的
な
規
定
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
注
目
さ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛

争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
紛
争
解
決
機
関
と
し
て
の
機
能
も
付
与
さ
れ
た
合
同
委
員
会
を
中
心
に
、
極
め
て
詳
細
な
時
間
枠
に
従
っ
て
、
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他
の
参
加
国
等
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
約
束
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
問
題
の
解
決
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
紛
争
解

決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
し
て
も
問
題
が
解
決
せ
ず
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
約
束
の
「
重
大
な
不
履
行
」
が
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
参
加

国
等
に
は
、
最
終
的
に
（
し
か
も
容
易
に
）
国
連
制
裁
の
復
活
へ
と
つ
な
が
る
手
続
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
違
反
に
対

す
る
「
執
行
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
約
束
は
、
と
り
わ
け
手
続
面
に
お
い
て
、
と
て
も
「
自
発
的
措
置
」
を

定
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
厳
格
な
制
度
を
備
え
て
お
り
、
実
質
的
に
は
条
約
に
近
い
態
勢
を
と
っ
て
い
る
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
っ
て
、
制
度
的
に
は
政
治
的
拘
束
力

4

4

4

を
有
す
る
約
束
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
核
問
題
は
大
き
な
改
善
を
見
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
問
題
は
イ
ラ
ン
か
ら
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
政
権
交
代
か
ら
生
じ
た
。

第
五
章　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
包
括
的
共
同
作
業
計
画
か
ら
の
脱
退
と
諸
国
の
反
応

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
時
代
（
二
〇
一
七
年
一
月
ま
で
）
に
は
無
難
に
採
択
日
、
履
行
日
を
迎
え
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
履
行

に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
六
年
一
月
以
降
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
遵
守
の
確
認）

0（0
（

が
継
続
的
に
な
さ
れ
て
き

た
）
0（0
（

（
若
干
の
上
限
超
過
が
あ
っ
た
が
直
ち
に
是
正
措
置
が
と
ら
れ
た）

0（0
（

）。
し
か
し
、
す
で
に
二
〇
一
六
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
段

階
か
ら
、
共
和
党
の
候
補
で
あ
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
は
、「
ひ
ど
い
合
意
で
あ
る
」
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
第
一
優
先

順
位
と
主
張
し）

0（0
（

、
大
統
領
に
当
選
し
た
後
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
正
式
な
脱
退
表
明
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
問
題
と
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
原
子
力
活
動
へ
の
制

限
に
は
期
限
が
あ
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
サ
ン
セ
ッ
ト
条
項
」
の
存
在
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
度
や
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の

貯
蔵
量
に
対
す
る
制
限
は
、
一
五
年
経
過
す
れ
ば
解
除
さ
れ
、
イ
ラ
ン
は
そ
れ
ら
の
制
限
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
は
、
平
和
利
用
で
あ
る
限
り
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
に
対
す
る
制
限
は
な
く
、
高
濃
縮
ウ
ラ
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ン
の
製
造
・
保
有
も
認
め
ら
れ
る
（
前
述
の
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
構
想
参
照
）
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
イ
ラ
ン
の
核
問
題
は

扱
っ
て
い
る
が
、
イ
ラ
ン
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
問
題
は
扱
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
決
議
二
二
三
一
の
附
属
書
Ｂ
と
し

て
決
議
に
添
付
さ
れ
て
い
る
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
に
よ
る
「
声
明
」
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
イ
ラ
ン
は
、
移
行
日
（
採

択
日
か
ら
八
年
後
）
ま
で
核
兵
器
運
搬
能
力
の
あ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
の
活
動
を
行
わ
な
い
よ
う
「
要
請
」
さ
れ
て
お
り
、
決
議
に

お
い
て
も
そ
の
要
請
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
法
的
拘
束
力
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
イ
ラ
ン
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
発
足
の
数
日
後
に
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験
を
行
う
な
ど
実
験
を
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る）

0（0
（

。

　

大
統
領
就
任
の
初
年
で
あ
る
二
〇
一
七
年
の
当
初
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
二
〇
一
五
年
の
イ
ラ
ン
核
合
意
検
討
法
に
基
づ
い
て
、
Ｊ

Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
従
っ
た
イ
ラ
ン
に
対
す
る
制
裁
の
停
止
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
証
明
を
議
会
宛
に
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月

以
降
、
そ
の
証
明
を
行
う
こ
と
を
や
め）

001
（

、
二
〇
一
八
年
一
月
に
は
、
こ
れ
が
「
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
欠
陥
を

矯
正
す
る
補
充
的
合
意
が
不
可
能
と
判
断
す
れ
ば
直
ち
に
脱
退
す
る
と
し
て
、
上
記
の
二
つ
の
懸
念
と
よ
り
強
力
な
査
察
体
制
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
協
議
を
Ｅ
３
諸
国
と
行
っ
た
。
し
か
し
、
具
体
的
な
成
果
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た）

00（
（

。

　

二
〇
一
八
年
五
月
八
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
正
式
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
表
明
す
る
と
共
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
い
て

停
止
さ
れ
て
い
た
制
裁
の
復
活
を
命
じ
た
。す
な
わ
ち
、「
合
意
の
サ
ン
セ
ッ
ト
規
定
は
全
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
合
意

の
査
察
規
定
に
は
違
反
を
防
止
し
、
探
知
し
、
そ
し
て
処
罰
す
る
十
分
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
欠
い
て
い
る
」、「［
イ
ラ
ン
の
］
政
権
に
よ
る

核
弾
頭
を
運
搬
可
能
な
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
」、「
合
意
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
支
援
を
含
む
イ
ラ
ン
に
よ
る
不
安

定
化
活
動
を
何
ら
抑
圧
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
批
判
し
た
後
、「
し
た
が
っ
て
、
本
日
、
合
衆
国
が
イ
ラ
ン
核
合
意

か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
」
と
述
べ
る
と
共
に
、
同
盟
国
と
の
間
で
「
イ
ラ
ン
の
核
の
脅
威
に
対
す
る
真
の
包
括
的
で
永
続
的

な
解
決
」
を
追
求
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
「
強
力
な
制
裁
が
完
全
な
効
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た）

000
（

。
参
加
国
等
の
間
の
政
治

的
な
合
意
と
し
て
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
は
脱
退
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
一
方
的
な
宣
言
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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同
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
国
務
長
官
と
財
務
長
官
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
関
連
し
て
解
除
な
い
し
放
棄
さ
れ
て
い
た
合
衆

国
に
よ
る
す
べ
て
の
制
裁
の
復
活
の
た
め
の
措
置
を
直
ち
に
開
始
す
る
よ
う
命
ず
る
内
容
を
含
む
「
大
統
領
覚
書
（Presidential 

M
em

orandum

）」
に
署
名
し
た）

000
（

。
同
覚
書
に
よ
れ
ば
、
制
裁
の
復
活
は
可
及
的
速
や
か
に
、
遅
く
と
も
そ
の
発
出
か
ら
一
八
〇
日
以

内
に
完
了
す
る
も
の
と
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
に
は
国
務
省
の
記
者
ブ
リ
ー
フ
に
お
い
て
、
制
裁
の
復
活
は
九
〇
日
間
の
段
階
的
縮
小
と

六
か
月
間
の
段
階
的
縮
小
と
い
う
二
段
階
の
形
で
行
わ
れ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
た）

000
（

。
同
覚
書
で
は
、
イ
ラ
ン
の
問
題
行
動
と
し
て
、
イ

ラ
ン
が
追
加
議
定
書
に
反
す
る
形
で
軍
事
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拒
否
す
る
と
の
宣
言
を
行
っ
た
こ
と）

000
（

、
お
よ
び
イ
ラ
ン
が
二
〇
一
六

年
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
重
水
貯
蔵
の
上
限
を
二
度
超
え
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る）

000
（

。
そ
の
後
五
月
二
一
日
に
は
、
ポ
ン
ペ
オ
国
務

長
官
が
、
新
た
な
イ
ラ
ン
と
の
合
意
に
含
め
る
べ
き
と
し
て
一
二
項
目
の
要
求
を
行
っ
て
い
る）

000
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
一
部
の
国
は
脱
退
を
支
持
す
る
声
明
を
発
出
し
た
が）

000
（

、
欧
州
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
に
参
加
の
英
仏
独
の
三
国
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
脱
退
表
明
の
当
日
、「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
対
し
引
き
続
き
コ
ミ
ッ
ト
す
る
」
こ
と
を

強
調
す
る
共
同
声
明
を
発
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
れ
ば
イ
ラ
ン
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
引
き
続
き
遵
守
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
へ
の
参
加
を
続
け
る
と
し
、同
時
に
イ
ラ
ン
に
対
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
決
定
に
対
す
る
反
応
を
自
制
す
る
よ
う（show

 restraint

）」

求
め
た）

000
（

。

　

他
方
、
イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相
は
、
二
日
後
の
五
月
一
〇
日
付
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
宛
書
簡
に
お
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
よ
る
決
定
と
覚
書
を
「
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
明
確
な
違
反
（clear non-com

pliance

）」
で
あ
り
、
国
際
法
と
国
連
憲
章
の
完

全
な
無
視
で
あ
っ
て
、
非
妥
協
と
違
法
を
奨
励
す
る
も
の
と
し
て
非
難
し
た）

001
（

。
同
日
、
イ
ラ
ン
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
合
同
委
員
会
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
宛
書
簡
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
三
六
項
に
基
づ
く
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
開
始
し
た）

00（
（

。
そ
の
後
二
〇
一
九
年
四

月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
外
国
テ
ロ
組
織
と
し
て
の
指
定
な
ど
に
対
し
て
、
ザ
リ
フ
外
相
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
の

脱
退
を
「
選
択
肢
の
一
つ
」
と
発
言
す
る
な
ど
し
て
い
る）

000
（

。
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ア
メ
リ
カ
に
よ
る
脱
退
か
ら
ま
る
一
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
九
年
五
月
八
日
、
イ
ラ
ン
の
最
高
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

は
声
明
を
発
し
て
、
イ
ラ
ン
国
民
の
安
全
と
国
益
を
守
る
た
め
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
第
二
六
項
お
よ
び
第
三
六
項
の
権
利）

000
（

を
行
使
し
て
、
同

日
よ
り
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
イ
ラ
ン
の
措
置
の
一
部
を
停
止
す
る
命
令
を
発
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
制
裁
を
埋
め
合
わ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
設
定
さ
れ
な
い
限
り）

000
（

、
今
後
段
階
的
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
る
約
束
を
縮
小
し
て
い
く
旨
を

表
明
し
た）

000
（

。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
二
〇
一
九
年
五
月
に
第
一
段
階
と
し
て
、
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
貯
蔵
量
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
上
限
を
撤
廃
し）

000
（

、

七
月
に
は
第
二
段
階
と
し
て
ウ
ラ
ン
濃
縮
度
の
上
限
三
．
六
七
％
を
撤
廃
し
た）

000
（

。
そ
の
後
九
月
に
は
第
三
段
階
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

に
お
け
る
研
究
開
発
活
動
の
制
限
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
決
定
し）

000
（

、
一
一
月
に
は
第
四
段
階
と
し
て
、
フ
ォ
ル
ド
ウ
の
地
下
施
設
で

の
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
再
開
し
た）

000
（

。
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
に
は
、
米
軍
に
よ
る
ス
レ
イ
マ
ニ
革
命
防
衛
隊
司
令
官
の
殺
害
（
一
月

三
日
）
な
ど
を
受
け
た
第
五
段
階
の
措
置
と
し
て
、
も
は
や
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
制
限
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
旨
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
（
た

だ
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
は
引
き
続
き
受
け
る
と
し
て
い
る）

001
（

）。

　

最
後
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
制
限
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
宣
言
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
意
味
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ

う
は
言
っ
て
い
な
い）

00（
（

。
当
初
の
段
階
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
第
二
六
項
と
第
三
六
項
を
援
用
し
て
履
行
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
は
あ
く
ま
で
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
規
定
に
従
っ
て
行
動
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に

留
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
は
、（
そ
の
後
の
安
保
理
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
も
の
の
）
イ
ラ
ン
の
核
関
連
資
機

材
の
調
達
の
決
定
を
行
う
合
同
委
員
会
か
ら
の
脱
退
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
を
含
む
国
際
社
会
と
の
関
係
を

考
え
た
場
合
に
も
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
の
判
断
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
結
果
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
現
在
、
イ
ラ
ン
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
貯
蔵
量
は
（
濃
縮
度
四
．
五
％
ま
で
の
も
の
を
含
む
）
二

四
四
二
．
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り）

000
（

、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
上
限
の
約
一
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
科
学
国
際
安
全
保
障
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）の
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試
算
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
タ
イ
ム
は
三
か
月
半
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
量
は
核
兵

器
二
発
分
に
相
当
す
る）

000
（

。
他
方
で
イ
ラ
ン
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
従
う
形
で
、
ア
ラ
ク
に
お
け
る
当
初
の
設
計
に
基
づ
く
重
水
炉
の
建
設

は
行
っ
て
い
な
い
し
、
再
処
理
関
連
の
活
動
も
行
っ
て
い
な
い）

000
（

。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
証
措
置
を
引
き

続
き
受
け
入
れ
て
い
る）

000
（

。
こ
れ
が
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
核
関
連
活
動
の
現
状
で
あ
る
。

第
六
章　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
国
連
制
裁
復
活
（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
）
の
試
み

第
一
節　

武
器
禁
輸
決
議
の
不
発
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
の
援
用

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
規
定
で
は
な
い
が
、
決
議
二
二
三
一
に
附
属
書
Ｂ
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
に
よ
る
「
声
明
」
に

含
ま
れ
て
お
り
、
決
議
二
二
三
一
に
よ
っ
て
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
た
規
定
と
し
て
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
武
器
禁
輸
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
採
択
日
か
ら
五
年
後
（
ま
た
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
拡
大
結
論
を
確
認
す
る
報
告
を
提
出

す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日）

000
（

）
ま
で
の
あ
い
だ
適
用
さ
れ
る
制
度
と
し
て
、
戦
車
、
戦
闘
用
航
空
機
、
軍
用
艦
艇
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
国

連
通
常
兵
器
登
録
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
大
型
通
常
兵
器
（
大
型
武
器
）
ま
た
は
関
連
物
資
の
イ
ラ
ン
へ
の
移
転

4

4

に
つ
い
て
、
安

保
理
に
よ
る
ケ
ー
ズ
ご
と
の
事
前
承
認
を
必
要
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
じ
期
間
、
同
様
の
手
続
の
下
で
、「
武
器
ま
た

は
関
連
物
資
」
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
調
達

4

4

を
原
則
と
し
て
防
止
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た）

000
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
採
択
日
か
ら
五
年
後
の
二

〇
二
〇
年
一
〇
月
一
八
日
に
は
、
こ
う
し
た
武
器
禁
輸
の
原
則
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
武
器
禁
輸
等
を
継
続
す
る
た
め
の
決
議
案）

000
（

を
提
出
し
、
そ
の
決
議
案
は
二
〇
二
〇
年
八
月

一
四
日
に
表
決
に
付
さ
れ
た
が
、
二
（
米
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
）
対
二
（
中
露
）
棄
権
一
一
で
否
決
さ
れ
た）

000
（

。
こ
の
否
決
を
受
け
て
、

ア
メ
リ
カ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
定
め
る
国
連
制
裁
の
復
活
（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
）
手
続
の
援
用
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）

001
（

。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
〇
日
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
書
簡
を
安
保
理
議
長
宛
に
送
り
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
手
続
を
開
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始
し
た
。
す
な
わ
ち
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
第
一
一
項
に
従
い
、
イ
ラ
ン
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
約
束
の
重
大
な
不
履
行
」

を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
安
全
保
障
理
事
会
に
「
通
報
」
す
る
と
し
た
上
で
、
こ
の
通
報
に
よ
り
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
第
一
一
項

お
よ
び
第
一
二
項
に
定
め
る
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
、
同
決
議
第
七
項
⒜
の
下
で
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
措
置
（
国
連
制
裁
）
が
再
度

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
述
べ
た
。
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
こ
の
通
報
は
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
重
大
な
不
履
行
を
是
正
す
る
た
め

の
加
盟
国
に
よ
る
相
当
な
努
力
の
後
に
の
み
行
わ
れ
た
と
し
て
、
Ｅ
３
諸
国
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
合
同
委
員
会
へ
の
イ
ラ
ン
の
違
反
問

題
の
付
託
（
後
述
）
な
ど
に
言
及
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ラ
ン
の
重
大
な
不
履
行
は
継
続
し
た
の
で
、
他
に
選
択
肢
が
な
く
安
保
理

に
通
報
し
た
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
重
大
な
不
履
行
と
さ
れ
る
内
容
（
濃
縮
度
の
三
．
六
七
％
超
え
、
濃
縮
ウ
ラ
ン

の
貯
蔵
量
の
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
超
え
な
ど
）
を
列
挙
し
た）

00（
（

。

　

Ｅ
３
諸
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
重
大
な
不
履
行
の
合
同
委
員
会
へ
の
付
託
に
つ
い
て
は
、
若
干
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
３
諸

国
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
四
日
に
イ
ラ
ン
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
違
反
を
解
決
す
べ
く
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
同
委
員
会
に
問
題
を
付
託
し

た
。
Ｅ
３
諸
国
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
対
す
る
態
度
（
ア
メ
リ
カ
の
脱
退
に
も
拘
ら
ず
存
続
さ
せ
た
い
）
か
ら
し
て
、
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
究
極
的
に
は
国
連
制
裁
の
復
活
（
そ
れ
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
消
滅
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
）
を
見
据
え
て
い

る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
な
ぜ
Ｅ
３
諸
国
が
こ
う
し
た
行
動
に
出
た
の
か
訝
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
の
ボ
レ
ル
外
務
・

安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
に
よ
る
と
、
三
国
が
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
開
始
さ
せ
た
動
機
は
、
ま
さ
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
維
持
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
時
間
枠
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
進
展
を
継
続
的
に
遅
ら
せ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
違
反
問
題
が
安
保
理
に
付
託
さ
れ
て
制
裁
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と

い
う
の
で
あ
る）

000
（

（
も
ち
ろ
ん
Ｅ
３
諸
国
に
は
イ
ラ
ン
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
遵
守
を
求
め
る
意
図
も
あ
っ
た）

000
（

）。
ア
メ
リ
カ
は
、
安
保
理
決
議

二
二
三
一
が
制
裁
復
活
手
続
に
関
連
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
に
対
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
に
関
し
て
生
ず
る
問
題
を
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
に
定
め
る
手
続
を
通
じ
て
解
決
す
る
よ
う
「
奨
励
」
し
て
い
る
（
第
一
〇
項
）
こ
と
を
意
識
し
て
、
こ
の
Ｅ
３
に
よ
る
（
異
な
る
意
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図
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
）
合
同
委
員
会
へ
の
問
題
の
付
託
に
言
及
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｅ
３
諸
国
を
含
め
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
参
加
国
等）

000
（

と
ア
メ
リ
カ
と
の
立
場
の
相
違
は
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
。
二
〇
二

〇
年
八
月
二
〇
日
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
の
開
始
に
対
し
て
、
Ｅ
３
諸
国
は
同
日
に
安
保
理
の
議
長
に
書
簡
を
送

り
、「
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
八
年
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
参
加
国
等
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
の
で
あ
る
か
ら
」そ
の
通
報
は
無
効
で
あ
る
と
主

張
し
た）

000
（

。
同
様
に
、
他
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
の
ロ
シ
ア
と
中
国
も
、「
合
衆
国
は
二
〇
一
八
年
に
自
ら
の
意
思
で
正
式
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

か
ら
脱
退
し
た
の
で
あ
る
か
ら
…
第
一
一
項
を
含
む
決
議
二
二
三
一
に
規
定
す
る
手
段
を
利
用
す
る
権
利
を
失
っ
て
い
る）

000
（

」（
ロ
シ
ア
）、

「
合
衆
国
は
も
は
や
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
参
加
国
等
（participant

）
で
は
な
い
［
の
で
あ
る
か
ら
］、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

援
用
さ
れ
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い）

000
（

」（
中
国
）
と
主
張
し
た
。
イ
ラ
ン
は
八
月
二
〇
日
に
な
っ
て
長
文
の
事
実
と
法
に
関
す
る
見
解
を

安
保
理
に
送
付
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ
の
参
加
を
終
了
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
通
報
」
は
安
保
理
決
議
二
二
三

一
の
手
続
を
乱
用
し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
権
利
は
な
い
と
主
張
し
た）

000
（

。

　

し
か
し
、
通
報
か
ら
三
〇
日
が
経
過
し
た
二
〇
二
〇
年
九
月
一
九
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
、「
合
衆
国
は
、
本

日
、
以
前
終
了
し
て
い
た
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
対
す
る
事
実
上
す
べ
て
の
国
連
制
裁
が
復
活
し
た
こ
と
を
歓
迎
す
る）

000
（

」
と
述

べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
３
の
外
相
は
、
翌
日
、
共
同
声
明
を
発
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
八
年
五
月
八
日
に
合
意
か
ら
脱
退
し
た

後
［
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
］
の
参
加
国
等
で
は
な
く
な
っ
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「［
安
保
理
決
議
］
二
二
三
一
の
第
一
一
項
に
基
づ
く
通

報
の
意
図
は
法
的
な
効
果
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
主
張
し
た）

001
（

。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
は
機
能
し
て
い

る
と
主
張
し
、
他
の
関
係
国
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
い
う
、「
不
思
議
の
国
の
安
保
理）

00（
（

」
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
に
安
保
理
の
議
長
を
務
め
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
理
事
国
と
協
議
し
、
多
く
の
理
事
国
か
ら
書
簡
を
受
領
し
た
後
、

一
理
事
国
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
特
別
な
立
場
を
と
り
、
相
当
数
の
理
事
国
は
異
な
る
見
解
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、

「
安
保
理
に
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
議
長
は
さ
ら
な
る
行
動
を
と
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
る
」
と
述
べ
た）

000
（

。
九
月
の
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議
長
国
で
あ
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
も
同
様
の
立
場
を
と
っ
た）

000
（

。「
さ
ら
な
る
行
動
」
と
は
、
決
議
二
二
三
一
の
第
一
一
項
に
い
う
議
長
に
よ
る

決
議
案
の
提
出
な
ど
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
法
的
正
当
化

　

右
の
二
つ
の
対
立
す
る
主
張
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
の
主
張
の
方
が
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ス
ナ
ッ

プ
バ
ッ
ク
の
前
提
と
し
て
の
制
裁
解
除
を
継
続
す
る
旨
の
決
議
案
の
否
決
と
い
う
事
実
が
な
い
と
い
う
一
事
か
ら
し
て
、
そ
う
い
う
ほ

か
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
安
保
理
の
理
事
国
の
大
勢
も
、
ア
メ
リ
カ
は
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
を
援
用
す
る
権
利

を
失
っ
て
お
り
、
そ
の
行
為
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た）

000
（

。
学
説
上
も
同
様
の
意
見
が
強
い）

000
（

。

　

で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
い
か
に
し
て
そ
の
主
張
を
法
的
に
正
当
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
二
〇
年
八
月
二
一
日
付
の

国
連
事
務
総
長
宛
の
書
簡
に
添
付
し
て
「
合
衆
国
は
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
基
づ
い
て
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
明
確
な
権
利

を
有
す
る
」
と
題
す
る
文
書
を
送
付
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
が
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
し
た
法
的
根
拠
は
次
の
よ
う
な
点

に
あ
る
と
さ
れ
る）

000
（

。

　

第
一
に
、
決
議
二
二
三
一
で
設
定
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
（JCPO

A
 participants

）」
と
い
う
用
語
は
、「
内
容
に
お
い

て
確
定
し
て
お
り
、
時
間
を
超
え
て
固
定
し
て
（fixed in content and fixed over tim

e

）」
お
り
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
そ
こ
で
特

定
さ
れ
た
国
に
対
し
て
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
と
い
う）

000
（

。す
な
わ
ち
、決
議
二
二
三
一
の
第
一
〇
項
は「
Ｊ

Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
」
を
定
義
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
合
衆
国
」
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
の
一
つ
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
決
議
の
第
一
一
項
は
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
た
め
の
要
件
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
が
安
保

理
に
対
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
基
づ
く
約
束
の
「
重
大
な
不
履
行
」
と
考
え
る
問
題
を
通
報
す
る
こ
と
で
あ
る）

000
（

。
そ
こ
に
お
い
て
、
現
に

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
参
加
し
て
い
る
と
か
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
約
束
を
完
全
に
履
行
し
て
い
る
と
い
っ
た
要
件
を
課
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
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が
、
そ
の
よ
う
な
追
加
の
要
件
は
課
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
、
第
一
一
項
で
は
Ｅ
Ｕ
を
除
外
す
る
形
で
主
体
の
点
で
は
要
件
を
厳
し
く

し
て
い
る）

000
（

。
安
保
理
の
定
義
し
た
用
語
の
意
味
を
変
え
、
安
保
理
が
創
設
し
た
権
利
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
安
保
理
が
後
の

決
議
を
採
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
、
と
す
る）

001
（

。

　

第
二
に
、
決
議
二
二
三
一
の
採
択
後
の
事
態
は
ア
メ
リ
カ
が
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
権
利
に
影
響
し
な
い
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
下
に
お
け
る
「
非
拘
束
的
な
政
治
的
約
束
（non-binding political com

m
itm

ents

）」
は
、
決
議
二
二
三
一
に

基
づ
き
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
「
法
的
権
利
（legal right

）」
と
は
別
物
（separate and distinct

）
で
あ
る
と
し
た
上
で）

00（
（

、

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
の
宣
言
は
、
非
拘
束
的
な
政
治
的
取
決
め
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
対
し
て
の
み
効
果
を
有
す
る
の
で
あ
り
、

法
的
に
は
、
決
議
二
二
三
一
に
も
、
同
決
議
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
権
利
に
も
法
的
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
す
る）

000
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
説
明
は
、
一
言
で
い
え
ば
詭
弁
の
類
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
い
っ
た
ん
安
保
理
決
議
で
定
め
ら
れ
た
定
義
を
変
更
す

る
に
は
新
た
な
安
保
理
決
議
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
一
般
論
の
正
し
さ
は
否
定
で
き
な
い
が
、
安
保
理
決
議
で
定
め
ら
れ
た
定
義
は
い

か
な
る
意
味
で
も
確
定
し
て
固
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
定
義
で
あ
っ
て
も
、
後
の
事
態
の
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
。「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
」
の
定
義
は
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ラ
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
元
法
務
担
当
国
連
事
務
次
長
補
が
述
べ
る
よ
う
に）

000
（

、
決
議
二
二
三
一
の
第
一
〇
項
に
お

け
る
「
合
衆
国
」
へ
の
言
及
は
純
粋
に
事
実
の
記
述
（descriptive
）
で
あ
っ
て
、
事
実
の
問
題
と
し
て
、
決
議
採
択
時
の
参
加
国
等

を
列
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

安
保
理
決
議
の
解
釈
は
必
ず
し
も
条
約
解
釈
と
同
一
の
規
則
に
従
う
訳
で
は
な
い
が
、
条
約
法
条
約
の
解
釈
規
則
は
安
保
理
決
議
の

解
釈
に
お
い
て
指
針
（guidance

）
を
提
供
す
る
と
さ
れ
る）

000
（

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
コ
ソ
ボ
事
件
勧
告
的
意
見
）
と
こ
ろ
、
決
議
二
二
三
一
の
第

一
一
項
に
い
う
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
（JCPO

A
 participant State

）」
を
「
文
脈
に
よ
り
か
つ
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
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与
え
ら
れ
る
通
常
の
意
味
」（
条
約
法
条
約
第
三
一
条
一
項
）
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ａ
に
参
加
し
て
い
る
国

を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
条
約
と
安
保
理
決
議
の
解
釈
規
則
の
違
い）

000
（

を
考
慮
し
て
も
、
こ
の
点
に
異
論
は
あ
る
ま

い
。
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
八
年
五
月
八
日
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
署
名
し
た
大

統
領
覚
書
に
も
、「
合
衆
国
に
よ
る
［
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
］
へ
の
参
加
の
終
了

4

4

4

4

4

（Ending U
nited States Participation in the JCPO

A

）」

（
傍
点
引
用
者
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る）

000
（

。
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ
の
参
加
が
終
了
し
た
点
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
ア
メ
リ

カ
に
よ
っ
て
明
言
さ
れ
て
も
い
る）

000
（

。
参
加
を
終
了
し
た
国
が
「
参
加
国
」
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
い
か
な
る
解
釈
手
段
を
駆
使
し
て

も
到
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
結
論
と
い
う
ほ
か
な
い
。
自
国
を
含
む
国
を
列
挙
す
る
「
参
加
国
等
（participants

）」
の
定
義
を
変

更
す
る
安
保
理
決
議
が
な
い
の
で
自
国
は
「
参
加
国
（participant State

）」
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、
国
連
憲
章
第
二
三
条
が
改
正

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
は
い
ま
な
お
安
保
理
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
と
い
う
に
近
い
響
き
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
決
議
二
二
三
一
は
法
的
性
格
を
異
に
す
る
別
文
書
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
点
は
、
決
議
二
二
三

一
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
全
体
と
し
て
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
両
者
が
無
関
係

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
決
議
二
二
三
一
の
採
択
を
予
定
し
て
お
り
、
決
議
の
採
択
が
基
本
的
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
の
発
効
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
決
議
二
二
三
一
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
前
提
と
し
た
規
定
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

第
一
六
項
～
第
二
〇
項
に
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
ま
で
付
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
相
互
に
連
結
（intertw

ine; 

interconnect

）
し
て
い
る
の
で
あ
る）

000
（

。
も
ち
ろ
ん
両
者
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
個
々
の
規
定
を
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
両
者
は
「
別
物
（separate and distinct

）」
で
あ
る
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
か
か
る
事
態
が
決
議
二
二
三
一
に
ま
っ
た

く
影
響
を
与
え
な
い
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
そ
し
て
、
あ
る
国
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
」
で
あ
る
か
否
か
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら

離
れ
て
は
決
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ル
ト
ン
前
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
も
、
現
役
の
補
佐
官
時
代
に
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
し
た
日
の
記
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者
会
見
で
）「
我
々
は
［
イ
ラ
ン
核
］
合
意
か
ら
出
た
の
で
あ
る
か
ら
、［
決
議
二
二
三
一
］
は
使
わ
な
い）

000
（

」
と
述
べ
て
い
た
し
、
ま
た

退
職
後
も
、
上
記
の
ア
メ
リ
カ
の
主
張
は
「
法
的
に
誤
り
で
あ
る
（incorrect legally

）」
と
断
じ
て
い
る）

001
（

。

　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
主
張
に
対
す
る
追
加
的
な
反
論
と
し
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
が
、
イ
ラ
ン
と
ロ
シ
ア
の
援
用
し
た
信
義

誠
実
の
原
則
と
「
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ズ
（clean hands

）」
の
原
則
で
あ
る）

00（
（

。
そ
れ
が
国
際
法
上
の
原
則
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
い

え
る
か
否
か
は
別
と
し
て）

000
（

、
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ズ
の
原
則
と
は
、「
違
法
な
行
為
を
行
っ
た
国
は
、
他
の
国
の
側
に
お
け
る
対
応
す
る
違

法
に
つ
い
て
異
議
申
立
て
を
行
う
に
必
要
な
司
法
上
の
原
告
適
格
（locus standi in judicio

）
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」（
フ
ィ
ッ

ツ
モ
ー
リ
ス
）
と
い
う
原
則
で
あ
る）

000
（

。
あ
る
い
は
英
米
法
上
は
、「
信
義
誠
実
な
ど
の
衡
平
原
則
に
違
反
し
た
当
事
者
は
、
衡
平
な
救
済

を
求
め
ま
た
は
衡
平
な
防
禦
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
原
則
で
あ
る）

000
（

。
イ
ラ
ン
も
ロ
シ
ア
も
、
明
示
的
に
は
「
ク
リ
ー

ン
・
ハ
ン
ズ
」
の
原
則
に
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
両
国
が
援
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
勧
告
的
意
見
の
一
節
（「
自
ら
の
義
務

を
否
認
し
ま
た
は
履
行
し
な
い
当
事
者
は
、
そ
の
関
係
か
ら
生
ず
る
と
主
張
す
る
権
利
を
保
持
し
て
い
る
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
」）
か
ら
し
て）

000
（

、
そ
の
主
張
は
同
原
則
を
念
頭
に
置
い
て
な
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
原
則
の
本
件
へ
の
当
て
は
め
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
脱
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

に
基
づ
く
異
議
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
決
議
二
二
三
一
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
上
述
の
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
」
で
は
な
い
の
で
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
手
続
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
（
ク
リ
ー
ン
・

ハ
ン
ズ
の
原
則
を
援
用
す
る
ま
で
も
な
く
）
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
厳
密
に
法
的
に
い
え
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
法
的
な
合
意
で
は
な
い

こ
と
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
や
決
議
二
二
三
一
に
違
反
し
た
か
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
終
了

さ
せ
た
）
制
裁
の
復
活
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
後
の
こ
と
で
あ
り）

000
（

、
ま
た
決
議
二
二
三
一
は
国
連
加
盟
国
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
履
行

を
支
持
す
る
た
め
に
適
当
な
行
動
を
と
る
よ
う
「
要
請
」
し
た
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
法
的
に
義
務
づ
け
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
は
「
違
法
な
行
為
」
を
行
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ズ
の
原
則
を
本
件
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に
当
て
は
め
る
必
要
は
な
い
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
地
位
か
ら
し
て
、
厳
密
に
法
的
な
観
点
か
ら
こ
の
原
則
を
本
件
に
当

て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
は
疑
問
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
し
て
そ
の
約
束
の
内
容
を
無
視
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
留
ま
っ
て
そ
れ
に

違
反
す
る
こ
と
と
の
間
に
、（
と
り
わ
け
違
反
の
対
象
と
な
っ
た
国
に
と
っ
て
は
）
実
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ク

リ
ー
ン
・
ハ
ン
ズ
の
原
則
を
広
義
に
捉
え
て
、
衡
平
の
原
則
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
行
為
が
衡
平
の
原
則
に
も
と
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
イ
ラ
ン
や
ロ
シ
ア
の
主
張
し
た
「
信
義
誠
実
」
の
原
則
（
信
義
則
）
と
の
関
係
で
も
い
え
る
。
た
だ
、

信
義
誠
実
の
原
則
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
国
際
法
上
の
権
利
義
務
の
源
泉
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
国
際
法
規
則
の
背
景
と
な

る
べ
き
原
則
に
過
ぎ
な
い）

000
（

。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
法
的
に
は
あ
く
ま
で
補
足
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る

に
留
ま
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
三
節　

ア
メ
リ
カ
の
行
動
へ
の
疑
問

　

以
上
の
ア
メ
リ
カ
の
主
張
の
不
可
思
議
さ
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
と
っ
た
行
動
に
も
若
干
理
解
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
一
に
、

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
ず
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
に
よ
っ
て
制
裁
を
復
活
さ
せ
、
し
か
る
後
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
す
る
と
い
う
手

順
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
。
第
二
に
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
、
決
議
二
二
三
一
に
従
っ
た
権
利
の
行
使
と
い
い
な
が
ら
、
決
議
第
一
一
項

に
従
っ
た
イ
ラ
ン
に
よ
る
重
大
な
不
履
行
の
「
通
報
」
を
行
っ
た
後
に
、
同
項
に
定
め
る
「［
制
裁
の
］
終
了
の
効
果
を
継
続
さ
せ
る
」

旨
の
決
議
案
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
か）

000
（

。
第
三
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
二
〇
一
八
年
五
月
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
と
同
時
に
、

解
除
し
て
い
た
制
裁
の
復
活
の
た
め
の
措
置
を
直
ち
に
と
る
よ
う
命
じ
た
に
も
拘
ら
ず）

000
（

、
な
ぜ
さ
ら
に
国
連
制
裁
の
再
開
の
た
め
の
ス

ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。

　

第
一
の
疑
問
（
な
ぜ
脱
退
前
に
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
）
に
は
、
上
記
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
説
明
を
基
礎
と
す
れ
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ば
、
次
の
よ
う
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
脱
退
後
に
も
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
、
順
番
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
関
係
す
る

事
実
と
主
張
を
整
合
的
に
理
解
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
は
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ

ク
手
続
を
援
用
す
る
こ
と
な
く
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
す
る
と
い
う
戦
略
的
な
誤
り
を
犯
し
た
の
で
あ
っ
て
、
誤
り
に
気
づ
い
た
時
に

は
す
で
に
手
遅
れ
で
、
そ
の
た
め
上
記
の
よ
う
な
極
め
て
疑
わ
し
い
法
論
理
を
捻
出
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
性
急
な
脱
退

は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
強
い
反
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
感
情
が
深
慮
な
く
脱
退
へ
と
直
結
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
の
い

う
よ
う
に）

001
（

、
イ
ラ
ン
政
府
の
崩
壊
か
、
そ
の
屈
服
か
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
同
様
な
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

第
二
の
疑
問
（
な
ぜ
決
議
案
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
か
）
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ン

の
重
大
な
不
履
行
に
つ
い
て
安
保
理
に
「
通
報
」
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
決
議
二
二
三
一
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
国
連
制
裁
の
終
了

を
継
続
す
る
決
議
案
を
提
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
拒
否
権
を
行
使
し
て
、
国
連
制
裁
の
復
活
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
〇
二
〇
年
八
月
の
安
保
理
議
長
）
か
ニ
ジ
ェ
ー

ル
（
同
年
九
月
の
安
保
理
議
長
）
が
提
出
す
る
と
考
え
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
が）

00（
（

、
両
国
は
提
出
し
な
か
っ
た
し
、
最
終
的
に
ア
メ
リ

カ
も
提
出
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。

　

ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
い
っ
た
安
保
理
議
長
が
決
議
案
を
提
出
す
る
の
を
期
待
し
た
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く

事
実
で
あ
ろ
う
。
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
も
、「
通
報
」
か
ら
一
〇
日
以
内
に
理
事
国
か
ら
決
議
案
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
安
保

理
の
議
長
が
決
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
「
決
定
」
さ
れ
て
お
り
、
議
長
に
は
そ
の
よ
う
な
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
何
よ

り
も
議
長
に
よ
る
決
議
案
の
提
出
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
正
式
な
安
保
理
の
手
続
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
手
続
的
な
不
備
（
ア
メ
リ
カ
が
も
は
や
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
援
用
で
き
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
で
は
な
い
点
）
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が
外
見
上
治
癒
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
長
は
動
か
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
ア
メ
リ
カ
が
決
議
案

を
提
出
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

　

八
月
や
九
月
の
議
長
の
対
応
か
ら
し
て
、
議
長
が
（
当
該
決
議
案
の
提
出
に
つ
き
決
議
二
二
三
一
に
反
す
る
決
議
案
の
提
出
で
あ
る

と
す
る
理
事
国
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
受
け
て
）
規
則
違
反
の
裁
定
を
下
す
可
能
性
は
低
く
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
規
則
違
反
と
い
う
裁

定
に
ア
メ
リ
カ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
、
そ
の
裁
定
は
手
続
事
項
と
し
て
即
時
に
安
保
理
の
表
決
に
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
（
安
保
理
仮
手
続
規
則
の
規
則
三
〇）

000
（

）。
安
保
理
の
手
続
事
項
の
表
決
に
お
い
て
は
拒
否
権
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、

九
理
事
国
の
賛
成
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
（
国
連
憲
章
第
二
七
条
二
項
）、
安
保
理
の
現
理
事
国
一
五
か
国
の
う
ち
一
三
か
国
が
ア
メ
リ

カ
の
主
張
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
支
持
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ

の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
に
か
か
る
試
み
は
安
保
理
の
手
続
に
お
い
て
正
式
に
拒
否
さ
れ
た
、
と
い
う
事
実
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
完
全
な
敗
北
よ
り
も
、
正
当
性
は
疑
わ
し
い
も
の
の
重
大
な
不
履
行
の
「
通
報
」
か
ら
三
〇
日
後

に
国
連
制
裁
の
復
活
を
一
方
的
に
宣
言
す
る
と
の
選
択
肢
の
方
が
ま
だ
「
マ
シ
」
だ
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
ア
メ

リ
カ
に
よ
る
決
議
案
提
出
の
前
段
階
の
手
続
事
項
と
し
て
の
「
議
題
の
採
択
」（
安
保
理
仮
手
続
規
則
の
規
則
九）

000
（

）
に
お
い
て
、
同
様
な

過
程
を
経
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
、
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
が
安
保
理
の
議
長
国
と
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
決
議
二
二
三
一
に
よ
れ

ば
、「
通
報
」
後
に
制
裁
解
除
継
続
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
安
保
理
の
議
長
が
決
議
案
を
提
出
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
議
長
と
し
て

4

4

4

4

4

決
議
二
二
三
一
に
従
っ
て
決
議
案
を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
決
議
に
則
っ
た
行
為
と

し
て
正
当
性
の
外
観
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
そ
も
そ
も
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
通
報
」
自

体
が
無
権
利
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
る
の
は
必
定

で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
手
続
事
項
と
し
て
表
決
が
行
わ
れ
、
上
記
と
同
様
の
過
程
を
辿
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
可
能
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性
の
問
題
と
し
て
も
、
制
裁
解
除
継
続
の
決
議
案
は
安
保
理
の
議
長
し
か
提
出
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
議
長
に
よ
る

提
出
は
予
備
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
理
事
国
で
あ
れ
提
出
で
き
る
し
、
何
よ
り
も
「
通
報
」
を
行
っ
た
理
事
国
が
提
出
に
利

益
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
が
議
長
に
な
る
ま
で
決
議
案
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
に
、
議
長
に
な
っ
た
途
端
に
決

議
案
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
も
ま
た
、「
議
題
の
採
択
」
の
段
階
に
お
け
る
否
決
と
い
う
可

能
性
の
方
が
高
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

第
三
の
疑
問
（
な
ぜ
国
連
制
裁
に
こ
だ
わ
る
の
か
）
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
回
答
で
き
る
。
制
裁
に
は
主
と
し
て
安
保
理
決
議
に

基
づ
く
国
連
の
制
裁
と
国
連
の
枠
外
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
独
自
制
裁
（
一
方
的
制
裁
と
も
い
う
）
と
が
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
、
前
者

が
法
的
拘
束
力
を
伴
う
安
保
理
の
「
決
定
」
の
形
を
と
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
が
そ
の
履
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
法
的

拘
束
力
を
伴
わ
な
い
「
要
請
」
の
形
を
と
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
形
式
上
違
法
な
措
置
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
効
果
を
も
つ
こ
と
に
な

る
し）

000
（

、
形
式
上
違
法
で
な
い
措
置
に
つ
い
て
は
法
的
・
政
治
的
正
当
性
の
外
観
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
独
自
制
裁
の

合
法
性
に
関
し
て
は
、
国
際
社
会
に
必
ず
し
も
一
致
し
た
見
解
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
違
法
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
根
強
い）

000
（

。
こ
の
点

は
、
そ
の
合
法
性
・
正
当
性
に
ま
っ
た
く
疑
義
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
国
連
制
裁
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

ま
た
、
独
自
制
裁
の
場
合
に
は
、
一
国
な
い
し
同
志
国
の
み
に
よ
る
制
裁
と
な
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
経
済
制
裁
が
す
べ
て
の
関
係

国
が
一
致
し
て
実
施
し
て
は
じ
め
て
効
果
が
あ
が
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、一
般
論
と
し
て
は
実
効
性
が
劣
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う）

000
（

。

ア
メ
リ
カ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
制
裁
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
団
体
等
と
取
引
を
継
続
す
る
第
三
国
の
団
体
等
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

二
次
制
裁
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
禁
止
・
制
限
す
る
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
の
団
体
等
を
実

質
的
に
制
裁
に
組
み
込
む
試
み
を
多
用
す
る
の
も
、
経
済
制
裁
が
一
部
の
国
の
み
の
措
置
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

対
イ
ラ
ン
制
裁
に
つ
い
て
い
え
ば
、
終
了
し
て
い
た
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
た
措
置
を
多
く
の
国
が
独
自
制
裁
と
し
て
自
発
的
に

再
開
す
る
と
い
っ
た
可
能
性
は
（
二
次
制
裁
な
ど
の
圧
力
が
な
い
限
り
）
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う）

000
（

。
し
か
し
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
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ク
に
よ
っ
て
国
連
制
裁
が
再
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
国
連
加
盟
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
法
的
拘
束
力
の
あ
る

制
裁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
国
に
制
裁
措
置
の
履
行
を
強
く
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
間
接
強
制
と
も
い
え
る
二
次
制
裁
は
す
で
に
二
〇
一
八
年
五
月
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
後
に
復
活
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
に
も
拘
ら
ず
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
手
続
を
援
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
次
制
裁
で
は
必
ず
し
も
重
要
な
目
的
を

達
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）

000
（

。
ア
メ
リ
カ
の
動
機
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
は
、
ス

ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
契
機
と
な
っ
た
問
題
が
何
で
あ
っ
た
か
を
想
起
す
れ
ば
自
ず
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ

バ
ッ
ク
発
動
の
直
接
の
契
機
は
、
対
イ
ラ
ン
武
器
禁
輸
継
続
の
失
敗
に
あ
っ
た
の
で
あ
り）

000
（

、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
武
器
禁
輸
は
、
主
要
な

武
器
調
達
先
で
あ
る
ロ
シ
ア
を
含
む
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
が
義
務
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
十
分
に
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
武
器
禁
輸
継
続
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
後
、
法
論
理
的
に
破
綻
し
て
い
る
と
さ
え

い
え
る
主
張
ま
で
行
っ
て
、
国
連
制
裁
の
復
活
を
通
じ
て
武
器
禁
輸
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
そ
の
試
み
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
い
か
な
る
法
的
な
効
果
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
最
後
に
考
え
て
み
よ
う
。

第
四
節　

ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
失
敗
の
効
果

　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
国
連
制
裁
の
復
活
（
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
）
の
失
敗
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
端
的
に
、
国
連
制
裁
が
復
活
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
前
の
対
イ
ラ
ン
国
連
制
裁
で
課
さ
れ
て
い
た
措
置
、
と
り
わ
け
「
決
定
」
の
形
で
課
さ
れ
て
い
た

措
置
に
つ
い
て
、
国
連
加
盟
国
は
そ
れ
ら
を
実
施
す
る
法
的
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
国
連
制
裁
の
復
活
に
失
敗
し
た
後
に
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
国
連
の
外
に
お
い
て
独
自
制
裁
を
実
施
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
も
そ
も
独
自
制
裁
は
違
法
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
る
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
（
以

下
で
は
そ
の
前
提
で
論
を
進
め
る
）、今
回
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
失
敗
の
結
果
と
し
て
独
自
制
裁
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
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で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
た
措
置
を
と
る
場
合
と
そ
れ
以
外
の
措
置
を

と
る
場
合
に
分
け
て
考
え
る
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

　

過
去
の
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
措
置
を
独
自
制
裁
と
し
て
と
る
こ
と
と
の
関
係
で
、
今
回
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
失
敗

が
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
は
自
明
で
あ
る
。
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
失
敗
は
国
連
制
裁
と
の
関
係
に
お
け
る
事
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
た
措
置
と
は
無
関
係
な
独
自
制
裁
の
法
的
地
位
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
そ
も
そ
も
考
え
難
い
。

　

で
は
、
過
去
の
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
た
措
置
（
安
保
理
決
議
二
二
三
一
で
終
了
し
た
措
置
）
を
独
自
制
裁
と
し
て
と
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
結
論
は
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
措
置
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
な

ぜ
な
ら
、
国
連
制
裁
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
失
敗
と
は
、
国
連
加
盟
国
が
そ
れ
ら
の
制
裁
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

こ

と
を
意
味
す
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
こ
の
点
は
、
安
保
理
決
議
の
「
決
定
」
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
安
保
理
決
議
で
「
要
請
」
さ
れ
て
い
た
措
置

に
つ
い
て
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、「
要
請
」
さ
れ
て
い
た
措
置
に
つ
い
て
も
結
論
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ス
ナ
ッ
プ

バ
ッ
ク
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
単
に
措
置
を
と
る
こ
と
が
「
要
請
」
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
連
制
裁
に
関
し
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

基
本
的
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
や
決
議
二
二
三
一
に
定

め
る
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
す
る
前
、
つ
ま
り
国
連
制
裁
を
終
了
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
や

決
議
二
二
三
一
の
下
に
お
い
て
も
、
累
次
の
安
保
理
決
議
に
定
め
る
国
連
制
裁
に
含
ま
れ
る
措
置
を
維
持
し
て
い
た）

011
（

。
し
か
し
そ
の
こ

と
自
体
、
特
段
問
題
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
制
裁
解
除
の
対

象
が
基
本
的
に
同
国
に
よ
る
二
次
制
裁
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
が
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
失
敗
後
に
、
以
前
の
安
保
理
決
議

に
定
め
る
措
置
（「
決
定
」
で
あ
れ
「
要
請
」
で
あ
れ
）
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
下
で
さ
え
許
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
Ｊ
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Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
後
に
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
そ
の
こ
と
は
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
に
失
敗
し
て
も
も

ち
ろ
ん
変
わ
ら
な
い
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
に
失
敗
し
た
後
の
現
在
の
制
裁
を
め
ぐ
る
法
状
況
は
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
国
連
制
裁
を
実
施

す
る
義
務
は
な
く
、
そ
の
要
請
に
応
ず
る
必
要
も
な
く
、
国
連
制
裁
に
定
め
る
措
置
を
独
自
制
裁
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
、「
通
報
」
か
ら
三
〇
日
余
り
が
経
過
し
た
二
〇
二
〇
年
九
月

二
一
日
に
「
国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
」
行
政
命
令
を
出
し
た
ほ
か）

01（
（

（
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
「
国
連
制
裁
の
復
活
」
で
あ
る
）、
そ
の

後
も
新
た
な
制
裁
を
実
施
し
て
い
る）

010
（

。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
独
自
制
裁
な
る
も
の
が
国
際
法
上
合
法
か
と
い
う
問
題
は

あ
る
し
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
場
合
に
も
、
本
件
と
の
関
係
で
ア
メ
リ
カ
が
独
自
制
裁
を
実
施
す
る
「
適
格
」
を
有
す
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
問
題
は
別
稿
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た
い）

010
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
、
二
〇
〇
二
年
八
月
の
イ
ラ
ン
の
反
体
制
組
織
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
未
申
告
核
関
連
活
動
の
告
発
に
端
を
発
し
、
お
よ
そ
二
〇
年

に
も
及
ぶ
イ
ラ
ン
の
核
問
題
を
め
ぐ
る
経
緯
を
見
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
問
題
に
包
括
的
な
解
決
を
も
た
ら
す
べ
く
作
成
さ
れ
た

二
〇
一
五
年
七
月
の
「
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）」
の
合
意
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
採
択
さ

れ
た
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
詳
細
な
分
析
を
試
み
た
。Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
複
雑
で
難
解
な
合
意
文
書
で
あ
る
が
、

細
部
に
ま
で
入
念
に
練
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
決
議
二
二
三
一
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
問
題
が
な
い
訳
で
は
な

い
が
、
当
時
に
お
い
て
望
み
得
た
最
善
の
合
意
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
合
意
の
そ
の
後
の
行
方
は
必
ず
し
も
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
将
来
に
お
け
る
展
望
も
必
ず
し
も
明
る

い
も
の
で
は
な
い
。
二
〇
一
七
年
に
登
場
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
オ
バ
マ
前
政
権
の
外
交
上
の
最
大
の
成
果
と
も
い
え
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る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
「
史
上
最
悪
の
合
意
（w

orst deal ever negotiated

）」
で
あ
る
と
し
て）

010
（

、
二
〇
一
八
年
五
月
に
合
意
か
ら
の
脱

退
を
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
八
月
に
は
、
決
議
二
二
三
一
に
基
づ
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
同
決
議
に
お
い
て
終
了
し
て
い
た

国
連
制
裁
の
復
活
の
手
続
を
と
っ
た
。
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
参
加
国
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
る
手
続
を
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
し
た
ア
メ
リ
カ
が
援
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
大
き
な
疑
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
れ
が
無
権
限
者

の
行
為
で
あ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
国
連
制
裁
が
復
活
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア

メ
リ
カ
が
独
自
制
裁
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
訳
で
は
な
い
（
独
自
制
裁
一
般

4

4

の
評
価
は
別
と
し
て
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
一
連
の
措
置
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
か

ら
一
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
九
年
五
月
以
降
、
段
階
的
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
る
約
束
に
違
反
す
る
措
置
を
と
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た

措
置
は
そ
れ
自
体
、
イ
ラ
ン
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
い
て
繰
り
返
し
実
施
を
警
告
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ラ
ン
の
核
問
題
の
解
決

を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
敗
北
し
、
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
候
補
が
当
選
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
は
新
た
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。
二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日
に
大
統
領
に
就
任
し
た
バ
イ
デ
ン
は
、
就
任

前
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ
の
「
復
帰
」
の
可
能
性
を
繰
り
返
し
語
っ
て
き
た）

010
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
無
条
件
の
復
帰
で
は
な
く
、「
イ
ラ
ン
が

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
厳
格
な
遵
守
に
回
帰
す
れ
ば
」
と
い
う
条
件
つ
き
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
も
同
様
で
あ
っ
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
再
交
渉
は
し

な
い
が
、「
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
遵
守
に
回
帰
す
れ
ば
…
我
々
も
完
全
な
遵
守
に
回
帰
す
る
」
と
述
べ
て
い
る）

010
（

。

い
ず
れ
も
相
手
側
の
遵
守
を
条
件
と
し
て
い
る
が
、
現
行
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
修
正
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
外
相
も
、
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｏ
Ａ
の
復
活
に
新
た
な
前
提
条
件
を
付
け
た
り
、
そ
れ
を
強
化
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
が
現
行
の
合
意
に
完

全
に
復
帰
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る）

010
（

。

　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
政
治
的
合
意
で
あ
る
が
、
条
約
に
お
い
て
も
、
一
旦
加
入
し
た
条
約
か
ら
脱
退
し
、
そ
の
後
再
度
加
入
す
る
と
い
う
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こ
と
は
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
り）

010
（

、
条
約
よ
り
も
要
式
性
の
低
い
政
治
的
合

意
に
お
い
て
は
、
同
様
な
こ
と
は
当
然
に
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
個
々
の
合
意
、
関
連
す
る
事
情
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
そ
う
し
た
一
般
論
が
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
点
で
、
イ
ラ
ン
の
発
言
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て

い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相
に
よ
れ
ば
、「
も
し
バ
イ
デ
ン
氏
に
ア
メ
リ
カ
の
約
束
を
履
行
す
る
意

思
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
直
ち
に
［
イ
ラ
ン
核
］
合
意
に
お
け
る
完
全
な
約
束
に
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
一
方
で
、

「
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
し
て
合
意
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る）

010
（

。
こ

の
後
者
の
発
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
直
ち
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
イ
ラ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ
の
事
実
上
の
復
帰
と
正

式
な
復
帰
と
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る）

0（1
（

。
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
双
方
が
事
実
上
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
お
け
る
約
束
を
遵
守
す
る

状
況
に
回
帰
す
る
こ
と
を
前
者
と
す
れ
ば
、
後
者
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
（
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
た
安

保
理
決
議
二
二
三
一
）
の
す
べ
て
の
規
定
に
基
づ
く
権
利
義
務
を
（
再
度
）
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
後
者

に
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
権
利
の
回
復
や
イ
ラ
ン
に
よ
る
核
関
連
の
調
達
の
可
否
を
検
討
す
る
合
同
委
員
会
へ
の
復

帰
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
イ
ラ
ン
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
正
式
な
復
帰
を
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

イ
ラ
ン
で
は
、
同
国
の
核
開
発
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
核
科
学
者
フ
ァ
ク
リ
ザ
デ
の
暗
殺
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月

二
七
日
）
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
日
に
「
制
裁
を
解
除
し
イ
ラ
ン
の
国
益
を
擁
護
す
る
た
め
の
戦
略
的
行
動

計
画
（Strategic A

ction Plan to Lift Sanctions and Protect Iranian N
ationʼs Interests

）」
と
題
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ

た
。
同
法
は
、「
イ
ラ
ン
原
子
力
機
構
（A

tom
ic Energy O

rganization of Iran

）
は
平
和
的
目
的
の
た
め
に
毎
年
二
〇
％
の
純
度

の
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
少
な
く
と
も
一
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
生
産
し
貯
蔵
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
」（
第
一
条
）
と
し
て
、
政
府
に
原
子

力
活
動
の
加
速
化
を
義
務
づ
け
た）

0（（
（

。
そ
し
て
実
際
イ
ラ
ン
は
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
末
日
、
法
律
を
遵
守
す
る
た
め
と
し
て
、
フ
ォ
ル
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ド
ウ
の
施
設
で
濃
縮
度
二
〇
％
の
ウ
ラ
ン
の
生
産
に
着
手
す
る
方
針
（
そ
れ
ま
で
は
四
．
五
％
以
下
）
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
伝
え
た
後）

0（0
（

、
二

〇
二
一
年
一
月
四
日
の
作
業
着
手
か
ら
一
二
時
間
以
内
に
二
〇
％
の
濃
縮
を
行
っ
た
と
発
表
し
た）

0（0
（

。
さ
ら
に
一
月
下
旬
に
は
、
イ
ラ
ン

が
ア
メ
リ
カ
と
の
核
交
渉
に
七
つ
の
条
件
を
提
示
し
た
と
の
報
道
も
あ
る）

0（0
（

。

　

こ
う
し
た
動
き
を
見
る
と
、
そ
し
て
二
〇
二
一
年
六
月
に
イ
ラ
ン
の
大
統
領
選
挙
（
二
期
を
終
え
た
ロ
ウ
ハ
ニ
現
大
統
領
は
立
候
補

で
き
な
い
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
短
期
の
う
ち
に
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
の
関
係
で
様
々
な
こ
と
が
起
こ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
予
測
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い）

0（0
（

。
今
後
の
事
態
の
推
移
を
見
守
り
つ
つ
、
そ
の
分
析
に

つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
付
記
）　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ
（
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
〇
年
度
）（
研
究
代
表
者
・
浅
田
正
彦
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
ま
た
、
筆
者
が
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
六
日
に
行
っ
た
第
五
回
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
記
念
講
演
（
ケ
ル
ン
大
学
）
の
内
容
の
一
部
を
含
ん
で
い

る
。

（
１
）　

フ
ラ
ン
ス
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
承
認
す
る
安
保
理
の
会
合
に
お
い
て
、
イ
ラ
ン
の
核
問
題
を
「
過
去
二
〇
年
で
最
も
深
刻
な
危
機
の
一
つ
」
と
表
現

し
た
。U

N
 D

oc. S/PV
.7488, 20 July 2015, p. 5.

（
２
）　

薬
師
寺
公
夫
・
坂
元
茂
樹
・
浅
田
正
彦
編
集
代
表
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
二
〇
二
〇
』（
東
信
堂
、
二
〇
二
〇
年
）
一
一
三
三
頁
。

（
３
）　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
き
、see U

N
 D

ocs. S/2015/544, 16 July 2015; S/RES/2231(2015), 20 July 2015, A
nnex A

 (hereinafter 
cited as “JCPO

A
”).

（
４
）　

こ
の
提
訴
は
、
一
九
五
五
年
の
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
と
の
間
の
「
友
好
、
経
済
関
係
お
よ
び
領
事
権
に
関
す
る
条
約
」
の
第
二
一
条
二
項
を
基
礎

に
行
わ
れ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
仮
保
全
措
置
の
指
示
が
出
さ
れ
た
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
日
に
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
条
約
を
廃
棄
し
て
い
る
。See 

M
ichael R. Pom

peo, “Rem
arks to the M

edia,” 3 O
ctober 2018, at https://w

w
w

.state.gov/rem
arks-to-the-m

edia-3/ (accessed 
on 10 O

ctober 2018).

（
５
）　

経
緯
に
つ
き
、see https://w

w
w

.icj-cij.org/en/case/175 (accessed on 20 D
ecem

ber 2020).

（
６
）　D

aniel H
. Joyner, Iranʼs N

uclear Program
 and International Law

: From
 Confrontation to A

ccord (O
xford U

.P., 2016), pp. 4-5.
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（
７
）　Richard N

ephew
, T

he A
rt of Sanctions: A

 V
iew

 from
 the Field (Colum

bia U
.P., 2018), pp. 28-29.

（
８
）　See http://disarm

am
ent.un.org/treaties/t/npt (accessed on 20 D

ecem
ber 2020).

（
９
）　IA

EA
 D

oc. IN
FCIRC/214, 13 D

ecem
ber 1974; https://w

w
w

.iaea.org/sites/default/files/20/01/sg-agreem
ents-com

prehensive- 
status.pdf (accessed on 25 January 2021).

（
10
）　

瀬
川
高
央
『
核
軍
縮
の
現
代
史

―
北
朝
鮮
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ラ
ン

―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
一
七
三
、
一
七
五
頁
。

（
11
）　

北
野
充
『
核
拡
散
防
止
の
比
較
政
治

―
核
保
有
に
至
っ
た
国
、
断
念
し
た
国

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
二
五
五-

二
五

六
頁
。

（
12
）　

包
括
的
保
障
措
置（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
当
事
国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
用
で
、当
該
国
の
す
べ
て
の
平
和
的
原
子
力
活
動
に
か
か
る
す
べ
て
の
核
物
質
を
対
象
）

の
基
礎
と
な
るIN

FCIRC/153

と
、
個
別
的
保
障
措
置
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
非
当
事
国
で
あ
る
非
核
兵
器
国
用
で
、
移
転
さ
れ
た
当
該
資
機
材
を
対
象
）
の

基
礎
と
な
るIN

FCIRC/66

で
あ
る
。

（
13
）　U

N
 D

oc. S/23122, 8 O
ctober 1991, A

nnex, paras. 3, 4-6; Garry B. D
illon, “T

he IA
EA

 in Iraq: Past A
ctivities and Findings,” 

IA
E

A
 Bulletin, V

ol. 44, N
o. 2 (2002), pp. 13-14.

（
14
）　Law

rence Scheinm
an, “T

he Current Status of IA
EA

 Safeguards,” in D
avid Fischer, Ben Sanders, Law

rence Scheinm
an and 

George Bunn, A N
ew

 N
uclear T

riad: T
he N

on-Proliferation of N
uclear W

eapons, International V
erification and the International 

A
tom

ic E
nergy A

gency (Program
m

e for Prom
oting N

uclear N
on-Proliferation, 1992), p. 21.

（
15
）　

追
加
議
定
書
の
概
要
に
つ
き
、
浅
田
正
彦
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
体
制
の
新
展
開

―
保
障
措
置
強
化
策
を
中
心
に
―
」『
世
界
法
年
報
』
第
一

八
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
一
九-

二
一
頁
参
照
。

（
16
）　M

asahiko A
sada, “T

he N
PT

 and the IA
EA

 A
dditional Protocol,” in Jonathan Black-Branch and D

ieter Fleck (eds.), N
uclear 

N
on-Proliferation in International Law

, V
ol. II: V

erification and Com
pliance (A

sser Press, 2016), pp. 98-113.

（
17
）　

最
終
文
書
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
採
択
さ
れ
た
最
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
再
検
討
会
議
の
最
終
文
書
（
該
当
部
分
は
議
長
が
所

感
を
ま
と
め
、
会
議
が
留
意
し
た
も
の
）
で
は
、「
追
加
議
定
書
の
締
結
は
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
そ
の
主
権
的
な
決
定
で
あ
る
こ
と
に
留
意
」

し
て
い
る
。N

PT
 D

oc. N
PT

/CO
N

F.2010/50(V
ol. I), 2010, p. 4, para. 17.

（
18
）　See M

oham
ed ElBaradei, “T

ow
ards a Safer W

orld,” T
he E

conom
ist, 18 O

ctober 2003, pp. 51-52.

（
19
）　W

hite H
ouse, “President A

nnounces N
ew

 M
easures to Counter the T

hreat of W
M

D
: Rem

arks by the President on W
eapons 

of M
ass D

estruction Proliferation,” N
ational D

efense U
niversity, 11 February 2004.

（
20
）　IA

EA
 D

oc. IN
FCIRC/539/Rev.7, 5 N

ovem
ber 2019, paras. 3-15. 

牧
野
守
邦「
核
兵
器
関
連
の
輸
出
管
理
レ
ジ
ー
ム
」浅
田
正
彦
編『
輸
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出
管
理

―
制
度
と
実
践

―
』（
有
信
堂
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
頁
。

（
21
）　W

ade Boese, “U
.S. N

uclear T
rade Restriction Initiatives Still on H

old,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 34, N
o. 10 (D

ecem
ber 

2004), p. 19; idem
, “N

uclear Suppliers Pass on U
.S. Proposals,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 34, N

o. 6 (July/A
ugust 2004), p. 43.

（
22
）　IA

EA
 D

oc. IN
FCIRC/254/Rev.10/Part 1, July 2011, para. 6.

（
23
）　

イ
ラ
ン
に
対
す
る
取
組
み
が
特
別
の
も
の
で
あ
る
点
は
、
後
述
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
と
そ
れ
を
「
承
認
」
し
た
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
も
明

記
さ
れ
て
お
り
、
同
決
議
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
規
定
が
合
意
し
た
関
係
国
間
の
履
行
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、「
他
の
い

ず
れ
の
国
に
と
っ
て
も
、
ま
た
国
際
法
上
の
原
則
お
よ
び
［
Ｎ
Ｐ
Ｔ
］
そ
の
他
の
関
連
文
書
に
基
づ
く
権
利
義
務
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
は
国
際
的

に
承
認
さ
れ
た
原
則
と
実
行
に
と
っ
て
も
、
前
例
と
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
を
「
決
定
（D

ecides

）」
し
て
い
る
。U

N
 D

oc. S/
RES/2231(2015), op. cit., para. 27. See also JCPO

A
, Pream

ble and General Provisions, para. xi.

（
24
）　

イ
ラ
ン
は
、
も
し
［
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の
］
協
力
に
遅
れ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
妨
害
へ
の
懸
念
か
ら
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。IA

EA
 D

oc. GO
V

/O
R.1081, 12 Septem

ber 2003, para. 8, reproduced in Y
aël Ronen, T

he Iran N
uclear Issue (H

art, 2010), 
p. 272.

（
25
）　M

oham
ed ElBaradei, T

he A
ge of D

eception: N
uclear D

iplom
acy in T

reacherous T
im

es (Bloom
sbury Q

atar Foundation 
Pub., 2011), pp. 112-113.

（
26
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2003/40, 6 June 2003, para. 5.

（
27
）　IA

EA
 M

edia A
dvisory 2003/72, 19 June 2003.

（
28
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2003/69, 12 Septem
ber 2003, paras. 3, 4, 6.

（
29
）　

こ
の
略
称
は
パ
リ
合
意
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　“Statem

ent by the Iranian Governm
ent and visiting EU

 Foreign M
inisters,” 21 O

ctober 2003.

（
31
）　D

avid Patrikarakos, N
uclear Iran: T

he Birth of an A
tom

ic State, 2nd ed. (I.B. T
auris, 2021), p. 202. 

岩
田
修
一
郎
『
核
拡
散
の
論

理

―
主
権
と
国
益
を
め
ぐ
る
国
家
の
攻
防

―
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
八
八
頁
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
ナ
タ
ン
ズ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設

の
査
察
の
結
果
、
遠
心
分
離
機
技
術
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
が
カ
ー
ン
博
士
の
逮
捕
に
つ
な
が
っ
た
と

い
わ
れ
る
。A

lireza Jafarzadeh, T
he Iran T

hreat: President A
hm

adinejad and the Com
ing N

uclear Crisis (M
acm

illan, 2008),  
p. 135.

（
32
）　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の
ア
ク
セ
ス
提
供
の
観
点
か
ら
イ
ラ
ン
の
協
力
が
完
全
で
、
時
宜
を
得
た
、
か
つ
積
極
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
イ
ラ
ン
が
理

事
会
決
議
の
要
請
に
従
っ
て
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
お
よ
び
再
処
理
活
動
の
停
止
を
自
発
的
に
決
定
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
イ
ラ
ン
が
そ
の
約
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束
を
包
括
的
に
は
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
遺
憾
で
あ
る
と
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
た
。IA

EA
 D

oc. GO
V

/2004/49, 18 June 2004, 
paras. 2, 7.

（
33
）　Paul K

err, “IA
EA

 Puts O
ff Show

dow
n w

ith Iran,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 34, N
o. 8 (O

ctober 2004), pp. 27-28; idem
, “Iran 

Considers EU
 Com

prom
ise Proposal,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 34, N

o. 9 (N
ovem

ber 2004), pp. 29-30; idem
, “IA

EA
 Cites Iran 

Progress, Raises Q
uestions,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 34, N

o. 10 (D
ecem

ber 2004), p. 29; A
ssociated Press, 6 O

ctober 2004.

（
34
）　

当
初
の
段
階
は
Ｅ
３
、
ソ
ラ
ナ
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
が
参
加
し
始
め
た
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
と
表
現
さ
れ
る
。

（
35
）　IA

EA
 D

oc. IN
FCIRC/637, 26 N

ovem
ber 2004, pp. 3-4.

（
36
）　

長
期
的
な
取
決
め
は
、
①
イ
ラ
ン
の
原
子
力
計
画
が
専
ら
平
和
目
的
で
あ
る
こ
と
の
客
観
的
な
保
証
、
②
原
子
力
協
力
、
技
術
協
力
お
よ
び
経
済

協
力
に
関
す
る
確
固
と
し
た
保
証
、
③
安
全
保
障
問
題
に
関
す
る
確
固
と
し
た
約
束
、
を
含
む
も
の
と
さ
れ
た
。

（
37
）　

ガ
ス
遠
心
分
離
機
お
よ
び
そ
の
部
品
の
製
造
お
よ
び
輸
入
、
ガ
ス
遠
心
分
離
機
の
組
立
て
、
設
置
、
実
験
ま
た
は
運
転
、
あ
ら
ゆ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
分
離
の
作
業
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
分
離
施
設
の
建
設
も
し
く
は
運
転
の
作
業
、
な
ら
び
に
あ
ら
ゆ
る
ウ
ラ
ン
転
換
施
設
に
お
け
る
す

べ
て
の
実
験
ま
た
は
生
産
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　

同
旨
の
主
張
と
し
て
、M

ichael Spies, “Iran and the Lim
its of the N

uclear N
on-Proliferation Regim

e,” A
m

erican U
niversity 

International Law
 R

eview
, V

ol. 22, N
o. 3 (2007), p. 439.

（
39
）　

Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
の
包
括
的
提
案
は
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
が
、
①
イ
ラ
ン
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
四
条
に
基
づ
く
権
利
を
承
認
す
る
、
②
イ
ラ
ン
の
民
生
用
原
子
力
計

画
を
支
持
す
る
、
③
イ
ラ
ン
に
よ
る
国
際
原
子
力
技
術
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
協
力
す
る
、
④
イ
ラ
ン
の
原
子
炉
へ
の
燃
料
供
給
保
証
の
枠
組
み
の

策
定
を
提
案
す
る
、
⑤
Ｅ
Ｕ
・
イ
ラ
ン
間
の
長
期
的
な
政
治
安
全
保
障
関
係
協
議
協
力
メ
カ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
経
済
技
術
協
力
計
画
の
策
定
を
検
討
す

る
、
⑥
地
域
的
安
全
保
障
取
決
め
の
策
定
へ
の
協
力
を
約
束
す
る
、
⑦
イ
ラ
ン
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
へ
の
政
治
的
支
持
を
確
認
す
る
、
イ
ラ
ン
が
、
①
軽

水
炉
と
実
験
炉
以
外
の
燃
料
サ
イ
ク
ル
活
動
を
追
求
し
な
い
と
い
う
拘
束
力
あ
る
約
束
を
行
う
、
②
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
脱
退
し
な
い
と
い
う
法
的
な
約
束

を
行
う
、
③
追
加
議
定
書
を
二
〇
〇
五
年
末
ま
で
に
批
准
し
、
批
准
ま
で
の
間
そ
れ
を
完
全
に
実
施
す
る
、
④
す
べ
て
の
未
解
決
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
協
力
す
る
、
⑤
イ
ラ
ン
国
外
か
ら
の
燃
料
の
供
給
取
決
め
に
合
意
し
使
用
済
燃
料
の
返
還
を
約
束
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。IA

EA
 D

oc. IN
FCIRC/651, 8 A

ugust 2005, pp. 13, 14, 17, 12, 23, 9, 25, 20, 21. 

イ
ラ
ン
の
反
応
は
、
国
際
法
と
国
連
憲
章
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
、

テ
ヘ
ラ
ン
合
意
声
明
、
パ
リ
合
意
に
明
確
に
反
す
る
も
の
で
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
侮
辱
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。See “Response of the 
Islam

ic Republic of Iran to the Fram
ew

ork A
greem

ent proposed by E3/EU
” (date not given). 

（
40
）　Patrikarakos, N

uclear Iran, 2nd ed., op. cit., p. 217.

（
41
）　

事
務
局
長
の
報
告
は
、
イ
ラ
ン
が
一
八
年
間
遠
心
分
離
に
よ
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
計
画
を
実
施
し
、
一
二
年
間
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
濃
縮
計
画
を
実
施
し
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て
き
た
こ
と
、
そ
の
関
連
で
少
量
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
生
産
し
た
こ
と
を
認
め
、
核
物
質
を
用
い
た
多
数
の
転
換
・
加
工
・
照
射
活
動
を
報
告
し
な

か
っ
た
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
、
イ
ラ
ン
が
長
期
に
わ
た
っ
て
多
く
の
保
障
措
置
協
定
上
の
義
務
違
反
を
行
っ
て
き
た
（failed 

… to m
eet its 

obligations under its Safeguards A
greem

ent

）
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。IA

EA
 D

oc. GO
V

/2003/75, 10 N
ovem

ber 2003, 
pp. 8-9. 

（
42
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2005/77, 24 Septem
ber 2005

（
二
二
対
一
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
棄
権
一
二
（
ロ
シ
ア
、
中
国
を
含
む
））.

（
43
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2006/14, 4 February 2006

（
二
七
（
ロ
シ
ア
、
中
国
を
含
む
）
対
三
（
キ
ュ
ー
バ
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
棄
権
五
）. 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
が
保
障
措
置
協
定
違
反
を
認
定
し
た
例
は
、
イ
ラ
ン
を
含
め
て
五
例
あ
る
が
（
一
九
九
一
年
の
イ
ラ
ク
、
一
九
九
二
年
の
ル
ー
マ

ニ
ア
、
一
九
九
三
年
の
北
朝
鮮
、
二
〇
〇
四
年
の
リ
ビ
ア
、
二
〇
〇
五
年
の
イ
ラ
ン
）、
そ
の
う
ち
安
保
理
へ
付
託
さ
れ
た
の
は
イ
ラ
ク
、
北
朝
鮮
、

イ
ラ
ン
の
三
例
で
あ
る
。Ronen, T

he Iran N
uclear Issue, op. cit., p. 19.

（
44
）　

外
務
省
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
（
概
要
及
び
我
が
国
の
立
場
）」
二
〇
〇
六
年
二
月
七
日
。

（
45
）　
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
二
月
一
四
日
。

（
46
）　

本
節
に
は
、
浅
田
正
彦
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
社
会
の
対
応
」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
〇
巻
四
・
五
・
六
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
一
四
二-

一
五
二
頁
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
47
）　U

N
 D

oc. S/PRST
/2006/15, 29 M

arch 2006.

（
48
）　
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
一
九
日
。

（
49
）　

包
括
的
提
案
は
、「
長
期
的
な
合
意
の
要
素
」
の
表
題
の
下
、
交
渉
促
進
の
た
め
と
し
て
次
の
諸
点
を
列
挙
す
る
。
①
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
は
、
イ

ラ
ン
の
原
子
力
の
平
和
利
用
の
権
利
を
再
確
認
し
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
新
た
な
軽
水
炉
の
建
設
を
積
極
的
に
支
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
交
渉
の
再

開
と
共
に
安
保
理
で
の
討
議
を
停
止
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
②
イ
ラ
ン
は
、
未
解
決
の
問
題
の
解
決
の
た
め
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
完
全
に
協
力
す
る
こ
と
を

約
束
し
、
す
べ
て
の
濃
縮
関
連
活
動
・
再
処
理
活
動
を
停
止
し
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
検
認
を
受
け
、
交
渉
期
間
中
の
そ
の
継
続
を
約
束
し
、
追
加
議
定

書
の
実
施
を
再
開
す
る
。
ま
た
、「
長
期
的
な
合
意
に
関
す
る
交
渉
の
対
象
と
な
る
将
来
の
協
力
分
野
」
の
表
題
の
下
、
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
が
と
る

措
置
と
し
て
、
①
核
分
野
で
は
、
イ
ラ
ン
の
原
子
力
の
平
和
利
用
の
権
利
の
再
確
認
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
新
た
な
軽
水
炉
の
建
設
の
積
極
的
な
支
持
、

研
究
開
発
協
力
の
提
供
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
あ
る
燃
料
保
証
の
提
供
、
合
意
の
再
検
討
の
可
能
性
（
す
べ
て
の
未
解
決
問
題
の
解
決
の

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
確
認
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
未
申
告
の
原
子
力
活
動
・
核
物
質
の
不
存
在
の
確
認
な
ど
が
条
件
）
が
列
挙
さ
れ
、
②
政
治
・
経
済
分

野
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
国
際
枠
組
み
へ
の
完
全
参
加
の
支
持
、
民
間
航
空
協
力
、
長
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設
、
イ
ラ
ン

の
電
気
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
近
代
化
支
持
、
ハ
イ
テ
ク
協
力
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
農
業
開
発
の
支
持
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。U

N
 

D
ocs. 

S/2006/521, 13 July 2006; S/RES/1747(2007), 24 M
arch 2007, A

nnex II. See also Paul K
err, “Iran Rejects Security Council 

イランの核問題と国際法457
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D
em

and,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 36, N
o. 7 (Septem

ber 2006), p. 31. 

包
括
的
提
案
に
対
す
る
イ
ラ
ン
の
反
応
に
つ
き
、U

N
 D

oc. 
A

/61/514-S/2006/806, 12 O
ctober 2006. 

な
お
、
こ
の
包
括
的
提
案
の
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
し
た
提
案
が
、
二
〇
〇

八
年
六
月
一
四
日
に
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
政
府
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。U

N
 D

oc. S/RES/1929(2010), 9 June 2010, A
nnex IV

; 
Peter Crail, “Iran N

uclear Brief: Charting a D
iplom

atic Path on the Iran N
uclear Challenge,” A

rm
s Control A

ssociation, 25 
January 2012, p. 5.

（
50
）　
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
一
九
日
。

（
51
）　U

N
 D

oc. S/RES/1696(2006), 31 July 2006.

（
52
）　

カ
タ
ー
ル
は
、
イ
ラ
ン
が
包
括
的
提
案
を
拒
否
し
て
い
な
い
以
上
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
外
交
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
反
対

し
た
。U

N
 D

oc. S/PV
.5500, 31 July 2006, pp. 2-3.

（
53
）　

国
連
憲
章
第
一
〇
三
条
は
、
国
連
憲
章
上
の
義
務
が
他
の
国
際
協
定
上
の
「
義
務
」
に
優
先
す
る
こ
と
の
み
を
規
定
す
る
が
、
他
の
国
際
協
定
上

の
義
務
に
さ
え
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
国
際
協
定
上
の
権
利
に
優
先
す
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
学
説
上
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
し
（see, e.g., Erika de W

et, T
he Chapter V

II Pow
ers of the U

nited N
ations Security Council (H

art, 2004), p. 183

）、
国
連
の
実

行
に
お
い
て
も
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
安
保
理
決
議
と
の
関
係
で
そ
の
よ
う
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
（see, e.g., U

N
 D

oc. S/RES/670(1990), 
25 Septem

ber 1990, para. 3

）。

（
54
）　

前
稿
（
浅
田
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
社
会
の
対
応
」）
で
は
、
安
保
理
の
扱
い
と
異
な
る
扱
い
を
す
れ
ば
誤
解
や
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
と

し
て
、
安
保
理
の
扱
い
に
従
い
、
決
議
一
六
九
六
第
五
項
の
よ
う
な
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
措
置
は
憲
章
第
四
一
条
の
措
置
（
経
済
制
裁
）
の
範

疇
か
ら
外
し
て
論
じ
た
が
、
そ
こ
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
種
の
措
置
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
法
的
拘
束
力
の
有
無
に
よ
っ
て
経
済
制
裁
で
あ
る
と

評
価
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
合
理
的
で
は
な
い
（
浅
田
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
社
会
の
対
応
」
一
四
四-

一
四
五
頁
参
照
）。

（
55
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., A
nnex A

, para. 18.

（
56
）　See Paul K

err, “Iran Ignores D
eadline; Security Council Split,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 36, N

o. 9 (N
ovem

ber 2006), p. 34. 

（
57
）　U

N
 D

oc. S/RES/1737(2006), 23 D
ecem

ber 2006.

（
58
）　

こ
の
点
の
意
義
に
つ
い
て
、
市
川
と
み
子
「
大
量
破
壊
兵
器
の
不
拡
散
と
国
連
安
保
理
の
役
割
」
村
瀬
信
也
編
『
国
連
安
保
理
の
機
能
変
化
』（
東

信
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
六
七
頁
参
照
。

（
59
）　Paul K

err, “U
N

 Security Council Sanctions Iran,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 37, N
o. 1 (January/February 2007), p. 24.

（
60
）　

浅
田
正
彦
「
ミ
サ
イ
ル
関
連
の
輸
出
管
理
レ
ジ
ー
ム
」
浅
田
正
彦
編
『
輸
出
管
理
：
制
度
と
実
践
』（
有
信
堂
、
二
〇
一
二
年
）
八
三-

八
四
頁
。

（
61
）　U

N
 D

oc. S/RES/1737(2006), op. cit., para. 18.
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（
62
）　U

N
 D

oc. S/RES/1747(2007), op. cit.

（
63
）　

戦
車
の
ほ
か
、
装
甲
戦
闘
車
両
、
大
口
径
火
砲
シ
ス
テ
ム
、
戦
闘
用
航
空
機
、
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
軍
用
艦
艇
、
ミ
サ
イ
ル
ま
た
は
ミ
サ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
の
七
種
の
大
型
通
常
兵
器
で
あ
る
。U

N
 D

oc. A
/RES/46/36L, 9 D

ecem
ber 1991. 

（
64
）　U

N
 D

oc. S/RES/1803(2008), 3 M
arch 2008.

（
65
）　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
棄
権
は
、
イ
ラ
ン
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
協
力
し
つ
つ
あ
る
と
き
に
制
裁
を
強
化
す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。U

N
 D

oc. S/PV
.5848, 3 M

arch 2008, pp. 11, 12.

（
66
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2010/10, 18 February 2010, para. 12.

（
67
）　U

N
 D

oc. S/RES/1929(2010), op. cit.

（
68
）　

ブ
ラ
ジ
ル
と
ト
ル
コ
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
イ
ラ
ン
と
の
間
で
、
イ
ラ
ン
の
一
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｌ
Ｅ
Ｕ
）
を
国
外
（
ト

ル
コ
）
に
持
ち
出
し
、
代
わ
り
に
二
〇
％
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
イ
ラ
ン
の
医
療
用
研
究
炉
の
燃
料
用
）
を
イ
ラ
ン
に
提
供
す
る
と
い
う
合
意
（
テ
ヘ
ラ
ン

宣
言
）
に
達
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
制
裁
は
効
果
的
で
な
く
、
外
交
的
努
力
を
害
す
る
と
し
て
反
対
し
た
。U

N
 D

oc. S/PV
.6335, 9 June 2010, 

pp. 2-4; “U
.N

. A
pproves N

ew
 Sanctions to D

eter Iran,” N
ew

 Y
ork T

im
es, 9 June 2010. 

こ
の
合
意
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に

「
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
」（
米
仏
露
お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
が
イ
ラ
ン
と
の
間
に
原
則
合
意
し
て
い
た
提
案
に
類
似
し
て
い
る
。
後
者
の
提
案
は
、

イ
ラ
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｕ
一
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
ロ
シ
ア
に
輸
出
し
て
二
〇
％
ま
で
濃
縮
し
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
で
イ
ラ
ン
の
研
究
炉
用
の
燃
料
に
加
工

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
同
研
究
炉
は
二
〇
％
濃
縮
ウ
ラ
ン
で
運
転
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
燃
料
の
製
造
は
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
み

可
能
と
さ
れ
る
）。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
が
燃
料
を
受
け
取
る
一
〇
〇
％
の
保
証
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
の
で
、
エ
ル
バ
ラ
ダ

イ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
が
イ
ラ
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｕ
を
ト
ル
コ
に
第
三
者
寄
託
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
ト
ル
コ
が
そ
れ
に
同
意
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
五
月
の
テ
ヘ
ラ
ン
宣
言
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
に
、
イ
ラ
ン
が
こ
の
取
決
め
に
も
拘
ら
ず
国
内

で
二
〇
％
濃
縮
を
継
続
す
る
と
主
張
し
て
い
る
点
（
そ
も
そ
も
イ
ラ
ン
に
二
〇
％
の
濃
縮
を
さ
せ
な
い
と
い
う
の
が
ウ
ィ
ー
ン･

グ
ル
ー
プ
の
提
案

の
目
的
で
あ
っ
た
）、
第
二
に
、
イ
ラ
ン
国
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
一
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｌ
Ｅ
Ｕ
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
、
当
時

の
イ
ラ
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｕ
の
約
七
五
％
を
当
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
濃
縮
活
動
継
続
の
結
果
、
二
〇
一
〇
年
五
月
の
時
点
で
は
、
そ
の
五
〇

％
ほ
ど
に
留
ま
る
点
（
残
さ
れ
る
一
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｌ
Ｅ
Ｕ
は
核
兵
器
一
発
分
に
当
た
る
と
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ト

ル
コ
の
提
案
に
も
難
色
を
示
し
て
い
た
が
、
安
保
理
で
追
加
制
裁
が
合
意
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
土
壇
場
で
同
意
し
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、

実
際
テ
ヘ
ラ
ン
宣
言
へ
の
合
意
は
、
安
保
理
常
任
理
事
国
が
新
た
な
制
裁
に
関
す
る
決
議
案
を
非
常
任
理
事
国
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
ト
ル
コ
を
含
む
）
に

提
示
す
る
前
日
に
な
さ
れ
た
。Peter Crail, “Brazil, T

urkey Broker Fuel Sw
ap w

ith Iran,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 40, N
o. 5 

(June 2010), pp. 25-27; idem
, “Iranian Fuel Sw

ap Still U
p for D

iscussion,” A
rm

s Control T
oday, V

ol. 40, N
o. 6 (July/A

ugust 
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2010), pp. 36-37.

（
69
）　

外
国
為
替
の
決
済
は
、
外
国
の
銀
行
に
預
金
口
座
を
開
設
し
て
、
そ
の
口
座
に
入
出
金
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
、

外
国
為
替
業
務
を
行
う
銀
行
同
士
で
個
別
に
契
約
を
締
結
し
て
、
清
算
方
法
な
ど
を
取
り
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
関
係
を
コ
ル
レ
ス
関
係

と
い
う
。
一
つ
の
銀
行
が
外
国
の
す
べ
て
の
銀
行
に
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
外
国
と
の
送
金
取
引
に
お
い
て
送
金

先
の
銀
行
が
自
行
の
コ
ル
レ
ス
先
で
は
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
銀
行
と
取
引
の
あ
る
コ
ル
レ
ス
銀
行
に
指
示
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
銀
行
に
送
金
す

る
こ
と
に
な
る
。

（
70
）　Security Council Com

m
ittee Established pursuant to Resolution 1737 (2006), “Individuals and Entities D

esignated as Subject 
to the T

ravel Ban and A
ssets Freeze pursuant to Resolutions 1737 (2006) of 23 D

ecem
ber 2006, 1747 (2007) of 24 M

arch 
2007, 1803 (2008) of 3 M

arch 2008 and 1929 (2010) of 9 June 2010,” consolidated on 19 A
ugust 2010.  

（
71
）　See “T

he List Established and M
aintained pursuant to Security Council Resolution 1718(2006),” 31 A

ugust 2016.

（
72
）　Public Law

 111-195: Com
prehensive Iran Sanctions, A

ccountability, and D
ivestm

ent A
ct of 2010, 1 July 2010. See also 

D
epartm

ent of State, “Fact Sheet: Com
prehensive Iran Sanctions, A

ccountability, and D
ivestm

ent A
ct (CISA

D
A

),” 23 M
ay 

2011, at https://2009-2017.state.gov/e/eb/esc/iransanctions/docs/160710.htm
 (accessed on 30 D

ecem
ber 2020).

（
73
）　K

azuto Suzuki, “Iran: T
he Role and Effectiveness of U

N
 Sanctions,” in M

asahiko A
sada (ed.), E

conom
ic Sanctions in 

International Law
 and Practice (Routledge, 2020), p. 186.

（
74
）　

二
次
制
裁
に
つ
い
て
、see D

ow
 Jones, “W

hat are Secondary Sanctions ?,” at https://professional.dow
jones.com

/risk/glossary/
sanctions/secondary-sanctions/ (accessed on 4 January 2021).

（
75
）　EU

 D
oc. Council D

ecision 2010/413/CFSP, 26 July 2010, A
rts. 4, 6. See also EU

 D
oc. Council Regulation (EU

) N
o 961/2010, 

25 O
ctober 2010, A

rts. 8, 11.

（
76
）　

基
本
的
に
石
油
化
学
製
品
の
禁
輸
は
同
年
五
月
か
ら
、
原
油
・
石
油
製
品
の
禁
輸
は
同
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。EU

 
D

oc. 
Council Regulation (EU

) N
o 267/2012, 23 M

arch 2012, A
rts. 11-14.

（
77
）　N
ephew

, T
he A

rt of Sanctions, op. cit., pp. 108-109.

（
78
）　Suzanne M

aloney, “W
hy ʻIran Styleʼ Sanctions W

orked against T
ehran (A

nd W
hy T

hey M
ight N

ot Succeed w
ith 

M
oscow

)”, Brookings Institution, M
iddle East Politics and Policy, 21 M

arch 2014, at https://w
w

w
.brookings.edu/blog/

m
arkaz/2014/03/21/w

hy-iran-style-sanctions-w
orked-against-tehran-and-w

hy-they-m
ight-not-succeed-w

ith-m
oscow

/ (accessed 
on 12 A

ugust 2020); N
ephew

, T
he A

rt of Sanctions, op. cit., p. 113.
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（
79
）　

二
〇
一
三
年
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
つ
き
、see K

elsey D
avenport, D

aryl G. K
im

ball and Greg T
hielm

ann, Solving the Iranian N
uclear 

Puzzle: T
he Joint Com

prehensive Plan of A
ction, 4

th ed. (A
rm

s Control A
ssociation, A

ugust 2015), pp. 10-12; K
elsey 

D
avenport, “Im

plem
entation of the Joint Plan of A

ction at a Glance,” A
rm

s Control A
ssociation, N

ovem
ber 2020, at https://

w
w

w
.arm

scontrol.org/Im
plem

entation-of-the-Joint-Plan-of-A
ction-A

t-A
-Glance (accessed on 24 January 2021).

（
80
）　

外
務
省
「
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
：
基
礎
デ
ー
タ
」at 

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/iran/data.htm

l 
(accessed 

on 
30 

D
ecem

ber 2020).

（
81
）　“Iran N

uclear Fram
ew

ork A
greem

ent Reached; Congress Seeks to Influence N
egotiation,” A

m
erican Journal of International 

Law
, V

ol. 109, N
o. 2 (A

pril 2015), p. 408.

（
82
）　See U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., pre. para. 4.

（
83
）　

制
裁
を
含
む
圧
力
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
意
が
可
能
と
な
っ
た
と
す
る
、
国
家
に
よ
る
発
言
と
し
て
、see, e.g., U

N
 D

oc. S/PV
.7488, op. 

cit., p. 11(Lithuania).

（
84
）　U

N
 D

oc. S/2015/544, op. cit.

（
85
）　

そ
の
典
型
は
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
／
機
構
（CSCE/O

SCE

）
関
連
の
文
書
に
見
ら
れ
る
。

（
86
）　“Iran N

uclear Fram
ew

ork A
greem

ent Reached; Congress Seeks to Influence N
egotiation,” op. cit., p. 411; “P5+1 and Iran 

Reach A
greem

ent on Iranian N
uclear Program

; O
bam

a A
dm

inistration Seeks Congressional A
pproval,” A

m
erican Journal of 

International Law
, V

ol. 109, N
o. 3 (July 2015), pp. 654-655.

（
87
）　Ibid., p. 654.

（
88
）　Joyner, Iranʼs N

uclear Program
 and International Law

, op. cit., pp. 228-229.

（
89
）　

化
学
兵
器
禁
止
条
約
は
、安
保
理
文
書
と
同
様
の
体
裁
の
軍
縮
会
議
文
書
で
一
七
六
頁
あ
る
。CD

 D
oc. CD

/1170, 26 A
ugust 1992, A

ppendix.

（
90
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
二
条
二
節
二
項
参
照
。

（
91
）　

当
時
の
上
院
は
民
主
党
（
会
派
を
含
む
）
四
六
人
、
共
和
党
五
四
人
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。

（
92
）　“P5+1 and Iran Reach A

greem
ent on Iranian N

uclear Program
; O

bam
a A

dm
inistration Seeks Congressional A

pproval,” op. 
cit., pp. 654-655.

（
93
）　U

N
 D

oc. S/PV
.7488, op. cit., p. 2.

（
94
）　
「
発
効
（com

e into effect

）」
と
い
う
英
語
表
現
は
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
文
書
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
表
現
で
あ
る
。A

nthony 
A

ust, M
odern T

reaty Law
 and Practice, 3

rd ed. (Cam
bridge U

.P., 2013), p. 31.

イランの核問題と国際法461

一
七
七



（
95
）　JCPO

A
, para. 34.ii; JCPO

A
, A

nnex V
, para. 6.

（
96
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., paras. 1, 2.
（
97
）　

安
保
理
決
議
が
、
非
拘
束
的
な
文
書
を
「
承
認
（endorse

）」
し
、
お
よ
び
／
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
文
書
を
添
付
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
法
的

拘
束
力
を
与
え
て
は
こ
な
か
っ
た
例
は
多
数
あ
る
。See U

N
 D

oc. S/2020/822, 24 A
ugust 2020, p. 5, n. 6.

（
98
）　

例
え
ば
シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
の
廃
棄
に
関
す
る
安
保
理
決
議
二
一
一
八
は
、
前
文
で
安
保
理
の
「
決
定
」
の
法
的
拘
束
力
を
定
め
る
国
連
憲
章
第

二
五
条
を
強
調
し
た
上
で
、
シ
リ
ア
に
よ
る
化
学
兵
器
禁
止
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）
執
行
理
事
会
の
決
定
（
そ
れ
自
体
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
）

の
す
べ
て
の
側
面
の
遵
守
を
「
決
定
（D

ecides

）」
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
し
た
。U

N
 

D
oc. 

S/RES/2118(2013), 
27 

Septem
ber 2013, para. 6. 

阿
部
達
也
「
シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
廃
棄
」『
法
学
教
室
』
第
四
〇
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
八
三
頁
、
浅
田
正
彦
「
化

学
兵
器
使
用
禁
止
規
範
の
歴
史
的
展
開
と
シ
リ
ア
内
戦

―
国
際
法
の
視
点
か
ら

―
」『
日
本
軍
縮
学
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
第
一
六
号
（
二

〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
）
七
頁
。

（
99
）　

こ
う
し
た
国
際
立
法
の
問
題
点
に
つ
き
、浅
田
正
彦「
安
保
理
決
議
一
五
四
〇
と
国
際
立
法

―
大
量
破
壊
兵
器
テ
ロ
の
新
し
い
脅
威
を
め
ぐ
っ

て

―
」『
国
際
問
題
』
第
五
四
七
号
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
五
三-

五
五
頁
参
照
。

（
100
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
上
院
に
よ
る
否
決
の
た
め
未
発
効
の
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
と
の
関
係
で
、
政
府
が
法
的
拘
束
力
の
あ
る
安

保
理
決
議
を
利
用
し
て
、
核
実
験
禁
止
を
義
務
づ
け
る
可
能
性
を
模
索
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
条
約
締
結
に
か
か
る
議
会
の
権
限
を
無
視
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
り
、
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
浅
田
正
彦
「
条
約
法
条
約
第
一
八
条
に
定
め
る
義
務
の
不
確
実
性

―
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
と
の
関

係
を
素
材
に

―
」
芹
田
健
太
郎
ほ
か
編
『
実
証
の
国
際
法
学
の
継
承
（
安
藤
仁
介
先
生
追
悼
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
九
年
）
六
五
一
頁
注
53
参

照
。Josh Rogin, “O

bam
a W

ill Bypass Congress, Seek U
.N

. Resolution on N
uclear T

esting,” W
ashington Post, 5 A

ugust 2016, 
at 

https://w
w

w
.w

ashingtonpost.com
/new

s/josh-rogin/w
p/2016/08/04/obam

a-w
ill-bypass-congress-seek-u-n-resolution-on-

nuclear-testing/ (accessed on 31 January 2021).

（
101
）　U

N
 D

oc. S/2020/816, 20 A
ugust 2020, p. 3. See also U

N
 D

oc. S/2020/451, 28 M
ay 2020, p. 2. 

（
102
）　

同
項
で
は
、
附
属
書
Ｂ
の
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
六
項
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
国
に
よ
る
遵
守
を
「
決
定
（D

ecides

）」
す

る
一
方
、
第
三
項
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
活
動
）
と
第
七
項
（
イ
ラ
ン
貨
物
の
検
査
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遵
守
を
「
要
請
（called upon

）」
す

る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
103
）　M

arc W
eller, “T

he Controversy about the Iranian N
uclear Sanctions Snapback,” A

SIL Insights, V
ol. 24, Issue 27 (19 

O
ctober 

2020), 
https://w

w
w

.asil.org/insights/volum
e/24/issue/27/controversy-about-iranian-nuclear-sanctions-snapback 

(accessed on 31 D
ecem

ber 2020). 

ウ
ェ
ラ
ー
教
授
は
、
①
禁
反
言
の
原
則
の
ほ
か
、
②
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
決
議
二
二
三
一
に
添
付
さ
れ
て
そ
の
一
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部
と
な
っ
て
い
る
（
少
な
く
と
も
解
釈
に
お
け
る
文
脈
を
構
成
す
る
）
こ
と
、
③
決
議
の
制
裁
に
関
す
る
規
定
は
国
連
憲
章
第
四
一
条
に
従
っ
て
採

択
さ
れ
て
い
る
の
で
、
制
裁
に
関
す
る
規
定
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
後
も
ア
メ
リ
カ
を
拘
束
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
さ
ら
に
④
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は

独
自
制
裁
を
復
活
さ
せ
な
い
明
示
的
な
義
務
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
触
れ
た
後
、
決
議
は
国
連
憲
章
第
二
五
条
に
明
示
的
に
言
及
し
て
い
る
と
す

る
。
関
連
す
る
事
実
と
自
己
の
主
張
が
必
ず
し
も
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
論
理
の
流
れ
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
主
張

と
類
似
の
主
張
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
同
様
の
批
判
が
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

（
104
）　

国
際
法
に
お
け
る
禁
反
言
の
原
則
に
つ
い
て
、
櫻
井
大
三
「
国
際
法
に
お
け
る
禁
反
言
の
概
念
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
一
六
巻
三
号
（
二

〇
一
七
年
一
一
月
）
一-

三
三
頁
、
若
狭
彰
室
「
国
際
法
に
お
け
る
禁
反
言
法
理
の
正
当
化
原
理
」『
世
界
法
年
報
』
第
三
九
号
（
二
〇
二
〇
年
三

月
）
一
一
六-
一
四
五
頁
参
照
。

（
105
）　

こ
れ
ま
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
裁
判
所
は
、
禁
反
言
の
原
則
の
適
用
に
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
き
て
い
る
。T

hom
as Cottier and 

Jörg Paul M
üller, “Estoppel,” in Rüdiger W

olfrum
 (ed.), M

ax Planck E
ncyclopedia of Public International Law

, V
ol. III (O

xford 
U

.P., 2012), pp. 673-674. 
最
近
の
例
と
し
て
、Obligation to N

egotiate A
ccess to the Pacific O

cean (Bolivia v. Chile), Judgm
ent, ICJ 

R
eports 2018, pp. 558-559, para. 159; Chagos M

arine Protected A
rea A

rbitration, PCA
 Case N

o. 2011-03, A
w

ard, 2015, para. 438.

（
106
）　See T

em
ple of Preah V

ihear (Cam
bodia v. T

hailand), Separate O
pinion of Sir Gerald Fitzm

aurice, ICJ R
eports 1962, p. 63; 

Chagos M
arine Protected A

rea A
rbitration, op. cit., para. 446.

（
107
）　Ibid., para. 445. 

チ
ャ
ゴ
ス
仲
裁
判
断
は
、
こ
の
点
を
禁
反
言
援
用
に
お
け
る
「
正
当
性
（legitim

ate

）」
の
問
題
と
す
る
。Ibid., para. 445.

（
108
）　

こ
の
声
明
も
別
途
、
安
保
理
文
書
と
な
っ
て
い
る
。U

N
 D

oc. S/2015/545, 16 July 2015.

（
109
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., A
nnex B.

（
110
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., para. 7 ⒝
.

（
111
）　JCPO

A
, Pream

ble and General Provisions, para. iii.

（
112
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., pre. para. 5.

（
113
）　JCPO
A

, para. 16.

（
114
）　See, e.g., IA

EA
 D

oc. GO
V

/2017/48, 13 N
ovem

ber 2017, para. 12.

（
115
）　JCPO

A
, para. 7.

（
116
）　JCPO

A
, para. 2.

（
117
）　JCPO

A
, para. 6; JCPO

A
, A

nnex I, paras. 45-46.

（
118
）　

二
〇
一
五
年
七
月
時
点
に
お
け
る
イ
ラ
ン
の
遠
心
分
離
機
の
設
置
・
稼
働
の
内
訳
に
つ
き
、see 

D
avenport, 

K
im

ball 
and 

T
hielm

ann, 
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Solving the Iranian N
uclear Puzzle, op. cit., p. 7.

（
119
）　JCPO

A
, para. 2; JCPO

A
, A

nnex I, paras. 47-48.
（
120
）　JCPO

A
, paras. 3-5, JCPO

A
, A

nnex I, paras. 32-43.
（
121
）　JCPO

A
, para. 8; JCPO

A
, A

nnex I, para, 11.
（
122
）　JCPO

A
, para. 11; JCPO

A
, A

nnex I, para. 17.

（
123
）　JCPO

A
, paras. 9-10.

（
124
）　JCPO

A
, para. 12; JCPO

A
, A

nnex I, paras. 18-20.

（
125
）　

た
だ
し
、
医
療
お
よ
び
産
業
用
の
放
射
性
同
位
体
の
生
産
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
。JCPO

A
, para. 12. 

医
療
用
の
放
射
性
同
位
体
と
し
て
は
、

高
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
照
射
（
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
核
分
裂
）
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
モ
リ
ブ
デ
ン
九
九
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

（
126
）　JCPO

A
, A

nnex I, para. 14.

（
127
）　JCPO

A
, A

nnex IV
, paras. 6.1, 6.2, 6.4.

（
128
）　JCPO

A
, A

nnex IV
, paras. 4.1, 4.5.

（
129
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., para. 16.

（
130
）　JCPO

A
, A

nnex IV
, paras. 6.4.5, 6.5; U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., paras. 7 ⒝
, 16-17; ibid., A

nnex B, para. 2. 

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
承
認
す
る
安
保
理
決
議
の
規
定
に
従
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。JCPO

A
, A

nnex IV
, para. 6.1.

（
131
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., A
nnex B, para. 2. 

（
132
）　JCPO

A
, para. 13; JCPO

A
, A

nnex V
, para. 8. 

イ
ラ
ン
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
「
移
行
日
」（
後
述
）
に
追
加
議
定
書
の
批
准
を
追
求
す
る

（seek

）
こ
と
も
約
束
し
た
。JCPO

A
, A

nnex V
, para. 22.1.

（
133
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2016/8, 26 February 2016, paras. 28, 32; IA
EA

, “Status List: Conclusion of A
dditional Protocols, Status as 

of 18 Septem
ber 2020,” p. 5, n. 4, at https://w

w
w

.iaea.org/sites/default/files/20/01/sg-ap-status.pdf (accessed on 23 
D

ecem
ber 2020).

（
134
）　JCPO

A
, para. 13.

（
135
）　

国
際
機
関
条
約
法
条
約
第
二
五
条
二
項
。

（
136
）　

国
連
国
際
法
委
員
会
が
二
〇
一
八
年
に
第
一
読
を
採
択
し
た
「
条
約
の
暫
定
的
適
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
案
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
五
に
よ
れ
ば
、
条

約
の
暫
定
的
適
用
は
、
あ
た
か
も
条
約
が
発
効
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
「
法
的
拘
束
力
の
あ
る
義
務
」
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
さ
れ
る
。“T

he D
raft 

Guide to Provisional A
pplication of T

reaties,” Guideline 5, in U
N

 D
oc. A

/73/10, 2018, pp. 203-204.
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（
137
）　See IA

EA
 D

oc. GO
V

/2016/8, op. cit., para. 29.

（
138
）　IA

EA
 D

ocs. GO
V

/2020/15, 3 M
arch 2020, para. 6; GO

V
/2020/30, 5 June 2020, paras. 5-6, 11; GO

V
/2020/41, 4 Septem

ber 
2020, para. 31; GO

V
/2020/47, 4 Septem

ber 2020, paras. 11, 12; GO
V

/2020/51, 11 N
ovem

ber 2020, para. 32.
（
139
）　JCPO

A
, para. 13; JCPO

A
, A

nnex I, para. 65; JCPO
A

, A
nnex V

, paras. 8, 15.10.
（
140
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2007/22, 23 M
ay 2007, para. 12.

（
141
）　U

N
 D

oc. S/RES/1929(2010), op. cit., para. 5. 

そ
の
意
味
で
は
、
改
正
コ
ー
ド
三
．
一
の
完
全
履
行
は
す
で
に
イ
ラ
ン
の
法
的
義
務
と
な
っ

て
お
り
、そ
れ
が「
履
行
日
」に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば（
そ
の
よ
う
で
あ
る
。See JCPO

A
, A

nnex V
, para. 15.10

）、

法
的
に
は
疑
問
の
あ
る
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
浅
田
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
と
国
際
社
会
の
対
応
」
一
一
四-

一
二
一
頁
参
照
。

（
142
）　

オ
バ
マ
元
大
統
領
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
軍
備
管
理
の
合
意
で
史
上
最
も
遠
大
な
査
察
・
検
証
制
度
（the m

ost fa-reaching inspections and 
verification regim

e ever negotiated in an arm
s control deal

）」
で
あ
る
と
述
べ
る
。Barack O

bam
a, “Q

uitting the Iran N
uclear 

D
eal: ʻA

 Serious M
istakeʼ,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 48, N

o. 5 (June 2018), p. 36.

（
143
）　JCPO

A
, A

nnex I, para. 74.

（
144
）　JCPO

A
, A

nnex I, paras. 75, 76.

（
145
）　

二
四
日
も
あ
れ
ば
核
開
発
の
証
拠
が
す
べ
て
消
去
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
行
っ
た
実
験

に
よ
れ
ば
、
三
週
間
で
放
射
性
物
質
を
完
全
に
消
去
す
る
の
は
と
て
も
無
理
と
の
こ
と
で
あ
る
。D

arius D
ixon, “M

oniz: T
est Results Back 

U
p A

ssurances on Iran D
eal,” Politico, 22 July 2015, at https://w

w
w

.politico.com
/story/2015/07/m

oniz-test-results-back-up-
assurances-on-iran-deal-120507 (accessed on 23 D

ecem
ber 2020).

（
146
）　JCPO

A
, A

nnex I, para. 78. 

五
票
以
上
の
多
数
決
と
は
、
イ
ラ
ン
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
三
国
が
反
対
し
て
も
、
ア
ク
セ
ス
の
提
供
を
「
必
要
な

措
置
」
と
し
て
提
示
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。“P5+1 

and 
Iran 

Reach 
A

greem
ent 

on 
Iranian 

N
uclear 

Program
; 

O
bam

a 
A

dm
inistration Seeks Congressional A

pproval,” op. cit., p. 652. 

な
お
、合
同
委
員
会
に
お
け
る
そ
れ
以
外
の
議
事
は
す
べ
て
コ
ン
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。JCPO

A
, A

nnex IV
, paras. 4.1, 4.4.

（
147
）　

こ
の
「
必
要
な
措
置
」
は
合
同
委
員
会
が
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

（
148
）　JCPO

A
, A

nnex I, paras. 77, 78.

（
149
）　JCPO

A
, para. 15.

（
150
）　JCPO

A
, para. 18.

（
151
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., para. 7. ⒜
.
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（
152
）　JCPO

A
, para. 19.

（
153
）　JCPO

A
, A

nnex II, para. 1.2.1-1.2.3.
（
154
）　JCPO

A
, A

nnex II, para. 1.9.1.1.
（
155
）　JCPO

A
, para. 19. See also JCPO

A
, A

nnex II, paras. 1-3.
（
156
）　

通
常
、追
加
議
定
書
の
実
施
に
よ
っ
て
当
該
国
全
体
と
し
て
未
申
告
の
核
物
質
・
原
子
力
活
動
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
後
に
出
さ
れ
る
。IA

EA
, 

IA
E

A
 Safeguards G

lossary 2001 E
dition (IA

EA
, 2002), p. 100.

（
157
）　JCPO

A
, para. 20.

（
158
）　JCPO

A
, para. 21.

（
159
）　JCPO

A
, para. 21. See also JCPO

A
, A

nnex II, paras. 4, 6.

（
160
）　JCPO

A
, A

nnex II, para. 4.

（
161
）　

非
ア
メ
リ
カ
人
（non-U

.S. person

）
と
は
、
①
合
衆
国
市
民
、
永
住
者
、
合
衆
国
法
ま
た
は
合
衆
国
内
の
管
轄
の
下
で
組
織
さ
れ
た
団
体
（
外

国
支
店
を
含
む
）、
合
衆
国
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
者
、
お
よ
び
②
ア
メ
リ
カ
人
（U

.S. person

）
の
所
有
し
ま
た
は
管
理
す
る
団
体
、
を
除
く
あ
ら
ゆ
る

個
人
・
団
体
を
い
う
も
の
と
定
義
さ
れ
る
。JCPO

A
, A

nnex II, para. 4, n. 6. 

（
162
）　JCPO

A
, A

nnex II, para. 4, n. 6, para. 7. See also D
oug Jacobson, M

ichael Burton and Glen K
elley, “A

 V
iew

 from
 the 

T
renches: T

he Practical Im
pact of the Iran JCPO

A
 on U

S and N
on-U

S Com
panies,” International T

rade Law
 N

ew
s, 22 

January 2016, at http://tradelaw
new

s.blogspot.com
/2016/01/a-view

-from
-trenches-practical-im

pact.htm
l (accessed on 24 

D
ecem

ber 2020).

（
163
）　Em

ail from
 Richard N

ephew
, Senior Research Scholar, Colum

bia U
niversity (a form

er Principal D
eputy N

egotiator for 
Sanctions Policy at the D

epartm
ent of State from

 2013-2015, during w
hich he served as the lead sanctions expert for the U

S 
team

 negotiating w
ith Iran), 14 D

ecem
ber 2015.

（
164
）　JCPO
A

, para. 26.

（
165
）　JCPO

A
, A

nnex II, para. 7.1, n. 14.

（
166
）　

独
自
制
裁
に
対
す
る
イ
ラ
ン
の
法
的
立
場
に
つ
き
、K

azem
 Gharib A

badi, “U
nilateral Sanctions against Iran and International 

Law
,” paper presented at the sym

posium
 on unilateral sanctions under international law

, T
he H

ague, 11 July 2013, at http://
iranianem

bassy.nl/en/akhbar/40.pdf (accessed on 20 D
ecem

ber 2015).

（
167
）　See JCPO

A
, A

nnex IV
, para. 2.
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（
168
）　JCPO

A
, para. 36.

（
169
）　JCPO

A
, para. 37. 

同
時
に
安
保
理
は
、
関
係
国
の
見
解
お
よ
び
諮
問
委
員
会
の
意
見
を
考
慮
す
る
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
通
報
の
対

象
と
な
っ
た
問
題
が
こ
の
間
に
解
決
す
れ
ば
制
裁
の
再
適
用
は
行
わ
な
い
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。Ibid., para. 37.

（
170
）　U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., para. 11.
（
171
）　

安
保
理
決
議
二
二
三
一
の
第
一
二
項
で
復
活
す
る
と
さ
れ
る
安
保
理
決
議
は
、
同
決
議
の
第
七
項
⒜
で
終
了
す
る
と
さ
れ
る
安
保
理
決
議
と
一
致

せ
ず
、
終
了
す
る
と
さ
れ
る
決
議
二
二
二
四
が
復
活
す
る
決
議
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
決
議
二
二
二
四
は
、
イ
ラ
ン
制
裁
専
門
家
パ
ネ
ル
の
任

期
（m

andate

）
の
二
〇
一
六
年
七
月
ま
で
の
延
長
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
復
活
し
な
い
こ
と
に
よ
る
実
際
上
の
不
都
合
は
大
き
く
な

い
が
、
一
年
以
内
の
パ
ネ
ル
の
再
結
成
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
た
の
か
、
そ
れ
は
改
め
て
検
討
す
べ
き
事
項
と
考
え
た
の
か
、
理
由
は
明
ら
か
で

な
い
。
な
お
、
本
稿
第
三
章
（
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
制
裁
）
で
は
紹
介
し
な
か
っ
た
が
、
決
議
二
二
三
一
に
お
い
て
終
了
す
る
（
ス
ナ
ッ

プ
バ
ッ
ク
で
復
活
す
る
）
安
保
理
決
議
に
含
ま
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
決
議
と
し
て
二
〇
〇
八
年
の
決
議
一
八
三
五
が
あ
る
。
こ
れ
は
決
議
一
六
九

六
、
一
七
三
七
、
一
七
四
七
、
一
八
〇
三
を
再
確
認
し
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
義
務
の
完
全
遵
守
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。U

N
 

D
oc. S/RES/1835(2008), 27 Septem

ber 2008, paras. 1, 4.

（
172
）　

決
議
二
二
三
一
の
第
一
二
項
で
は
、
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
結
果
と
し
て
、
第
七
項
お
よ
び
第
八
項
の
措
置
も
（
安
保
理
が
別
段
の
決
定
を
行
わ
な

い
限
り
）
終
了
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
連
制
裁
決
議
の
復
活
と
併
せ
て
、
決
議
二
二
三
一
の
附
属
書
Ｂ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
た
Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
の
「
声
明
」
に
関
す
る
規
定
（
核
関
連
資
機
材
の
調
達
に
関
す
る
規
定
や
武
器
禁
輸
の
解
除
を
法
的
な
も
の
と
す
る
規
定
な

ど
）
も
、
ま
た
「
採
択
日
」（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
＝
後
述
）
か
ら
一
〇
年
後
に
安
保
理
は
イ
ラ
ン
の
核
問
題
へ
の
関
与
を
終
了
す
る
と
の

規
定
も
、（
安
保
理
が
別
段
の
決
定
を
行
わ
な
い
限
り
）
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。U

N
 D

oc. S/RES/2231(2015), op. cit., para. 12. See also 
ibid., para. 9. 

（
173
）　

後
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
の
点
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
174
）　See U

N
 D

oc. S/PV
.7488, op. cit.

（
175
）　U

N
 D

oc S/RES/2231(2015), op. cit., para. 7 ⒝
.

（
176
）　

第
一
〇
項
と
第
一
一
項
と
い
う
連
続
し
て
い
る
項
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
（JCPO

A
 

participants

）」
と
「
Ｊ

Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
（JCPO

A
 participant State

）」
と
い
う
異
な
る
表
記
が
、
単
な
る
ミ
ス
の
結
果
と
し
て
異
な
る
表
現
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
一
〇
項
が
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
等
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
同
項
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
枠
組
み
に
お
け

る
紛
争
解
決
努
力
（
そ
の
点
は
Ｅ
Ｕ
に
も
当
て
は
ま
る
）
を
奨
励
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
177
）　U

N
 D

oc S/RES/2231(2015), op. cit., para. 10. 

決
議
二
二
三
一
の
第
一
一
項
に
お
い
て
、
安
保
理
は
諮
問
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
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決
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
選
択
的
に
利
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
手
続
）
の
意
見
を
考
慮
す
る
意
図
を
表
明
し
て
お
り
、
イ
ラ
ン
は
、
こ
れ
を
も
っ

て
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
と
の
関
係
で
諮
問
委
員
会
の
設
置
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
示
唆
す
る
が
（U

N
 D

oc. S/2020/814, 20 D
ecem

ber 2020, p. 
9

）、
諮
問
委
員
会
の
設
置
は
そ
も
そ
も
選
択
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
続
が
利
用
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
意
見
を
考
慮
す
る
意
図
を
表
明
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
す
こ
と
が
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
手
続
を
開
始
す
る
要
件
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

（
178
）　Cf. W

eller, “T
he Controversy about the Iranian N

uclear Sanctions Snapback,” op. cit.

（
179
）　JCPO

A
, para. 37.

（
180
）　

管
見
の
限
り
、
こ
の
点
に
触
れ
た
の
は
イ
ラ
ン
と
ロ
シ
ア
の
み
で
あ
る
。UN

 D
ocs. S/2020/814 (Iran), op. cit., p. 9; S/2020/816 (Russia), 

op. cit., pp. 4, 6; S/2020/828 (Russia), 24 A
ugust 2020, p. 2. Cf. U

N
 D

oc. S/2020/817 (China), 21 A
ugust 2020, p. 1; T

hom
as R. 

Pickering and W
illiam

 Luers, “W
hat Y

ou N
eed to K

now
 about ʻSnapbackʼ: Political Significance and Legal Problem

s,” (21 
Septem

ber 
2020), 

pp. 
1, 

6 
at 

https://w
w

w
.justsecurity.org/w

p-content/uploads/2020/09/pickering-m
em

o-snapback.pdf 
(accessed on 30 D

ecem
ber 2020). 

こ
の
う
ち
ロ
シ
ア
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
決
議
二
二
三
一
に
よ
っ
て
法
的
義
務
と
な
っ
た
と

い
う
立
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
前
に
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
規
定
も
法
的
な
義
務

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
主
張
を
行
う
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
法
的
義
務
だ
と
い

う
立
場
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
前
置
の
問
題
を
提
起
し
た
の
は
イ
ラ
ン
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
181
）　

そ
う
し
た
批
判
が
少
な
い
背
景
と
し
て
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
脱
退
し
た
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
の
み
で
十
分
だ
と
考
え

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
を
理
由
に
批
判
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
手
続
を
尽
く
し
て
い
な
い
の
で
無
効
で
あ

る
と
主
張
す
る
こ
と
は
自
己
矛
盾
を
来
す
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
国
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の

試
み
を
批
判
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
手
続
を
踏
ん
で
い
な
い
点
に
言
及
す
る
国
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
決
議
二
二
三
一
を

基
礎
と
し
た
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
事
前
に
尽
く
す
こ
と
が
要
件
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
182
）　U
N

 D
oc. S/RES/2231(2015), op. cit., paras. 8, 9. 

た
だ
し
、
い
っ
た
ん
決
議
二
二
三
一
の
第
一
二
項
に
従
っ
て
制
裁
が
復
活
し
た
後
に
、
再

度
制
裁
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
後
は
た
し
て
（
い
つ
ま
で
）
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
決
議
の
第
八
項
と
第
九
項
の
み
か
ら
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
は
、
再
度
の
解
除
の
際
に
改
め
て
定
め
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。

（
183
）　

Ｅ
３
／
Ｅ
Ｕ
＋
３
は
二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日
に
そ
の
旨
の
書
簡
を
国
連
事
務
総
長
に
送
付
し
た
。Som

ini Sengupta, “̒Snapbackʼ Is an 
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Easy W
ay to Reim

pose Iran Penalties,” N
ew

 Y
ork T

im
es, 16 July 2015; “Security Council Resolution on Iran N

uclear 
A

greem
ent,” Security Council R

eport, 19 July 2015, at https://w
w

w
.securitycouncilreport.org/w

hatsinblue/2015/07/security-
council-resolution-on-iran-nuclear-agreem

ent.php (accessed on 26 January 2021). See U
N

 D
oc. S/2015/538 (text not available at 

the U
N

 w
ebsite). See also “P5+1 and Iran Reach A

greem
ent on Iranian N

uclear Program
; O

bam
a A

dm
inistration Seeks 

Congressional A
pproval,” op. cit., p. 653.

（
184
）　JCPO

A
, para. 37.

（
185
）　JCPO

A
, para. 26.

（
186
）　

た
だ
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
適
用
の
場
合
に
つ
い
て
留
保
し
て
い
る
。

（
187
）　

ア
メ
リ
カ
は
制
裁
を
再
導
入
し
た
り
核
関
連
の
新
た
な
制
裁
を
課
し
た
り
し
な
い
と
の
約
束
に
は
、「
大
統
領
と
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

従
っ
て
行
動
し
て
」
と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
188
）　

た
だ
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
適
用
の
場
合
に
つ
い
て
留
保
し
て
い
る
。

（
189
）　JCPO

A
, para. 26.

（
190
）　JCPO

A
, para. 34; JCPO

A
, A

nnex V
.

（
191
）　JCPO

A
, A

nnex V
, para. 6.

（
192
）　JCPO

A
, para. 34.ii; JCPO

A
, A

nnex V
, para. 6.

（
193
）　Public Law

 114-17: A
ct to Provide for Congressional Review

 and O
versight of A

greem
ents relating to Iranʼs N

uclear 
Program

, and for O
ther Purposes (hereinafter cited as the “Iran N

uclear A
greem

ent Review
 A

ct of 2015”), 22 M
ay 2015, at 

https://w
w

w
.congress.gov/114/plaw

s/publ17/PLA
W

-114publ17.pdf (accessed on 28 D
ecem

ber 2020).

（
194
）　Ibid., Sec. 2 (A

tom
ic Energy A

ct of 1954, Sec. 135, (b)). See also “P5+1 and Iran Reach A
greem

ent on Iranian N
uclear 

Program
; O

bam
a A

dm
inistration Seeks Congressional A

pproval,” op. cit., pp. 655-656; “Iran N
uclear Fram

ew
ork A

greem
ent 

Reached; Congress Seeks to Influence N
egotiation,” op. cit., p. 412. 

（
195
）　D
avenport, K

im
ball and T

hielm
ann, Solving the Iranian N

uclear Puzzle, op. cit., p. 23.

（
196
）　K

elsey D
avenport, “Iran, P5+1 Form

ally A
dopt N

uclear D
eal,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 45, N

o. 9 (N
ovem

ber 2015), p. 21.

（
197
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/IN
F/2016/1, 16 January 2016, para. 3.

（
198
）　Ibid., para. 2.

（
199
）　JCPO

A
, A

nnex V
, para. 8.
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（
200
）　“Road-m

ap for the Clarification of Past and Present O
utstanding Issues regarding Iranʼs N

uclear Program
m

e,” in IA
EA

 
D

oc. GO
V

/2015/68, 2 D
ecem

ber 2015, A
nnex I.

（
201
）　“Possible M

ilitary D
im

ensions to Iranʼs N
uclear Program

m
e,” in IA

EA
 D

oc. GO
V

/2011/65, 8 N
ovem

ber 2011, A
nnex.

（
202
）　IA

EA
 

D
oc. 

GO
V

/2015/68, 
op. 

cit., 
para. 

87. 

な
お
、
ア
メ
リ
カ
政
府
も
、
二
〇
〇
七
年
に
発
表
し
た
「
国
家
情
報
評
価
（N

ational 
Intelligence Estim

ate

）」
に
お
い
て
、
高
い
確
信
を
も
っ
て
イ
ラ
ン
は
二
〇
〇
三
年
秋
に
核
兵
器
計
画
を
停
止
し
た
と
の
結
論
を
出
し
て
い
た
。

N
ational Intelligence Council, N

ational Intelligence E
stim

ate, Iran: N
uclear Intentions and Capabilities (N

ovem
ber 2007).

（
203
）　IA

EA
 D

oc. GO
V

/2015/72, 15 D
ecem

ber 2015, para. 9.

（
204
）　JCPO

A
, para. 14.

（
205
）　JCPO

A
, A

nnex V
, paras. 20-22.

（
206
）　JCPO

A
, A

nnex V
, para. 24.

（
207
）　JCPO

A
, A

nnex V
, para. 26. 

こ
れ
に
は
、
イ
ラ
ン
の
再
処
理
を
し
な
い
と
い
う
約
束
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

（
208
）　See, e.g., IA

EA
 D

oc. GO
V

/2010/10, 18 February 2010, para. 12.

（
209
）　

石
黒
穣
「『
核
保
有
』
ま
で
最
低
一
年
」『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
九
年
七
月
八
日
。

（
210
）　D

avenport, K
im

ball and T
hielm

ann, Solving the Iranian N
uclear Puzzle, op. cit., p. 2. See also O

bam
a, “Q

uitting the Iran 
N

uclear D
eal,” op. cit., p. 36. 

イ
ラ
ン
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
末
に
濃
縮
度
二
〇
％
の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
す
べ
て
を
含
む
一
一
ト
ン
以
上
の
低

濃
縮
ウ
ラ
ン
を
ロ
シ
ア
に
向
け
て
搬
出
し
た
。“U

nited States A
chieves Progress in Iran Relations w

ith N
uclear A

greem
ent 

Im
plem

entation, Prisoner Sw
ap, and H

ague Claim
s T

ribunal Resolutions,” A
m

erican Journal of International Law
, V

ol. 110, 
N

o. 2 (A
pril 2016), p. 348.

（
211
）　K

elsey D
avenport, “Iran M

oves tow
ard Breaching N

uclear Lim
its,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 49, N

o. 6 (July/A
ugust 2019),  

p. 25.

（
212
）　D

avenport, K
im

ball and T
hielm

ann, Solving the Iranian N
uclear Puzzle, op. cit., p. 16.

（
213
）　

石
黒
「『
核
保
有
』
ま
で
最
低
一
年
」。

（
214
）　“U

nited States A
chieves Progress in Iran Relations w

ith N
uclear A

greem
ent Im

plem
entation, Prisoner Sw

ap, and H
ague 

Claim
s T

ribunal Resolutions,” op. cit., p. 348.

（
215
）　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
の
こ
の
任
務
は
、
安
保
理
が
決
議
二
二
三
一
で
要
請
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
が
事
務
局
長
に
授
権
し
た
も
の
で
あ
る
。See 

U
N

 D
oc. S/RES/2231(2015), op. cit., paras. 3-6; IA

EA
 D

ocs. GO
V

/2015/53, 14 A
ugust 2015, paras. 8, 11; GO

V
/IN

F/2016/1, op. 
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cit., para. 1. 

二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
行
っ
た
同
様
な
査
察
の
九
二
％
以
上
が
イ
ラ
ン
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

U
N

 D
oc. S/2020/814, op. cit., p. 9.

（
216
）　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
度
が
三
．
六
七
％
以
下
で
あ
る
こ
と
や
、
貯
蔵
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
総
量
が
（
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
で
）

三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
た
。See, e.g., IA

EA
 D

ocs. GO
V

/IN
F/2016/1, op. cit., para. 3; GO

V
/2016/8, 

26 February 2016, para. 19; GO
V

/2016/23, 27 M
ay 2016, paras. 10, 13; GO

V
/2016/46, 8 Septem

ber 2016, paras. 9, 11; 
GO

V
/2016/55, 9 N

ovem
ber 2016, paras. 9, 11. 

イ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
合
意
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
脱
退
の
一
年
後
ま
で
の
間
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
は
一
五
回
に
亙
っ
て
イ
ラ
ン
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
完
全
遵
守
を
報
告
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。U

N
 D

oc. S/2020/814, op. cit., p. 18, 
citing IA

EA
 reports to the Security Council: U

N
 D

ocs. S/2016/57, 19 January 2016; S/2016/250, 15 M
arch 2016; S/2016/535, 

13 June 2016; S/2016/808, 22 Septem
ber 2016; S/2016/983, 21 N

ovem
ber 2016; S/2017/234, 20 M

arch 2017; S/2017/502, 14 
June 2017; S/2017/777, 13 Septem

ber 2017; S/2017/994, 28 N
ovem

ber 2017; S/2018/205, 8 M
arch 2018; S/2018/540, 6 June 

2018; S/2018/835, 12 Septem
ber 2018; S/2018/1048, 26 N

ovem
ber 2018; S/2019/212, 6 M

arch 2019; S/2019/496, 14 June 2019. 

国
連
事
務
総
長
も
同
様
の
報
告
を
行
っ
て
い
た
。See, e.g., U

N
 D

oc. S/2018/602, 12 June 2018, paras. 2, 3.

（
217
）　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
二
〇
一
六
年
二
月
と
一
一
月
の
報
告
は
、
イ
ラ
ン
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
で
設
定
さ
れ
た
一
三
〇
ト
ン
を
一
時
わ
ず
か
に
超
え
る
（
そ
れ
ぞ

れ
一
三
〇
．
九
ト
ン
お
よ
び
一
三
〇
．
一
ト
ン
）
重
水
を
貯
蔵
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
一
定
量
の
国
外
搬
出
で
上
限
以
下
と
な
っ
た
旨
を
報
告
し

て
い
る
。IA

EA
 D

ocs. GO
V

/2016/8, op. cit., para. 16; GO
V

/2016/55, op. cit., para. 6; GO
V

/IN
F/2016/13, 6 D

ecem
ber 2016, para. 

5.

（
218
）　K

elsey D
avenport, “T

rum
p Election Puts Iran D

eal in D
oubt,” A

rm
s Control A

ssociation, D
ecem

ber 2016, at https://
w

w
w

.arm
scontrol.org/act/2016-11/new

s/trum
p-election-puts-iran-deal-doubt (accessed on 28 D

ecem
ber 2020).

（
219
）　

イ
ラ
ン
の
国
防
相
は
、
実
験
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
も
安
保
理
決
議
に
も
違
反
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。“T

rum
p A

dm
inistration M

aintains 
N

uclear D
eal w

ith Iran, D
espite Persistent Skepticism

,” A
m

erican Journal of International Law
, V

ol. 111, N
o. 3 (July 2017), p. 

777.

（
220
）　

二
〇
一
八
年
一
月
と
四
月
に
も
証
明
を
拒
否
し
た
。“President T

rum
p W

ithdraw
s the U

nited States from
 the Iran D

eal and 
A

nnounces the Reim
position of Sanctions,” A

m
erican Journal of International Law

, V
ol. 112, N

o. 3 (July 2018), p. 515. See Iran 
N

uclear A
greem

ent Review
 A

ct of 2015, Sec 2 (A
tom

ic Energy A
ct of 1954, Sec. 135, ⒟

 ⑹
).

（
221
）　“President T

rum
p W

ithdraw
s the U

nited States from
 the Iran D

eal and A
nnounces the Reim

position of Sanctions,” op. cit., 
pp. 515-516.
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（
222
）　D

onald J. T
rum

p, “Rem
arks on the Joint Com

prehensive Plan of A
ction to Prevent Iran from

 O
btaining a N

uclear W
eapon 

and an Exchange w
ith Reporters,” 8 M

ay 2018, at https://w
w

w
.govinfo.gov/content/pkg/D

CPD
-201800310/pdf/D

CPD
-

201800310.pdf (accessed on 29 D
ecem

ber 2020).
（
223
）　“Ceasing U

.S. Participation in the JCPO
A

 and T
aking A

dditional A
ction to Counter Iranʼs M

align Influence and D
eny Iran 

A
ll Paths to a N

uclear W
eapon,” 8 M

ay 2020, at https://w
w

w
.w

hitehouse.gov/presidential-actions/ceasing-u-s-participation-
jcpoa-taking-additional-action-counter-irans-m

align-influence-deny-iran-paths-nuclear-w
eapon/ (accessed on 29 D

ecem
ber 2020).

（
224
）　“Background Briefing on President T

rum
pʼs D

ecision to W
ithdraw

 from
 the JCPO

A
,” 9 M

ay 2018, at https://w
w

w
.

iranw
atch.org/library/governm

ents/united-states/executive-branch/departm
ent-state/background-briefing-president-

trum
ps-decision-w

ithdraw
-jcpoa (accessed on 26 January 2021).

（
225
）　See A

hm
ad M

ajidyar, “Iran Rejects I.A
.E.A

. Chiefʼs Claim
 about Inspection of M

ilitary Sites,” M
iddle East Institute, 12 

Septem
ber 2017, at https://w

w
w

.m
ei.edu/publications/iran-rejects-iaea-chiefs-claim

-about-inspection-m
ilitary-sites (accessed 

on 30 January 2021).

（
226
）　

重
水
の
上
限
超
え
は
僅
か
な
も
の
で
、
ほ
ど
な
く
是
正
さ
れ
て
い
る
。
前
出
注（
217
）参
照
。

（
227
）　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
要
求
が
含
ま
れ
て
い
た
。
①
以
前
に
行
っ
た
軍
事
的
側
面
（m

ilitary dim
ensions

）
に
関
す
る
完
全
な
説
明
、
②
濃
縮
の

停
止
と
再
処
理
の
放
棄
（
重
水
炉
の
閉
鎖
を
含
む
）、
③
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
す
る
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）　Ibid., para. A

.1.

（
269
）　Ibid., para. A

.2.

（
270
）　Ibid., para. A

.3.

（
271
）　Ibid., para. A

.

（
272
）　Ibid., p. 2; ibid., para. B.2. 
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（
273
）　See https://tw

itter.com
/M

arkT
Fitz/status/1296221037684838402 (dated 20 A

ugust 2020) (accessed on 31 D
ecem

ber 2020). 
See also U

N
 D

oc. S/2020/814, op. cit., p. 5.
（
274
）　A

ccordance w
ith International Law

 of the U
nilateral D

eclaration of Independence in R
espect of K

osovo, A
dvisory O

pinion, 
ICJ R

eports 2010, para. 94. 
（
275
）　

安
保
理
決
議
と
条
約
の
相
違
か
ら
、
安
保
理
決
議
の
解
釈
に
は
他
の
要
素
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
安
保
理
決
議
は
単
一
の
集
合
体
に

よ
っ
て
発
出
さ
れ
、
条
約
締
結
と
は
異
な
る
過
程
を
経
て
起
草
さ
れ
る
こ
と
、
安
保
理
決
議
は
投
票
プ
ロ
セ
ス
の
産
物
で
あ
り
、
機
関
と
し
て
の
安

保
理
の
見
解
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
安
保
理
決
議
の
解
釈
に
は
、
採
択
時
に
お
け
る
理
事
国
代
表
の
発
言
、
同
一
の

問
題
に
関
す
る
他
の
安
保
理
決
議
、
関
連
国
連
機
関
や
決
議
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
諸
国
の
後
の
慣
行
の
分
析
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
、
と
さ
れ

る
。Ibid., para. 94.

（
276
）　“Ceasing U

.S. Participation in the JCPO
A

 and T
aking A

dditional A
ction to Counter Iranʼs M

align Influence and D
eny Iran 

A
ll Paths to a N

uclear W
eapon,” op. cit., Sec. 2.

（
277
）　

ア
メ
リ
カ
側
弁
護
団
の
グ
ロ
シ
ュ
国
務
省
法
律
顧
問
補
（Lisa J. Grosh, A

ssistant Legal A
dviser

）
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
へ

の
参
加
終
了
の
決
定
」
へ
の
言
及
参
照
。ICJ, A

lleged V
iolations of the 1955 T

reaty of A
m

ity, E
conom

ic R
elations, and Consular 

R
ights (Islam

ic R
epublic of Iran v. U

nited States of A
m

erica), CR/19, 30 A
ugust 2018, para. 25.

（
278
）　Pickering and Luers, “W
hat Y

ou N
eed to K

now
 about 

‘Snapbackʼ: Political Significance and Legal Problem
s,” op. cit., pp. 

3, 5. Cf. U
N

 D
oc. S/2020/816, op. cit., p. 3.

（
279
）　W

hite H
ouse, “Press Briefing by N

ational Security A
dvisor John Bolton on Iran,” 8 M

ay 2018, at https://w
w

w
.w

hitehouse.
gov/briefings-statem

ents/press-briefing-national-security-advisor-john-bolton-iran/ (accessed on 31 D
ecem

ber 2020).

（
280
）　John Bolton, “T

rum
p Is Bringing the Iran N

uclear D
eal Back to Life,” Bloom

berg, 26 A
ugust 2020, at https://w

w
w

.
bloom

berg.com
/opinion/articles/2020-08-26/trum

p-helps-biden-by-bringing-the-iran-nuclear-deal-back-to-life (accessed on 31 
D

ecem
ber 2020).

（
281
）　U
N

 D
ocs. S/2020/814 (Iran), op. cit., pp. 6, 7; S/2020/816 (Russia), op. cit., pp. 4-5, 6.

（
282
）　

こ
の
原
則
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
裁
判
に
お
い
て
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
例
は
な
い
。

Stephen M
. Schw

ebel, “Clean H
ands, Principle,” Rüdiger W

olfrum
 (ed.), M

ax Planck E
ncyclopedia of Public International Law

, 
V

ol. II (O
xford U

.P., 2012), pp. 232-235; Jam
es Craw

ford (ed.), Brow
nlieʼs Principles of Public International Law

, 9
th ed. (O

xford 
U

.P., 2019), p. 675, n. 67; U
N

 D
oc. A

/CN
.4/546 (D

ugardʼs Sixth Report on D
iplom

atic Protection), 11 A
ugust 2004, paras. 5-6.
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（
283
）　Gerald Fitzm

aurice, “T
he General Principles of International Law

 Considered from
 the Standpoint of the Rule of Law

,” 
R

ecueil des Cours, tom
e 92 (1957-II), p. 119.

（
284
）　“Clean-hands D

octrine,” in Blackʼs Law
 D

ictionary, 10
th ed. (T

hom
son Reuters, 2014), p. 306. 

田
中
英
夫
編
集
代
表
『
英
米
法
辞

典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
一
五
一
頁
に
よ
れ
ば
、「clean hands

」
と
は
、「
当
該
の
事
案
に
関
連
し
て
原
告
側
に
良
心
に
反
す
る

行
為
、
信
義
誠
実
を
欠
く
行
為
、
そ
の
他
衡
平
の
原
理
に
も
と
る
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
行
為
が
な
け
れ
ば
原
告
の
主
張
に

正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
救
済
を
拒
否
す
る
」
と
い
う
原
則
と
さ
れ
る
。

（
285
）　U

N
 D

ocs. S/2020/814 (Iran), op. cit., p. 7; S/2020/816 (Russia), op. cit., pp. 5, 6; Legal Consequences for States of the 
Continued Presence of South A

frica in N
am

ibia (South W
est A

frica) notw
ithstanding Security Council R

esolution 276 (1070), 
A

dvisory O
pinion, ICJ R

eports 1971, para. 91. V
oir aussi O

pinion individuelle de M
. H

udson, A
ffaire des prises dʼeau à la 

M
euse, 1937, CPJI, série A

/B, N
o. 70, p. 77. See also Pickering and Luers, “W

hat Y
ou N

eed to K
now

 about ʻSnapbackʼ: Political 
Significance and Legal Problem

s,” op. cit., p. 8. 

な
お
、
ロ
シ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
表
明
の
時
点
に
お
い
て
す

で
に
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
勧
告
的
意
見
に
言
及
し
つ
つ
、「
ア
メ
リ
カ
は
、
安
保
理
決
議
二
二
三
一
に
違
反
し
、
包
括
的
共
同
作
業
計
画
の
履
行
を
拒
否

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、同
決
議
の
特
に
第
一
一
項
～
第
一
三
項
に
定
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
す
る
可
能
性
を
失
っ
た
」と
述
べ
て
い
た
。UN

 D
oc. 

S/2020/451, op. cit., pp. 3-4.

（
286
）　

脱
退
当
日
に
発
出
さ
れ
た
大
統
領
覚
書
は
、
国
務
長
官
と
財
務
長
官
に
対
し
て
、「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
関
連
し
て
解
除
な
い
し
放
棄
さ
れ
て
い
た
合

衆
国
に
よ
る
す
べ
て
の
制
裁
の
復
活
の
た
め
の
措
置
を
直
ち
に
開
始
す
る
よ
う
」
命
じ
て
い
た
。“Ceasing U

.S. Participation in the JCPO
A

 
and T

aking A
dditional A

ction to Counter Iranʼs M
align Influence and D

eny Iran A
ll Paths to a N

uclear W
eapon,” op. cit., Sec. 3.

（
287
）　M

alcolm
 N

. Shaw
, International Law

, 7
th ed. (Cam

bridge U
.P., 2014), p. 74.

（
288
）　

実
際
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
（
二
〇
二
〇
年
九
月
の
安
保
理
議
長
国
）
の
ア
バ
リ
大
使
も
、
制
裁
終
了
の
継
続
に
関
す
る
決
議
案
提
出
の
可
能
性
を
否
定

す
る
と
共
に
、
他
の
い
ず
れ
の
理
事
国
も
提
出
で
き
る
し
、
ア
メ
リ
カ
も
提
出
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。“N

iger Rejects U
.S. Bid to Restore 

U
N

 Sanctions on Iran,” op. cit.

（
289
）　

前
述
参
照
。
な
お
、
イ
ラ
ン
が
示
し
た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
二
〇
一
七
年
一
月
～
二
〇
二
〇
年
八
月
に
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
対
イ
ラ
ン
制
裁
の

リ
ス
ト
に
つ
き
、U

N
 D

oc. S/2020/814, op. cit., pp. 11-21.

（
290
）　U

N
 D

oc. S/2020/814, op. cit., p. 4.

（
291
）　N

ichols, “T
hirteen of 15-M

em
ber U

.N
. Security Council O

ppose U
.S. Push for Iran Sanction,” op. cit.

（
292
）　Provisional Rules of Procedure of the Security Council, in U

N
 D

oc. S/96/Rev.7, 1983, p. 6, Rule 30. 

規
則
三
〇
は
、「
代
表
者
が
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議
事
手
続
に
関
す
る
異
議
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
議
長
は
、
直
ち
に
自
己
の
裁
定
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
に
対
し
て
異
議
が
申

し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
議
長
は
そ
の
裁
定
を
安
全
保
障
理
事
会
の
即
時
の
表
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
は
否
決
さ
れ
な
い
限

り
、
効
力
を
維
持
す
る
」
と
規
定
す
る
。
本
件
の
よ
う
に
形
式
に
係
わ
る
規
則
違
反
と
主
張
さ
れ
う
る
決
議
案
提
出
の
可
否
を
め
ぐ
る
表
決
は
手
続

事
項
で
あ
る
と
の
規
定
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
293
）　Ibid., p. 2, Rule 9. 

規
則
九
は
、「
安
全
保
障
理
事
会
の
各
会
合
の
仮
議
題
の
最
初
の
項
目
は
、
議
題
の
採
択
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。

（
294
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
浅
田
正
彦
「
国
際
法
に
お
け
る
制
裁
と
そ
の
法
的
正
当
化
」『
国
際
関
係
と
国
際
法
』（
信
山
社
、
近
刊
）
参
照
。

（
295
）　

例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
中
国
と
ロ
シ
ア
が
発
出
し
た
「
国
際
法
の
促
進
に
関
す
る
共
同
声
明
」
は
、「
一
方
的
制
裁
と
し
て
知
ら
れ
る
国

際
法
に
基
づ
か
な
い
一
方
的
な
強
制
措
置
」
は
「
一
般
に
承
認
さ
れ
た
国
際
法
の
原
則
お
よ
び
規
則
の
誠
実
な
履
行
」
に
反
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

“T
he D

eclaration of the Russian Federation and the Peopleʼs Republic of China on the Prom
otion of International Law

,” 25 
June 2016, para. 6. 

中
国
と
ロ
シ
ア
は
、
イ
ラ
ン
と
の
関
係
で
も
独
自
制
裁
の
違
法
性
を
主
張
し
て
い
る
。UN

 D
ocs. S/2020/517 (China), op. 

cit., p. 2; S/2020/817(China), op. cit., p. 1; S/2020/451(Russia), op. cit., p. 3. 

ロ
シ
ア
は
「
途
上
国
に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
強
制
の
手

段
と
し
て
の
一
方
的
な
経
済
的
措
置
」と
題
す
る
国
連
総
会
決
議
七
二
／
二
〇
一（
そ
う
し
た
措
置
を
非
難
し
て
拒
否
す
る
よ
う
国
際
社
会
に
要
請
。

一
三
〇
対
二
、
棄
権
四
八
で
採
択
）
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
違
法
性
を
主
張
し
た
。See U

N
 D

oc. A
/RES/72/201, 20 D

ecem
ber 2017, para. 

2. See also U
N

 D
oc. S/PV

.7488, op. cit., p. 9(V
enezuela).

（
296
）　See Richard N

ephew
, “T

he Im
plications of an Iran Sanctions Snapback,” Colum

bia SIPA
 Center on Energy Policy, 3 

Septem
ber 2020.

（
297
）　

も
ち
ろ
ん
一
般
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
制
裁
に
同
調
す
る
国
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
韓
国
は
、
二
〇
一
八
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
か
ら
の
脱
退
後
の
制
裁
復
活
に
同
調
し
て
、
韓
国
国
内
の
銀
行
に
あ
る
イ
ラ
ン
中
央
銀
行
の
口
座
を
凍
結
し
、
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
し
た
原
油
の
代

金
七
〇
億
ド
ル
を
凍
結
す
る
措
置
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
。『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
月
七
日
。

（
298
）　

二
〇
一
八
年
五
月
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
脱
退
が
二
次
制
裁
の
復
活
に
重
点
の
一
つ
が
あ
っ
た
点
、
お
よ
び
、
こ
れ
に
対
し
て

Ｅ
Ｕ
諸
国
が
直
ち
に
い
わ
ゆ
る
対
抗
立
法
（
Ｅ
Ｕ
の
企
業
等
に
対
し
て
特
定
の
外
国
法
の
域
外
適
用
に
従
う
こ
と
を
禁
止
す
る
）
で
応
じ
た
点
に
つ

き
、see “President T

rum
p W

ithdraw
s the U

nited States from
 the Iran D

eal and A
nnounces the Reim

position of Sanctions,” 
op. 

cit., 
pp. 

519, 
521; 

“Blocking 
Statute,” 

at 
https://ec.europa.eu/info/business-econom

y-euro/banking-and-finance/
international-relations/blocking-statute_en (accessed on 26 January 2021). 

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
対
抗
立
法
に
も
拘
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
二
次
制
裁
の
ゆ
え
に
大
部
分
の
企
業
は
イ
ラ
ン
か
ら
撤
退
し
た
と
い
わ
れ
る
。Davenport, “Iran T

hreatens to Breach N
uclear D

eal,” op. 
cit., p. 28.
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（
299
）　K

elsey D
avenport, “Biden V

ictory M
ay Save Iran N

uclear D
eal,” A

rm
s Control T

oday, V
ol. 50, N

o. 10 (D
ecem

ber 2020), p. 29.

（
300
）　Em

ail from
 Richard N

ephew
, 4 N

ovem
ber 2019.

（
301
）　W

hite H
ouse, “Statem

ent by the President regarding N
ew

 Restrictions on Iranʼs N
uclear, Ballistic M

issile, and Conventional 
W

eapons 
Pursuits,” 

21 
Septem

ber 
2020, 

at 
https://w

w
w

.w
hitehouse.gov/briefings-statem

ents/statem
ent-president-

regarding-new
-restrictions-irans-nuclear-ballistic-m

issile-conventional-w
eapons-pursuits/ (accessed on 25 O

ctober 2020).

（
302
）　“U

.S. Issues Fresh Iran-related Sanctions T
argeting State O

il Sector,” R
euters, 27 O

ctober 2020, at https://w
w

w
.reuters.

com
/article/iran-nuclear-usa-sanctions/us-issues-fresh-iran-related-sanctions-targeting-state-oil-sector-idU

SK
BN

27C069 
(accessed on 28 O

ctober 2020).

（
303
）　

浅
田
正
彦
「
国
家
責
任
条
文
に
お
け
る
対
抗
措
置
と
対
イ
ラ
ン
独
自
制
裁

―
相
互
依
存
的
義
務
の
違
反
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
国
際
法
研
究
』

第
五
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
三
一-

六
九
頁
。

（
304
）　Shahin N

abidavoodi, “T
he ʻW

orst D
eal Ever N

egotiatedʼ Is Still U
ntouched,” N

ew
 A

m
erica, 5 O

ctober 2017, at https://
w

w
w

.new
am

erica.org/w
eekly/w

orst-deal-ever-negotiated-still-untouched/ (accessed on 30 January 2021).

（
305
）　

た
だ
し
、こ
れ
は「
出
発
点
と
し
て
」で
あ
っ
て
、そ
の
後
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
強
化
し
延
長
す
る
交
渉
を
行
う
と
し
て
い
る
。“Joe Biden: T

hereʼs 
a Sm

arter W
ay to be T

ough on Iran,” CN
N

, 13 Septem
ber 2020, at https://edition.cnn.com

/2020/09/13/opinions/sm
arter-

w
ay-to-be-tough-on-iran-joe-biden/index.htm

l (accessed on 30 D
ecem

ber 2020); M
alcolm

 D
avis, “T

he Risks in Returning to the 
Iran N

uclear A
greem

ent,” T
he Strategist, 17 D

ecem
ber 2020, at https://w

w
w

.aspistrategist.org.au/the-risks-in-returning-to-
the-iran-nuclear-agreem

ent/ (accessed on 30 D
ecem

ber 2020).

（
306
）　Crispian Balm
er, “Iran Ready to Show

 Goodw
ill if U

.S., Europe A
bide by N

uclear D
eal: Zarif,” R

euters, 3 D
ecem

ber 2020.

（
307
）　Patrick W
intour, “EU

 Foreign M
inisters Pave W

ay for Revival of Iran N
uclear D

eal,” G
uardian, 21 D

ecem
ber 2020. See 

also “Joint M
inisterial Statem

ent on the Joint Com
prehensive Plan of A

ction,” 21 D
ecem

ber 2020, at https://eeas.europa.eu/
headquarters/headquarters-hom

epage_en/90907/Joint%
20M

inisterial%
20Statem

ent%
20on%

20the%
20Joint%

20
Com

prehensive%
20Plan%

20of%
20A

ction (accessed on 30 D
ecem

ber 2020).

（
308
）　

こ
う
し
た
実
行
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
自
由
権
規
約
選
択
議
定
書
を
廃
棄
し
た
後
、
留
保
を
付
し
て
再
加
入
し
た
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
の
例
で
あ
ろ
う
。
ロ
ウ
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
事
件
に
お
い
て
、
同
国
の
留
保
を
議
定
書
の
趣
旨
・
目
的
と
両
立
し
な
い
と
し
た
自
由
権
規
約
委
員

会
も
、脱
退
後
に
再
加
入
し
た
こ
と
自
体
を
問
題
と
は
し
て
は
い
な
い
。See U

N
 D

oc. CCPR/C/67/D
/845/1999, 31 D

ecem
ber 1999, para. 6.7.

（
309
）　“Iranʼs Zarif Says Biden Can Lift Sanctions w
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ム
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濃
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産
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〇
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Ｏ
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Ｏ
Ａ
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収
益
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月
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追
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の
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を
含
め

（
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的
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保
障
措
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協
定
を
超
え
る
査
察
の
受
入
れ
を
停
止
す
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こ
と
（
第
六
条
）
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義
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づ
け
、
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し
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の
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す
る
者

は
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ら
れ
る
（
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る
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（
315
）　
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
消
滅
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
の
は
興
味
深
い
問
い
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
を
超
え
る
と
し
た
「
予
測
」
の
域
を
出
な
い

が
、
法
的
な
観
点
を
含
め
て
考
え
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
主
要
な
参
加
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

が
脱
退
し
、
も
う
一
方
の
主
要
な
参
加
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
制
限
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
以
上
、
脱
退
で
は
な
い
に
し
て

も
実
質
的
に
は
そ
れ
に
近
い
と
も
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
政
治
的
合
意
に
過
ぎ
な
い
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
自
然
消
滅
す
る
方
向
な
の
か
と
い
え
ば
、
次
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
が
消
滅
す
れ
ば
、
必
然
的
に
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
参
加
国
」
は
存
在
し
な
く
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
決
議
二
二
三
一
に
定
め
る
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
を
行
う
主
体
も
存
在
し
な
く
な
り
、
法
的
に
は
、
決
議
二
二
三
一
に
お
け
る
国
連
制
裁
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の
終
了
だ
け
が
残
る
。
そ
し
て
、
国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
新
た
な
制
裁
決
議
を
採
択
す
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
政
治
的
に
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
留
ま
っ
て
い
る
Ｅ
３
諸
国
が
、
国
連
制
裁
と
い
う
イ
ラ
ン
に
対
す
る
梃
子
を
失
う
こ
と

と
な
る
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
自
然
消
滅
と
い
う
道
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
く
、
形
式
の
み
で
あ
っ
て
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
を
存
続
さ
せ
、
イ
ラ
ン

に
対
す
る
梃
子
と
し
て
の
ス
ナ
ッ
プ
バ
ッ
ク
制
度
を
存
続
さ
せ
る
体
制
を
維
持
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
予
測
不
能
な
政
治
の
世
界
は
、

よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
を
求
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
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